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第一章










突然の人事




　私、内うち田だ亜あ美み。従業員数四千人の総合商社、広ひろ世よ商しょう事じに勤める、二十三歳の新人ＯＬ。とはいっても、本社でバリバリ働いているわけではなく、本社から数駅離れた場所にある支店が私の職場だ。

　会社自体は、食品から機械部品まで様々な商品を扱っているけど、私のいる支店は機械部品をメインに取り扱っている。営業マンを含めて三十人程度ののんびりした支店で、主に受発注処理をするのが私の仕事。

　私にはつき合って四年になる彼氏、光こう太たがいて、このあいだ、プロポーズされた。四歳年上の彼はスポーツマン。彫りの深い顔と締まった体つき、性格は明るく優しい、誰もが羨うらやましがるような人だ。

　そんな彼との結婚が、私にとって人生最大の夢。その私が、どうしてこんな大企業に就職したか――それは、少しでも光太に頑張っている自分を見せたかったから。光太も私との結婚生活を思い描いて、仕事を頑張ってくれている。

　ここに入れたのはラッキーだったけど、正直、私は仕事で成功するよりも、カッコいい女になるよりも、可愛かわいくて、幸せなお嫁さんになりたい。

　ずっと、そう思っていたんだ。




「はぁ～。もう帰りたい……」

　パソコンの画面に向かって、ため息交じりに呟つぶやく。

「何言ってんのよ、亜美。まだお昼にもなってないじゃん」

　私の隣の席でキーボードを叩たたきながら、ちーちゃんが言った。ちーちゃんは私の同期で、名前は原はら田だ千ち鶴づる。私と違って仕事熱心で、将来は管理職を目指している。ギャルっぽい派手な外見だけど、芯しんのしっかりした女性だ。

　私は小柄で童顔だから、ちーちゃんと並ぶと本当に子供っぽく見える。しかも、同じ受発注業務をしていても、彼女の処理スピードは、私の倍くらい速く、能力面でも差がある。

「大好きな彼との結婚控えて、なんでため息なんてついてんの？」

　ちーちゃんはちらっと視線だけを私に向けて、少し呆あきれた顔をしている。

「だって、やる気が出ないんだもん……」

「またそんなこと言って。あ、わかった！　マリッジブルーってやつでしょ？　いいなぁ。羨ましい」

『羨ましい』って、結婚願望のないちーちゃんに言われても、まったく嬉うれしくないんだけどな。それにこの話を聞いたら、ちーちゃんじゃなくても羨ましいなんて思わないはず。私のやる気が起きない原因は……。

「浮気されちゃった……」

「は!?」

　手を止めて、ちーちゃんが私のほうに顔を向ける。

「な、なんで？　誰と？」

「彼の職場の女。後輩だった。私も何度か、会ったことがある人なんだ……」

　まさか、結納も交わした彼に浮気されるとは思わなかった。……今でも、夢を見ていたんじゃないかと思ってしまう。

「ちょっと待って。それって、亜美の誤解とかじゃないの？」

「エッチしてる現場を見ちゃったんだよ？」

「はあ!?」

「シーッ！　支店長がこっち見て睨にらんでるじゃん」

「ごめん、ごめん」

　日中は、営業マンはみんな外回りだから、支店には支店長と私たちの三人しかいない。だけど、支店長の席はかなり離れているから、内容までは聞こえていないはずだ。

「……で、見たってどこで？　彼の家？」

　イスを私のほうに近づけて、ちーちゃんは小声で聞いてきた。

「うん。実はね……」




　あれは今から、一週間前。

「なんで出てくれないんだろ……」

　寒さも厳しくなった十二月上旬の夜、私は仕事が終わった十九時頃に、光太に電話をした。式場をどこにするか相談しようって約束していたのだ。

　それなのに、電話にも出ないし、メールを送っても返信がない。

「残業になるかもしれないって言っちゃったからかな……仕方ない。家まで行くか」

　昼休憩に送ったメールのことを後悔しながら駅へ向かう。会社から光太の家までは、電車で十分。私は急いで、いつものように光太の住む部屋へ向かった。二階建ての古びたアパート。彼は、新居は綺き麗れいなマンションにしようと言ってくれていた。

　トントントン……と階段を上がり、二階の突き当たりにある角部屋の前に立つ。そしていつものように合鍵で鍵を開け、ゆっくりとドアを開いた。

　その瞬間、耳を疑うような声が聞こえてきたのだった。それは甘くて、普段なら絶対に聞くことのない声。その声とは違う少し荒い息遣いは、私の耳にも聞き馴な染じみのあるものだった。

　思わず顔を上げた私の目に飛び込んできたのは――光太が、いつも私と使うベッドの上で、私じゃない女の子と身体を重ねている光景。光太の背中に手を回し、甘い声をあげていたのは、彼が勤めている会社の後輩の子だった。

「光太……？」

　そう言うだけで精一杯だった。

　私の声は光太に届いたようで、彼は少しだけこちらに顔を向け、目を丸くしていた。

　そう。それは、紛れもなく婚約者の浮気現場だった。

　それも、史上最悪なシチュエーションでの。

　こういうときは部屋に入り、ふたりを引き剥はがすくらいの度胸があればよかったのかもしれない。だけど現実がのみ込めなかった私は、光太と目が合ったのに、身を翻ひるがえしてドアを閉め、その場から立ち去ることしかできなかった……。




「……と、まあ、そういうわけ」

　本当はこうやって話すのも、気が重い。だけど私の状況を理解してもらうには、ありのままを言うしかなかった。

「信じられない……。で？　彼からは、その後連絡はあったの？」

　ちーちゃんの顔は強こわ張ばっている。私の話に、相当驚いたようだ。

「なんにも。今日まで連絡なし」

「え、なんにも!?　それ、かなりひどくない？」

「でも、あんな現場を見られたから、連絡しづらいのかもしれないし……」

　だから、電話もメールもしてくれないんだよね？

　あれは、ちょっと流されただけで、私と別れたいとか、そんなんじゃないって、私は信じている。

「はぁ……私、このまま結婚できるのかな？」

「え？　そんなことがあったのに、まだ彼と結婚したいの!?」

　ちーちゃんは、『信じられない』と言わんばかりに小さく首を横に振った。

「したいよ？　そりゃ、確かにびっくりしたし、ショックだった。でも、一度浮気されたくらいで、簡単に気持ちが冷めるほど、私の光太への想いは軽くないの。光太だって今頃反省してくれてるはずよ」

　きっぱり言いきった私に、ちーちゃんは呆れた顔で言った。

「だって、最悪な裏切りをされたんだよ？」

「でも、出来心かもしれないじゃん！」

　と、つい大声を張りあげてから、慌てて手で口を覆う。

「こら～、お前ら。さっきから、なんか楽しそうだなぁ？」

　恐る恐る声がするほうを振り向くと、そこには支店長が仁王立ちになっていた。

　いつもは温厚な彼も、さすがに怒ったかな？

　焦った私たちが、「す、すみません。支店長」「し、仕事しま～す」と、小さい声で言って、すぐにパソコン画面に向き直ると、支店長のため息が聞こえてきた。

「まあ、こうしていられるのも明後日あさってまでだからなぁ……」

　支店長の言葉に、仕事に戻りかけた手が止まる。

　明後日までって、何かあったっけ？

　疑問に思っていると、ちーちゃんが素早く反応した。

「え？　明後日までって、どういうことですか？」

　彼女はこういうとき、スパッと聞いてくれるから助かる。

「人事異動で、明後日から新しく〝リーダー〟が来るんだ」

「リーダー……？」

　そんな役職、聞いたことがない。本社でも、他の支店でもそんな人はいないはず。

　いったい、いつの間に作られたんだろう……。

「リーダーって……何か新しいチームでもできるんですか？」

　支店長に次々と質問を投げるちーちゃん。そして私はというと、正直会社のことなんかどうでもよくて、流し気味に聞いていた。

　それよりも、音信不通の光太に会いたい。

　こんなときでも、私の頭の中は光太でいっぱいだった。

「いや。そういうわけじゃないらしい。立場としては、オレより上なんだ」

「え？　支店長より上の方が来られるんですか!?」

「ああ。オレに代わって、その人がこの支店をまとめていく形になる」

　ということは、私たちも〝リーダー〟の下で働くことになるのか。それって、直属の上司が変わるってことよね。支店長のことは嫌いじゃなかったから、ちょっと残念だな。支店長は仕事にガツガツした人じゃなくて、部下に対しても口うるさいことを言ったりしない。のんびり働くことができたのは、彼のおかげだったから。そう思うと、少し寂しい気分になった。

　だけど、どうしてそんなに上の人が来るんだろう？と思っていると、ちーちゃんも同じことを考えたみたいで、また支店長に疑問をぶつけた。

「そんな方が、うちの支店に？　妙な話ですね……」

「それも、まだ二十七歳らしいぞ。前例のない話だし、相当なヤリ手だろうな。オレもそれ以外は、何も知らないんだ。詳しい話は、あとで聞いておくよ」

「うわあ、嫌な感じ」

　今まで黙ってふたりの話を聞いていたけど、思わず声が出てしまった。

　そんなすごそうな人が上司になるなんて、考えただけで気が滅め入いる。きっと厳しいに違いない。しかも、二十七歳って、光太と同い年じゃない……。

　支店長とちーちゃんが一瞬こちらを見る。そしてすぐにちーちゃんが、新たな質問を切り出した。

「で？　どこの支店からいらっしゃるんですか？」

　彼女の表情は引き締まっている。キャリアアップを狙っているだけあって、私とは志が違う。

「支店じゃない。本社からだ」

「本社～!?」

　さらなるショックに声をあげる私。

　それは、いよいよヤバイかも。まったりモードの支店と違って、エリート揃ぞろいの本社から赴任してくるんだ。今までみたいに、緩ゆるい感じではやっていけなくなりそう。私は仕事に、そこまで熱心にはなれない。ああ、憂ゆう鬱うつ……。

　深くため息をついて、私はパソコンに向き直ったのだった。




「寒～!!」

　あたたかい会社を出ると、外は頬に突き刺さるような冷たい風が吹いていた。

「じゃあ、亜美。お疲れさま。早く彼から連絡が来るといいね」

　そう言って手を振るちーちゃんに、小さく手を振り返しながら、私は言った。

「うん。ありがと、ちーちゃん。じゃあ、また明日ね」

　ちーちゃんを見送ると、私は、今日何度目かわからないため息をついた。

「いったい、いつまで連絡が来ないんだろ……」

　夜空を見上げても、星は見えない。

「光太、会いたいよ……」

　冬の夜空は、光太とつき合い始めた頃を思い出させる。

　今日みたいに寒い日、ふたりで夜景を見に行ったんだよね。あの頃は、とにかく光太に可愛いと思ってもらいたくて、薄着でも流は行やりの服を着て行った。

　くしゃみをした私を心配して、光太は自分のマフラーを私の首にかけてくれたっけ。『本当に亜美は、オレを心配させるようなことばかりするよな。寒いだろ？　ちゃんとあったかい格好をしろよ』って言いながら。

　呆れながらも笑顔の光太は、私の手をそっと握ってくれた。そして、『もっとあったかくしてやるよ』と言って、キスをしてくれたのだった。

　私と光太の、初めてのキス……。

　あの優しさを、嘘うそだなんて思いたくない。過去のことになんてできない。そう思いながら、私は歩きだした。

　会いに行く勇気もないくせに、スマホだけは握り締めたままだ。いつ光太から電話がかかってきても、すぐに出られるように、期待も込めて。

　今日のこの空、光太も見ているのかな……？

　同じ空の下で繋つながっているのに、遠くに感じてしまった。




　二日後。

　今日は、とうとう〝リーダー〟が赴任する日だ。噂うわさによると、やっぱり相当厳しい人だとか。

「本社にいたって、うちの支店の様子くらいわかるだろうに、なんでわざわざ異動してくるんだろうね」

　ちーちゃんは、訝いぶかしげにそう言っていた。本社は、この支店から電車で十分の場所にあるのだ。

「よし、もうすぐいらっしゃるからな」

　始業時間が迫り、営業に行く前の男性陣も含めて、社員全員が立ち上がる。

　どれだけすごい人が来るっていうの？　そこまでする必要があるわけ？

　心の中でボヤいていると、ちーちゃんもすっと席を立った。それにつられて、私もゆっくり立ち上がる。

　すると、私の左手を見たちーちゃんが、小声で話しかけてきた。

「ちょっと、亜美。指輪なんて、どうしたの？」

「婚約指輪。つけてきたの」

「なんで？」

「リーダーにアピールよ。もうすぐ結婚するから辞めますって」

　私がそう言うと、ちーちゃんはため息をついて、前を向いた。

　呆れられちゃったかな。でも、これ以上忙しくなるのは困る。スパルタ指導をしたいならかまわないけど、私はもうすぐ辞めるんだから、頭数に入れないでよね。

　そんなことを考えていると、入口のドアが開いて、〝リーダー〟が入ってきた。

　――その瞬間、支店内が小さくざわついた。

　女性社員は、私とちーちゃんだけなのに、男性社員が「すごいイケメンだぞ」「男前だな～」と口々に言うくらい、彼はカッコよかったのだ……。

「ちょっと、かなりのいい男じゃない？」

　普段はクールなちーちゃんも、さすがに興奮気味だ。

「う、うん。本当だね……」

　百八十センチはありそうな長身に、はっきりとした目鼻立ち。さらさらとした黒髪は、自然な感じでサイドに流している。オーラは冷たいのに、ルックスはかなり甘くて色っぽく見えるのは、眉はキリッと上がっているけれど目元が優しいからだと、まじまじと見て思った。上質そうなスーツがとても似合っていて、知的な雰ふん囲い気きを漂わせている。

「渡わた辺なべリーダーだ」

「渡辺洸こう輝きです。今日から、よろしく」

　支店長が紹介するのを受けてそう言った少し低い声も、色気たっぷり。ただ、愛想はなく、ぶっきらぼうな言い方で、私はあまりいい印象を持てなかった。

　挨拶もそこそこに、「通常の業務に戻ってください」という渡辺リーダーの指示で、みんながそれぞれの席に戻る。

　見た目はいいけど、無ぶ愛あい想そうで冷たい感じの人――私の彼に対する第一印象は、そんな程度だった。




　隣のちーちゃんは、いつにもまして受発注処理が速い。それに比べて、私はいつにもまして、仕事がはかどっていなかった。

　こんなんじゃいけないと、心のどこかでは思っているのに。集中できない私は、つい、ちーちゃんに話しかけてしまう。

「ねえ、ちーちゃん。あのリーダー、なんか感じ悪くない？」

「そう？　しっかりしてそうで、好きだけど」

「……へぇ～、そう……」

　仕事大好き人間のちーちゃんに聞いたのが間違いだった。

　赴任初日だというのに、リーダーはにこりとも笑わないし、誰も寄せつけないような冷たい空気を醸し出していた。今は、フロア全体を見渡せる場所に置かれたデスクで、黙々と書類に目を通している。

　あの雰囲気、好きになんて、とてもなれそうにない。

　でもまあ、いいや。私はもう会社を辞めるわけだし、渡辺リーダーの下で働く期間も、そんなに長くないはず。

　早いところ仕事を終わらせて、今日は光太に会いに行こう。このまま連絡をとらない状態が続くと、自然消滅しちゃう気がして、不安で仕方がない。

　光太だっていいかげんに、あの夜のことを謝ろうと思ってくれているだろうし。彼から連絡をしにくいなら、こっちが行ってあげればいいんだ。光太の口から、きちんと説明を聞きたい。

　ちーちゃんにも、昼休憩で改めてちゃんと聞いてもらおう。そう思っていたのに。

「私、昼休み返上。仕事するわ」

　と、あっさり言われてしまった。まったく、ちーちゃんは真面目すぎ。リーダーに触発されちゃったみたいで、やる気に溢あふれた目で、モニターを見つめている。

　仕方なくコンビニでお昼を調達し、ひとり寂しく給湯室へ向かうと、そこには渡辺リーダーがいた。……手元を見ると、コーヒーを淹いれているみたい。

「あっ……、お、お疲れさまです」

　改めて近くで見ると、本当に美形でスタイルがいい。足は長くて、腕にはほどよく筋肉がついているのがわかる。インスタントコーヒーを淹れる姿すら、色気を感じさせて……悔しいけど、見とれてしまいそうになる。

「ああ、お疲れ」

　彼はこちらをちらっと見てそう言っただけで、また視線を手元に戻した。

　やっぱり、ぶっきらぼうな言い方。休憩中くらい、もう少し愛あい想そよくできないのかな……。だけど、こんな狭いところにふたりきりで黙っているのも気まずいし、何か話しかけてみるか……。

　そんなことを考えて、私は口を開いた。

「あの、リーダーって、ここにいらっしゃる前は、どちらの部署にいらしたんですか？」

「え？」

　すると、私の突然の質問に驚いたのか、彼は目を丸くしている。

　何かいけないことを聞いちゃった？　当たり障さわりのない質問をしたつもりだったけれど、もしかして、余計なことだったのかも……。

「あ、いえ、なんでもないです。変なこと聞いて、すみませんでした」

　一応会話をしようとしただけで、そんなに興味があるわけでもないし。そう思っていたはずが、リーダーの予想外の反応に焦ってしまったのか、カップ麺にお湯を入れようとした途端、手が震えてカップが滑り落ちそうになった。

「きゃ！」

「危ない！」

　カップを取り落して、ポットから注ごうとしたお湯が手にかかりそうになったところを、リーダーはとっさに私の腕を掴つかんで自分のほうに引き寄せた。

「大丈夫か!?　ヤケドしなかったか!?」

「あ、だ、大丈夫です……。ありがとうございます」

　見上げると、至近距離に整った顔があり、一瞬ドキッとしてしまう。

　そして今気づいたけど、この人、いい香りがする。落ち着いた大人の、甘い香りだ。

　……って、私は何を考えているのよ。そう冷静になって床を見ると、カップ麺の中身が零こぼれていた。

　お昼ご飯がなくなっちゃった……とがっかりしていると、リーダーが言った。

「……お前の昼飯、カップ麺だけなのか？」

「い、いえ、いつもは原田さんとランチに行くんです。でも今日は彼女、お昼ご飯いらないって言うから、これにしたんですけど……あーあ……」

　私って、本当にトロいな……。こんなんだから、ちーちゃんも呆れちゃうのかも。しょんぼりとうなだれていると、リーダーが意外な台詞せりふを口にした。

「ふぅん……。じゃあ、一緒に飯でも行くか？　オレも今からだし」

「えっ!?」

　リーダーと一緒にランチなんて、即答で拒否したいところなんだけど……。

「近くに、いい和食の店があるんだよ。どうだ？」

「は、はい……」

　思わず返事をしてしまっていた。

　だって、このとき初めて、彼の笑った顔を見たから。さっきまでの仏ぶっ頂ちょう面づらから、打って変わって穏やかになったリーダーの表情に、つい引き込まれてしまったのだ――。










婚約破棄




「いらっしゃいませ」

　連れてこられたのは、敷居の高そうな純和風の建物。引き戸を引いて店内に入ると、私なんかがいるのは場違いなような落ち着いた雰囲気に満ちていた。

　このお店って……高級料亭なんじゃない!?

「ここ、ですか……？」

　圧倒されて、入ってすぐに立ち止まってしまった私。

「ああ。もしかして、和食嫌いだったか？」

「えっ、いえ！　むしろ大好きです……けど……」

「どうぞ、こちらへ」

　愛想のいい仲居さんがやってきて、私たちを席まで案内してくれた。

　襖ふすまの閉まった部屋に挟まれた廊下を歩く。全席個室みたいだ。

　そして私たちが通された部屋は、店の一番奥にある、座敷席だった。

　そこから見えるのは、テレビでしか見たことのないような美しい日本庭園。竹林で囲まれた庭には小さな池があり、鯉こいが泳いでいる。鹿しし威おどしの音が、静まり返った空間に響いていた。

「ゆっくりできそうだろ？　遠慮せず座れよ」

「は、はい。本当に……雰囲気のあるお店ですね……」

　この状況が理解できず、私は目を回しそうになる。

　赴任したての上司と一緒に高級料亭で食事なんて……いろんな意味で、緊張感でいっぱい。それにしても、お昼からこんなお店で食事なんて、リーダーの感覚ってどうなっているんだろう。

　しばらくすると、料理が運ばれてきた。それも、どうやらプチ懐石……。

　こういうのって、きちんとした旅館でしか食べないものだと思っていた。

　驚きの連続で頭がうまく回らないけれど、気を取り直して私は聞く。

「……ところでリーダーは、どうして私をお昼に誘ってくださったんですか？」

　すると彼は、クックッと笑ってから答えた。

「だってさすがに、あの状況で内田を置いてきぼりにはできないだろ？」

「あの状況って……給湯室でのことですか？」

「ああ。だって、零れたカップ麺を見てがっかりしてるんだから」

　改めてそんなふうに言われて、私は恥ずかしさで赤面してしまった。

「……私、子供っぽいですよね」

「うーん。子供っぽいというより、心配になったよ。ほうっておけないというか」

　ドキッとした。リーダーのその言葉は、つき合い始めの頃に光太に言われた台詞に重なったから。

　どうしてこの人が、同じことを言うの……？

　鼓動が高まるのを感じて動揺していると、リーダーが促す。

「ほら、食べようぜ。ここ、わりと量が多いから、無理しなくていいからな」

「あ、ありがとうございます……いただきます」

　先付けをひと口食べたとき、リーダーが話しかけてきた。

「そういえば、さっき聞かれたことなんだけど」

「さっき？」

「どこの部署から来たかって話だよ」

「あ、ああ……すみません。ぶしつけな質問でしたよね」

　まだ覚えていたんだ。聞いたこっちは、すっかり忘れていたけど。

「オレ、総務にいたんだよ。人事も兼ねて」

「総務!?　そうだったんですか」

　ということは、事務の仕事？　てっきり、ヤリ手の営業マンかと思っていたけど。

「聞いてなかった？」

「はい。リーダーの情報は、まったく入ってきませんでしたから。異動の話も、二日前に聞いたくらいですし」

　私がそう言うと、リーダーは口の端を上げてニヤッと笑ったけど、それに意味があるのかどうか、私はとくに気にも留めなかった。

「それにしても、リーダーってすごいですね。二十七歳で支店長より役職が上なんて」

「まあ、結果を出さなきゃ、すごくはないんだけどな」

「は、はぁ……」

　やっぱり、基本はそこなのね。これが私じゃなくてちーちゃんなら、もっと話が膨らんだと思うけれど、あいにく私は仕事の話は好きじゃなくて、それ以上、会話が続かなかった。そんな場の雰囲気を変えるかのように、リーダーが口を開く。

「それより、内田は結婚してるのか？」

「えっ？　なんで……」

　疑問に思った瞬間、婚約指輪をはめていたことを思い出し、私はためらいがちに答える。

「……近々、する予定です。一応」

「一応？」

「実は……彼氏に浮気されちゃって」

　今日初めて会った人に、言うようなことじゃない。ただ、このときの私は、誰かに話を聞いてもらうことで、自分を安心させたかった。目の前のリーダーは、第一印象よりずっととっつきやすく感じたし、気が緩んだのかもしれない。

「浮気？　おい、大丈夫なのか？」

「ええ……相手は、私も何度か会ったことのある、彼の会社の後輩なんです。でもそれは、もう解決すると思います」

　そう言いながら、あの日に聞いた甘い声とショックな光景が頭の中に蘇よみがえる。

　胸が締めつけられそうだったけれど、私は自分の頭の中から、無理やりその光景を追い出そうとした。

　ダメ！　忘れなきゃ。

「じゃあ、『一応』なんて言うなよ。びっくりするだろ」

「アハハ、そうですよね……ただ、ちょっと不安になったのも事実で……」

「不安？　これからのふたりの関係がってことか？」

「はい。今までは、幸せな未来しか思い描いてこなかったのに、浮気を知ってからは、それができなくて……」

　この不安は、光太でないと消せない。だから、早く会いたいのに。

　そんな感情を、私はつい、思いっきり顔に出してしまう。すると、リーダーは穏やかに言った。

「そうか……。確かにそんなことがあったなら、そう思いたくもなるよな。だけど、大丈夫だ。必ず幸せになれると思っていれば」

　私は思わず、真剣な顔でリーダーの目を見据える。その言葉は、今の私には本当にありがたかった。

「そう、ですよね？　いいほうに考えていれば、その通りになりますよね？」

「ああ、なるよ。絶対」

　こんなふうに力強く言われたら、本当にその通りになる気がする。思いがけないランチが、私にはいい気分転換になった。

「あ、もしかして、結婚したら仕事は辞めるのか？」

「えっ!?　そ、それは……」

　そうです！　なんて、このタイミングで面と向かっては言いにくい。

　返事に困っていると、リーダーのほうから口を開いた。

「簡単に、辞めるなんて言うなよ？」

「え？」

「お前だって、うちの支店の大事な戦力なんだから」

　そう言ってにっこりと笑ったリーダーに、私は「はい」と言ってしまった。それは、思いのほか優しいリーダーの笑顔に、胸がキュンとしてしまったから……。それに、こんな私でも頼りにしてもらっていると思うと嬉しかった。

　でも、それも今だけだから。独身の間だけ。結婚したら退職するっていう気持ちは、やっぱり変わらない。




「ありがとうございました」

　食事が終わると、仲居さんが伝票を持ってきた。ちらっと見えた数字に仰天した私は、慌ててリーダーにお金を差し出す。

「待ってください！　自分の分は、自分で払います」

「いいよ。オレのおごり。誘ったのもオレだし」

　リーダーは、そう言いながら慣れた感じでさっさと支払いを済ませてしまった。あんなに高かったのに!!

「ええっ……！　本当に、い、いいんですか？」

　さすがにあの金額をさらっと「おごる」と言われて、あっさり引き下がれるほど私は図々しくない。おずおずと問いかける私に、彼はきっぱりと答えた。

「いいって。早くしまえよ、それ」

「……はい。ありがとうございます。ごちそうさまでした」

　それ以上強くは言えず、仕方なく財布をバッグにしまいながらお礼を言うと、リーダーが答える。

「こちらこそ。つき合ってくれて、ありがとな」

　そう言って笑う顔に、またまた胸がキュンとしてしまった。

　リーダーってきっと、すごくモテるんだろうな。

　見た目だけじゃなく、実は人間的にも素敵な人なのかも。リーダーを見る目が少しだけ変わった。本当に、ほんの少しだけ。




「お先に失礼します！」

　終業時間となり、バタバタと仕事を切り上げると、私はコートとバッグを抱えて、大慌てでオフィスをあとにした。

「そんなに急いで、何かあったのか？」

　エレベーターに向かう途中の廊下で会ったリーダーに、声をかけられる。私は抑えきれない笑顔を彼に向けながら答えた。

「さっき、彼からメールが来たんです！　それで、今から会うことになって……」

「本当か？　よかったな。じゃあ、気をつけて帰れよ」

「はい！　それじゃ、失礼します」

　お昼にリーダーに話をしたおかげで、前向きな気持ちになれたみたい。

　光太のことは信じていたけど、まったく連絡がとれなかったから、正直不安だった。でも、きっともう大丈夫だ。このあいだのことだって、ちゃんと説明してくれるはず。私は、自分にそう言い聞かせた。

　夜になると、外はますます寒くなっていて、思わず肩をすくめる。私は会社の最寄り駅の前で、光太の車を待った。

　それにしても、なんで今日は外で待ち合わせなんだろう。あんなことがあったから、家に呼ぶのはやっぱり気が引けるのかな。

　十分ほど経って、光太の車がやってきた。

　黒のスポーツカーは、彼のお気に入り。でも結婚を機に、ファミリーカーに買い替えるって言ってくれているんだよね。この車には、もう乗れなくなるんだなぁなんて思いながら、いつものように助手席のドアを開ける。

「光太。一週間ぶりだね」

　あの夜の記憶がまた蘇って、一瞬気持ちが暗くなる。でも、光太のほうから連絡をくれた喜びのほうが今は大きい。

「ああ、そうだな……」

　嬉しさを抑える私とは違って、光太は少し顔色が悪い。

「家に行かないの？」

「う、うん。ちょっと走ろう」

　光太が車を走らせる。

　街の中心部を抜け、十五分ほど経った頃には海が見えてきた。

　夏には海水浴客で賑にぎわうこの海岸沿い。私たちも今年の夏に泳ぎに来たっけ。海岸通りを過ぎ、車は走り続けた。その間も、光太はまったく口を開かず、思い詰めた表情をしている。

　しびれを切らした私は、沈黙を破った。

「光太、このあいだのこと、説明してくれるでしょ？」

　そう聞いても、返事はない。

　もどかしさを感じながら、私もまた黙ってしまった。

　さらにしばらく走ると、車は、光太がマフラーを貸してくれて、私たちが初めてのキスをした場所へと着いた。

　ここは人ひと気けがなく、少し遠くに見える大きな橋のライトアップがロマンチックな、夜景の穴場だった。あの頃から変わらない、懐かしい光景。私たちにとっては特別に、思い出深い場所だ。そこに着いたというのに、光太は車から降りない。

　それどころか……いきなり頭を下げてきた。

「亜美、ごめん！」

　やっぱり謝ってくれる気だったんだ。幾いく分ぶんホッとしながら、私は答える。

「……いいよもう。あれは、あのとき限りのことだったんでしょ？　わかってる。大丈夫だよ。私は気にしないから」

「そうじゃないんだ」

　光太は、視線を地面に落としたままだ。

「そうじゃないって？」

　彼の言うことが理解できず、私は聞き返す。すると、光太はゆっくりと頭を上げながら、私の顔を見て、覚悟を決めたように言った。

「相手が妊娠したんだ」

「妊娠？　えっ？　どういうこと!?」

　光太の口から出た言葉に面食らってしまう。それって、光太と関係あることなの？

「相手って、このあいだの子のこと？　だって、一週間前のことじゃない。妊娠したってどういう意味？」

「ごめん。本当は、もっと前から……」

　光太はそれ以上言葉が続かないようで、表情を歪ゆがめている。

「……もっと前から、関係を持っていたってこと？」

　光太が小さく頷うなずいたのを見た瞬間、目の前が真っ暗になった。気がつくと、私は光太の肩を、バシッと叩いていた。

「……なんで？」

　信じられない。あんなに好きだったのに、好きだと言ってくれていたのに、本当はずっと私のことを裏切ってたの？

「なんでなのよ！　なんで浮気してたの!?」

　叫び声をあげる私の目からは、涙がポロポロと落ちる。

　ひどいよ。戻れるなら、初めてキスをしたあの夜に戻りたい。

　そして、もう一度やり直したい。

　光太は私に、何か不満があったの？　わからないよ。全然、光太の気持ちがわからない。

「ごめん。本当にごめん」

　震える声で光太はひたすら謝るけど、私は受け止められない。

「私、光太との幸せな未来を、ずっと思い描いてたのに……」

　ひどいとか、最低とか、そんな言葉だけじゃ足りない。もし責めることで状況が変わるのなら、いくらでも責めてしまいたい気持ちに駆られる。

「ごめん、亜美。本当に申し訳ないけど……。お前とは結婚できない」

　その言葉に、私の中で何かが崩れ落ちた。

「……もう、どうしようもないの？　光太は、その子と結婚するってこと？」

「うん。責任をとらないわけにはいかないよ……」

　光太の赤ちゃんを産むの？　四年間、光太を愛してきた私じゃなくて、あの子が？　そんな現実を、どうやって受け入れろっていうのよ。私は止まらない涙を、拭ぬぐうことさえできなかった。

「もういい。光太なんて……最悪」

　これ以上、どうにもならないのなら、『ごめん』なんて言葉は聞きたくない。私は、自分の左手薬指に触れた。よかった。偶然でも、今日、婚約指輪をはめてきて。これは、私の好きなブランドで、私の好きなハートのモチーフがついたものだった。この指輪をもらったときは嬉しくて泣いたのに。悲しくて泣きながらこれを外すときが来るなんて、想像もしていなかった。それも、この場所で……。

「これ、返す」

　本当は投げつけたいくらいだけど、この期ごにおよんでそれすらできないほど、私は今も、光太が好き。

　心のどこかで、まだ望みを持とうとしていた。

　だけど差し出した指輪を、光太はゆっくりと受け取った。

「亜美、本当にごめん。お前のことが好きだったのは、嘘じゃないんだ」

「もういいよ。そんなの、今さら意味のない話だから」

「ごめん。ほんの出来心で始めた浮気が、ずっとやめられなかった……」

「もういいって言ってるでしょ！　知りたくもないのよ！」

　最後の私の抵抗。言い訳なんて女め々めしいことは、させないから。




　それから三日後、私たちは正式に婚約を破棄した。

　結納金も返した私に、家族は慰謝料を請求すべきだなんて言ったけど。でも、やっぱり憎みきれない。すごく、すごく好きだから。

　だから、せめてきっぱりと終わらせたかった。それに、お金で解決しただなんて、光太たちに思わせたくなかったから。










リーダーとの一夜!?




　オフィス内に、書類を投げつける音が響く。と同時に、リーダーの怒鳴り声が聞こえてきた。

「なんだ？　この企画書は！　これじゃあ、競合に勝てないだろ！」

「すみません。作り直します……」

　今日もまた、営業マンのひとりがリーダーの怒りを買い、肩を落としながらデスクへ戻っていった。

　渡辺リーダーが赴任してきてから、約二週間。社内は毎日ピリピリムードだ。そして、私はというと……今まで以上に仕事に身が入らず、気を緩めると泣きそうになっていた。

　婚約破棄のことは、まだ家族以外に誰にも言えていない。誰かに話すような気力すら、今はなかった。

「亜美、どうかした？　元気ないじゃん？」

　いつも以上にキーボードを打つ手が遅い私に、ちーちゃんが心配そうに声をかけてきた。こんなムードの中でも、彼女のテンションは至って普通だ。

「ううん……心配させてごめんね。ねえ、ちーちゃん、また今度、ゆっくり話を聞いてくれる？」

「もちろんよ。亜美が話したくなったら、いつでも声をかけて」

　空気が読めるちーちゃんは、それ以上、何も聞いてこなかった。




　そして夕方、どうにか自分の持ち分だけの仕事を終え、退社の準備をしているときに、大問題が発生した。

　けたたましく鳴った電話は、取引先からのクレームだった。

　対応に追われるリーダーと支店長が、メールの履歴や書類を確認し……原因は、私の発注ミスだったことがわかった。

「本当に、申し訳ありませんでした！」

　どんなに頭を下げても許されないのはわかっているけれど、私は青い顔で謝罪した。営業マンたちやちーちゃんが、緊張で張り詰めた空気の中で、心配そうに私たちを見ている。

　間違った商品が、それもケタ違いの量で納品されていて、先方は怒り心頭らしい。

　そして、さらに追い打ちをかけるかのように、その企業は取引先の中でも一、二を争う、うるさ型の会社だったのだ。

「オレが行って、先方に謝ってきます」

　リーダーはジャケットを手に取ると、羽織りながら支店長に言う。私はいてもたってもいられず、ドアを開けてオフィスから出ていこうとする彼を呼び止めた。

「待ってください！　私も行きます！」

「お前は来なくていいよ。かえって火に油を注ぐだけだから」

　こちらを見もしないで後ろ手にドアを閉めようとするリーダーに、私は必死に食い下がる。

「私に謝らせてください。私のミスですから」

　リーダーはゆっくりと振り返ると、小さくため息をついてから静かに言った。

「……わかった。そこまで言うならついてこいよ」




　社用車を飛ばしながら、リーダーは何も言わない。

　当たり前か。それだけ大きな問題だってことよね……。

　助手席に座った私は、窓の外の景色に目を向けながら、自己嫌悪に陥っていた。

　いくらフラれたからって、こんなミスをしていちゃダメだ。

　本当に最悪。私は、社会人としても、光太の彼女としても、失格だ……。




　取引先に着き、応接室に通される。ほどなくして先方の担当者が現れると、すぐにリーダーは頭を下げた。

「このたびは、大変ご迷惑をおかけしまして……本当に申し訳ありません！」

　ミスを犯した私が言うのも生意気だけど、相手の態度はかなり横柄だった。人の弱みにつけ込むかのように薄ら笑いを浮かべながら、腕を組んで立っている。

「まあまあ……ミスした本人は、そこの姉ちゃんだろ？　あんた、土下座しろよ」

「え？」

「土下座。土下座しろって言ってんだよ。当然だろ？　それだけのことをしてくれたんだから」

　私は自分の耳を疑った。私のせいで、ものすごく迷惑をかけているのは事実だけど、まさかこんなことを言われるなんて。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、リーダーが一歩前へ出た。

「責任者は私です。彼女のミスは、私の責任ですので」

　そう言うと、彼はその場で膝ひざを折り、床に両手をついた。

「リ、リーダー!?」

　ちょっと待ってよ。なんでリーダーが土下座するの!?

　そのまま視線を床に落としている彼の隣で私がうろたえていると、担当者は感心したような顔をした。

「へぇ～。今どき珍しい上司だねぇ。でもさ、本当に悪いほうが何もしないって、おかしくないか？」

　なんて言いつつ、ニヤニヤしながら私を見ている。

　この、ハゲオヤジ!!　本当にムカつく。本当にムカつくけど、リーダーだけに土下座をさせるなんて間違っている。

「本当に、申し訳ありませんでした！」

　カッとなった私は、リーダーの隣で、同じように床に膝と手をつき、頭を下げる。リーダーが、驚いたように少し顔を上げてこちらを見ているのがわかった。

　リーダー、支店長、会社のみんな。たくさんの人に迷惑をかけてしまった。悔しさと情けなさで涙が滲にじんだ目で、私は床を睨みつけ続けた。




　車の多い夜の街に、クラクションの音が鳴り響いている。

「今日は本当に、すみませんでした……」

　なんとか事態は収拾して、取引先をあとにしたのは二十時過ぎだった。まだあのハゲオヤジに対する怒りはおさまっていなかったけれど、社用車の中で、私はもう一度リーダーに頭を下げる。

「もういいよ。だけど、あのハゲオヤジ、ムカつくな」

「……リーダーでも、そんなことを言うんですか？」

　意外な台詞に、私は軽く目を見開いた。

　いたずらっ子みたいに笑いながら話すリーダーは、いつもよりちょっとテンションが上がっているみたい。普段の冷静な態度とのギャップに、ドキッとしてしまう。

「アハハ、たまには言うよ。それにしても、カッコよかったぞ、お前」

「えっ!?　私ですか？」

「ああ。土下座って、結構プライド傷つくだろ？　普通、なかなかできないよ」

「あれは、私が悪いんで……」

　それに、リーダーにかばってもらってしまったのが申し訳なくて、とっさにしてしまったんだよね。

「意外と、骨があるんだな」

「そんな……」

　もっと怒られるかと思ったのに、リーダーの私への態度が柔らかくて、なんだか戸惑ってしまう。

「怒らないんですか？　私のこと……」

「起きてしまったミスをどうこう言っても仕方ないからな。今後二度としないように気をつけろ。今日みたいな思いはもうしたくないだろ？」

　リーダーは、穏やかに笑いながら言う。

「それにさ、オレなんか、前に決算処理で失敗したことがあって。それに比べたら、今日のミスなんて、まだマシだよ」

「えっ？　リーダーにも、そんなことがあったんですか？」

「オレだって、ミスくらいするって。おかげで、社長から大目玉食らったけどな」

「社長!?」

『社長』という言葉に、私は目を見開き、思わず聞き返してしまう。

「リーダー、社長と直接やりとりをしたことがあるんですか？」

「えっ!?　ああ、いや、たまたまね……」

　やっぱりすごい人なのかも。私なんて、社内報と入社式でしか社長を見たことはない。うちみたいな大企業では、一般社員にとっては社長なんて雲の上の存在。役職者だって、社長と直接話す機会はほとんどないはず。

　私が尊敬の眼まな差ざしを向けると、彼はちょっと気まずそうに話題を変えた。

「それより内田、これから用事あるか？」

「このあとですか？　いえ、とくには……」

　急にそんなことを聞かれて、私はちょっと驚いたけど、考えるまでもなかった。むしろ、これからずっと暇なんだよね。もうアフター７や週末を一緒に過ごす相手はいないんだから。

　そんなことを思って暗い気持ちになりかけたところで、意外な言葉が聞こえた。

「じゃあ、飲みにでも行くか！」

「えっ？　お、お酒ってことですか？」

「そう。パーッと飲んで、嫌なことは忘れようぜ」

　リーダー、私に気を遣ってくれているのかな。驚いたけど、その気持ちが嬉しい。私は数秒の間をおいて、返事をした。

「はい」

「よし。会社の近くで、いい居酒屋見つけたんだよ。車を置いて、そこに行こう」

「はい！」

　支店に戻り、もう誰もいなくなっていたオフィスから荷物を持って出ると、先に歩くリーダーのあとを追った。




　店内は、サラリーマンの笑い声と店員さんのかけ声で騒がしい。

　リーダーに連れてきてもらった居酒屋は、創作料理のお店だった。地味な店構えだけど、その雰囲気に合わせたセンスのいい内装の店内はお客さんでいっぱい。

　カウンターに座り、リーダーの「お疲れ～」という声で乾杯をした私たち。

「こんなお店が駅裏にあったんですね。私、今まで知りませんでした」

「小さい店だからなぁ。でも、なかなかうまいんだよ」

「リーダーって、美お味いしいお店に詳しいんですね」

　このあいだ連れていってもらった料亭といい、ここといい、会社の近くにこんなお店があるなんて、ずっとうちの支店にいる社員でも知らないんじゃないかな。最近支店に来たばかりなのに、どうしてリーダーは知っているんだろう。少し疑問に思いながら言うと、彼はおしぼりで手を拭きながら答えた。

「まあ、仕事上、どうしても知っておかなきゃならないからな」

　リーダーは、仕事ができるだけじゃなく、優しそうで、華があるイケメンで……だけど、こうやって居酒屋で話している姿は、三十歳前のごく普通の男の人だ。そのギャップに、不思議な気持ちになった。

「そういえば、彼氏とは仲直りしたか？」

　リーダーの言葉に、私はお通しのサラダに伸ばそうとした手を止めた。

「あの、それがですね……」

　家族以外、まだ誰にも話していなかったけど、なぜだか聞いてほしくなった。昼間は、ちーちゃんにすら話す気力がなかったのに、私は、光太とのことを打ち明けた。

　リーダーは、しばらく黙って聞いてくれていた。

「そうか……そんなことがあったんだな。つらかったな」

「はい。まだ、立ち直れなくて……」

「それは当たり前だよ。結婚を決めたくらい、好きな男だったんだもんな？」

「ええ。本当に……」

　小さく頷いた私の肩にリーダーが手を置き、そして、こう言ってくれた。

「落ち込みたいときは、落ち込め」

「でも、そのせいでミスをしてしまって……」

　本当にとんでもないことをしてしまった。ああもう、私って、気持ちをセーブできずに後先考えず突っ走るし、ドジだし、どうしようもない……。

　一気に自己嫌悪モードになる私に、リーダーは苦笑いしながら言う。

「まあ、そうだなぁ。だけど、さっきも言ったように、二度としなければいいよ」

　その言葉に、肩の力が抜けた気がした。私もようやく、ふっと笑みを零す。

「……渡辺リーダーって、もっと堅苦しい人だと思っていました」

「オレは、内田を根性のない女だろうと思ってた」

「ええ～！　それ、ひどくないですか？」

　少しムッとした顔をする私を見て、笑いだすリーダー。

「でも、さっき土下座するお前を見て、それは違うなって思ったよ」

「ふふ……私も、こうやって話をして、違うんだって思いました」

「お前みたいなヤツ、初めてだよ。子供みたいに無邪気で、一生懸命で……一緒に仕事ができてよかったと思ってる」

　ひとりごちるように言う彼の視線は、あたたかかった。

　間近で見ると、リーダーって本当に整った顔をしている。ついつい、じっくり見入ってしまう。その甘いマスクにこそ、なんだか酔ってしまいそう……。

「よし！　飲もう！」

「はい！」




　久しぶりのお酒だったことに加え、光太のことでヤケになった気持ちと、少しだけ笑うことができた嬉しさで、私はすっかり酔っぱらっていた。

「内田、そろそろ帰るか？　だいぶ遅くなったし」

「え～？　もうですかぁ？」

　嫌だなぁ。ひとりになりたくない。

「だけどお前、家の人が心配するだろ？」

「私、ひとり暮らしなんで、大丈夫です……」

　だから、帰りたくない。ひとりになったら、また思い出しちゃう。光太のことを。

「……リーダー、私、帰りたくない……」

「え？」

　自分でも、とんでもないことを言っていると思う。だけど、リーダーは光太との話を、今まで聞いてくれて、励ましてくれた。だからかもしれない。もっと一緒にいてほしい、と彼に甘えたくなったのは。本当はいけないってわかっているけど、止められない。

「帰りたくないって言われてもなぁ……」

　リーダーが、珍しく困っている。当たり前か。それにしても、あれだけ飲んで、なんでまったく酔わないんだろ。私なんて、もうフラフラなのに。

「ダメですか、リーダー。私、ひとりになりたくないんです……」

　やっぱり無理か。そもそも、こんなことを言っている私が間違っているんだし。諦あきらめかけて落ち込んだとき、リーダーから意外な返事をもらった。

「……わかった。じゃあ、オレの家へ来いよ」

「えっ!?　いいんですか？」

「いいよ。タクシー、捕まえよう」

　わがままを受け入れてもらえたことに、朦もう朧ろうとする意識の中で、驚きと申し訳なさと感謝の気持ちが混じる。

　リーダーは、足元がおぼつかない私の肩を抱いてくれた。こういうスマートさから、女性に慣れている感じがする。

　やっぱり、彼女がいるのかな？

　もしいるなら、私はその人に対してひどいことをしようとしている。そんなことを考えていたら、光太のことが頭をかすめて切なくなった。あの子は光太と会っていたとき、私のことを考えたりしたんだろうか。




「ほら、降りるぞ？」

「……なんで、ここで降りるんですか？」

　タクシーに乗って数十分後。よくわからないうちに着いた場所は、〝超〟がつくほどの高級マンションの前だった。

　いったい、何階まであるのかわからない。エントランスはまるでホテルのようで、本当に間違える人がいるんじゃないかってくらい上品な造りだ。まわりの植え込みも、センスよく整えられている。

「なんでって、ここがオレの家だから。ほら行くぞ」

　こともなげに言うリーダーに、私の目が点になる。

　ここが、リーダーの家……!?

　それだけでもびっくりなのに、さらに驚くことに、リーダーの部屋は最上階にあった。彼の部屋のドアしかないところを見ると、ワンフロア全部を占めているらしい。

　すっかり気け圧おされながらも部屋にあがらせてもらうと、広々としたリビングが真っ先に目に飛び込んできた。家具はモノトーンで統一されていて、都会的な雰囲気。そして、私の住んでいる家よりも、ここのリビングのほうがはるかに広いのだ。

　その上、リビングの窓からは、街の景色が一望できて、すごくロマンチック……。こんなところまでホテルのスイートルームのようで、私は夢見心地でぼんやりと見とれてしまう。

「シャワー浴びるか？　必要なものはたぶんひと通り、揃ってるから」

　え？　必要なものが揃っている？　どういうことか聞いてみたい気もしたけれど、驚きっぱなしの私は、頷くことしかできなかった。

　そして連れていかれたバスルームは、これまたわが家のお風呂の二倍以上はありそうで、私はまた目を丸くした……。

「勝手に使っていいから」

「は、はい……ありがとうございます」

　面食らいながら洗面台を見渡すと、クレンジングや化粧水などが置いてある。

　やっぱり、彼女いるんだ。そりゃ、そうよね。イケメンで仕事もできて。その上、どうやらお金持ちっぽいし。モテるに決まっている。

　さらによく見ると、メイク道具まである。私なんかを連れてきて、大丈夫だったのかな？　考え始めると、もう酔いが醒さめそうだ。

「ちょっと、タバコ吸ってくる」

　そう言って、リーダーはベランダに出る。

　その瞬間、私は、なんだかひとりぼっちで取り残されたような気がして、彼のあとを追ってしまった。

「……寂しいです、リーダー。一瞬でも、ひとりにしないでください」

　衝動的に、私は彼に後ろから抱きついていた。

　今夜の私は、どうかしている。お酒のせい？　それとも、現実離れしたこの部屋のせい？

　リーダーって、見た目よりがっしりしているんだ。そんなことを思いながら、背中に顔をくっつけて、私は言った。

「リーダー……お願い。私のそばにいて……」

「……どうしたんだよ？　普段は、嫌そうな目でオレのこと見てるくせに」

　当たり前だけど、リーダーはびっくりした表情になって、肩越しに私のほうを見ながら言った。それでも私は、自分の口から感情が溢れ出してしまうのを止められない。

「今は違います。今までは、リーダーのことをよく知らなかったから」

　すると、彼はタバコの火を消して、私のほうを振り返った。

「寒いだろ？　早く部屋に入ろう」

「寒くなんてないです。……リーダーが抱き締めてくれたら、寒くない」

　本当に、私は何を言っているんだろう。この状況に、雰囲気に、酔っているんだろうか。頭の片隅ではそう思っているのに、止められない。

　そして、そんな私を、彼は拒否しなかった。

「……いいよ。お前がそれでいいなら」

　大きくてあたたかいリーダーの腕が、私を優しく包み込む。

　私は光太以外の男の人の温もりに、すっかり安心して身を任せていたのだった。










恋




　う～ん。眩まぶしいな……。私の部屋って、こんなに陽が入ったっけ？

　ゆっくりと目を開けた途端、いつもと違う景色に、私は跳ね起きた。

　隣に目を向けると、リーダーが気持ちよさそうに寝ている。

　……思い出した。ここ、リーダーの家だった。私、とんでもないことをしたんじゃない？　まさか、一緒のベッドで寝ちゃうなんて……。

　慌てて自分とリーダーの格好を見た。お互い服を着ていることに、まずは安あん堵どする。だけど、ゆうべリーダーに抱き締めてもらってからの記憶がない。

「内田？　おはよう……シラフに戻ったか？」

　まだ眠たそうなリーダーの声が聞こえて、私は血の気が引くのを感じる。

「お、おはようございます……戻りました、正気に……」

「なら、よかった。お前をベッドまで運ぶの、結構大変だったんだからな？」

　リーダーはしかめっ面をしながら、ベッドの中で両腕を伸ばした。

「私、途中から記憶がないんですけど……。すみません、私たち、何かあったんでしょうか？」

「大丈夫、何もしてないから。ちゃんと服着てるだろ？」

「そ、そうですよね。すみません……何から何までご迷惑をおかけしました」

　小さくなる私とは違い、彼はあまり気に留めていないようだ。とりあえず、一線は越えていないことがわかって、私は胸を撫なで下ろす。

　彼はあくびをしながら起き上がると、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出しながら言った。

「まあ、今日は休みだから。お前も、ゆっくり支し度たくすればいいよ」

「いえ、なるべく早く失礼しますので……！」

　リーダーはいつもと変わらない感じだけど、私、軽い女だと思われちゃったんじゃないかな……。もしそうだったら、結構ショックかも。

「あ、あの……メイク道具も、お借りしていいですか？」

　ふと、洗面台に置いてあったメイク道具の存在を思い出して、私は聞いた。

「かまわないよ。好きに使って」

「彼女さん、太っ腹なんですね？」

　普通、自分のものを使われたら嫌がりそうだけど。

「彼女？　なんだよ、それ」

「え？　だってリーダー、彼女いるんですよね？」

「いないよ、オレ」

「えっ!?　だって化粧品があんなにいっぱいあるじゃないですか……」

　じゃあ、あれは誰の？

「ああ、あれはもらい物。気にするなよ」

　もらい物？　男性のリーダーが女物の商品をもらうって、不自然じゃない？

　……どうも謎めいているのよね、リーダーって。二十七歳の普通の男性とは何かが違う気がする。おまけに、こんな高級マンションにひとりで住んでいるし。

「なあ、支度できたらすぐ帰るか？　それとも……」

「それとも？」

「どこか出かけるか？」

　えっ？　……それって、デートってこと!?

　返事に困っていると、ふと窓の外に広がる晴れ渡った空が見えた。

　気持ちよさそう……。そういえば、光太の浮気を目撃してから、こんないい天気ですら目に留まっていなかった。今日、こうして当たり前に気持ちよさそうって思えたことで、私はほんの少しだけ、前へ進む勇気が持てた気がする。――そう思ったら、私は頷いていた。

「……はい、ご一緒したいです」

「じゃあ、準備できたら、車を出すから」

　仕事のミスのフォローをしてもらってから、まさか自分がここまでリーダーと一緒にいるとは思わなかった。

　だけど、どうしても離れがたいと思ってしまう。本当に不思議だけど。




　支度を済ませた私たちは部屋を出て、駐車場に向かう。駐車場はマンションの地下にあり、ついていった私は、また固まってしまった。

「こ、これが、リーダーの車ですか？」

「そうだけど？　いいよ、乗って」

　キーレス操作で鍵を開けると、リーダーは私に言った。

「お……お邪魔します……」

　これは、かなりの高級車よね……？　ボンネットには、メーカーのマークが輝いていたし、黒塗りのこのセダンタイプは、たびたびテレビでも取り上げられている。たまに街中で走っているのを見たことはあったけど、乗ったことはない。

　恐る恐る助手席に乗り込むと、乗り心地が普通の車と明らかに違う。広くて座席はフカフカだし、何よりエンジンの音が気にならなかった。

「どこか行きたいところは？」

「えっと、そうですね……」

　光太とのデートは、あてもなくドライブしたり、ファミレスでお茶したり。そんなんだったからなぁ。リーダーは、ちょっと違うんじゃないかと思うんだけど。

「もし、何もないなら、ちょっとつき合ってくれないか？」

「あっ、はい！」

　そのほうが助かる。私には、リーダーがどういう場所が好きなのか、考えつかないから。ハンドルを切りながら、彼が話を続ける。

「ちょっとな、服を見てほしいんだ」

「服、ですか？　はい！　私でよければ」

　意外な言葉に一瞬驚いたけど、私は元気よく返事をした。

　服を見てほしいなんて、普通の男の人だわ。迷惑をかけちゃったし、私でも彼の役に立てることがあるなら、してあげたい。

「私に任せてください！」

　はりきって言った私に、リーダーは優しく微笑んだ。その顔に、私の胸はまた、キュンとしてしまった。




「いらっしゃいませ」

　こちらがドアを開ける前に、スタイルのいい男の人が素早く開けてくれた。私は完全に、伸ばしかけた手を引っ込めるタイミングを失っていた。

　そんな私を見て、リーダーはまた、声を殺して笑っている。

　仕方ないじゃない！　ドアマンのいるお店になんて初めて入るんだから！

　連れてきてもらったお店は、高級ブランド店が並ぶ一帯の路面店のひとつで、ここも有名なメンズの海外ブランドだ。ちょうど数日前に、世界的に人気のあるサッカー選手がモデルを務めたことで、話題になっていた。

「悪いな。見立ててくれるか？」

「は、はい。お力になれればいいんですが……」

　ハイセンスな服の数々に圧倒される。上質で仕立てがよさそうなスーツが並んだ店内は、ちょっと見渡しても、普通のお店とは違う感じがして、私はすっかり萎縮してしまっていた。

「今度、ちょっとしたパーティーがあって、新しいスーツが欲しいんだ」

「パーティー……」

「そう。会社の行事でな」

「ああ、そうなんですか」

『会社の行事』と聞いて、私はちょっとホッとする。でも、きっと役職のある人だけが行くんだろうな。パーティーの話なんて、聞いたことがない。

　それにしても、どれもケタ違いな値段の服ばっかりだ。店内をきょろきょろ見回していると、品のある綺麗な店員さんが、何着かのスーツを持ってやってきた。

「こういうのはいかがですか？　洸輝さん好みではないかと思うんですが」

「ああ、そうだな。これはいいかもしれない」

　楽しそうなリーダーの様子に、私は呆あっ気けにとられた。

　こんなに穏やかに笑うなんて、店員さんと打ち解けている証拠だ。好みも把握されているみたいだし……彼はここの常連ってこと？

「うーん。これもいいけど、こっちもなぁ。なあ、内田、どっちがいいと思う？」

「えっ!?」

　ぼうっとしていた私に、リーダーはおかしそうに笑いながら言う。

「お前、今、別のことを考えてただろ？」

「す、すみません……」

　うっかり、店員さんとのやりとりに気持ちがいっていた。

　だって、美しい女性の店員さんが、『洸輝さん』なんて呼ぶから。つい、深い関係なのかなぁとか思っちゃうじゃない。

　気を取り直して、私は彼が手にしているスーツを見比べた。

「あの……リーダーには、濃い色のほうが似合うと思います」

「本当か？」

　あっ、疑っているな。その目は、完全に私を信用していない。

「本当ですよ。そのほうが、身体が締まって見えますから」

「そうか。そう言われればそうだな。じゃあ、これにしよう」

　苦し紛れに言った私の言葉にリーダーは納得して、濃い色のスーツを手にした。

「じゃあ、試着してくる」

「どうぞ、ごゆっくり」

　それじゃ、私は他の服を見させてもらおうかな……。

　メンズだけど、こんな高級ブランドのお店に入る機会はなかなかない。

　興味深く見ていると、つい光太のことを思い出していた。彼はカジュアル志向だから高級なものは嫌いそうだけど、これなら似合うかも……なんて思ってしまっていた。

　やっぱり私は、まだ光太を忘れきれていない。リーダーと過ごす時間は、予想外に楽しく感じられたけど、何かというと光太の記憶が頭をよぎる。

　そんなことを考えていると、試着室からリーダーが出てきていた。

「あっ、リーダー。やっぱり、そっちのほうがよさそう……」

　駆け寄って鏡越しに話しかけると、リーダーの顔色が冴さえないことに気づいた。

「どうかしました？」

「いや。もしかして内田、彼のことを思い出してたのかなって思って」

　リーダーの台詞に私は驚く。どこでそんなふうに見えていたんだろう。

「どうして、そう思うんですか？」

　問いかけると、彼は視線を店内に移した。

「じっと服を見て、思い詰めたような顔をしてたじゃないか。ここは、男物しかないもんな……。悪かった、早めに出よう」

　足早に試着室に戻ろうとしたリーダーを、私は引き止めた。

「そんな、いいんです。ありがとうございます。でも、そんなに気を遣わないでください……リーダーだって、せっかくのお休みじゃないですか。ゆっくりしましょうよ」

「こっちこそ、ありがとう。……だけど、今日内田を誘ったのは、少しでもお前の気分転換になればいいと思ったからだよ」

「私のため、ですか？」

　思わぬリーダーの気持ちを聞かされて、私は戸惑う。

「ああ。オレの誘いを受けてくれたってことは、少しは心に余裕ができ始めたのかなって思ったから。でも、まだほんの少しだったな」

　どう応えたらいいんだろう。嬉しい気持ちと、リーダーの言う通り光太のことを想って切なくなる気持ちとで、私の心の中は複雑だ……。

　それにしても、どうしてこんなに、私に気を遣ってくれるんだろう？　疑問に思った私は、リーダーの顔を見つめて言った。

「どうして、ここまでしてくださるんですか？」

「それは……赴任した日にも言ったろ？　内田は、ほうっておけないって。なんか、危なっかしいんだよ」

　リーダーはそう言うと、試着室に入っていった。

　どういうこと……？　釈然としない私は、彼の優しさに甘えたくなるのをぐっと抑える。

　少しでも長く彼と一緒にいたいと思う気持ちに、自分でも戸惑っている。でも、もしかして、素直になってもいいのかな……。

　結局リーダーは、最初に見たスーツを買うことにしたらしい。

「内田のオススメだったからな」

　また、いたずらっ子みたいに微笑むリーダーに、私も笑みを返す。

　そして支払いはやっぱりゴールドカード。ちょっと予想がついたとはいえ、自分との生活レベルの違いに、私は開いた口が塞がらなかった。




「ありがとな。つき合ってくれて」

「いいえ。私も楽しかったですから。それに……リーダーのおっしゃる通り、少しは心に余裕ができたし。……でもやっぱり、光太を思い出すこともあって。そういう気持ちを、気遣ってくださっていたことが嬉しかったです。お礼を言うのは、私のほうです」

　車を走らせながら、リーダーが笑顔で私を見た。

　運転も上手なんだよね。なんでも器用にこなせる人なんだ。すごいな……。

「どこかで昼飯でも食うか？」

「あっ、ぜひ！」

　よかった。まだ一緒にいていいんだ。

　もし、リーダーから言ってもらえなかったら、私から言っていたかもしれない。

　光太と別れて以来、こんなふうに思うことなんてなかった。

　すると、呟くようにリーダーが言ったのだった。

「なんだか、もっと一緒にいたいよな……」

　リーダーのその言葉に、私はドキッとした。同じことを思っていたってこと？

　本当は『なぜ？』と聞き返したかった。でも、私はそれができなかった。

　お昼は、私の好きなイタリアンの、またもや高級なお店に連れていってくれた。やっぱり彼は、すごいお金持ちらしい。気にはなるけど……今はそんなことはどうでもいい。本当は優しいってわかったことが大事だ。

　会話をしていても、会社の話や、説教じみたことはひと言も言わなくて、素顔のリーダーは、一緒にいてホッとする。だけど、また月曜からは、うるさい上司に戻るんだろうな……。

「それじゃ、今日はありがとうございました。それに、いろいろとご迷惑をおかけして……すみませんでした」

　ゆうべのことは、思い出すだけで顔から火が出そう。自宅のアパートの前で私を降ろすと、リーダーは運転席から顔を出す。

「いいよ。お前、結構可愛かったし」

　冗談半分だからなのか、彼はニヤッと笑ってそう言った。

「やめてください！　恥ずかしいんですから……」

　実は今でも、リーダーに抱きついたときの感触が腕に残っているんだ。

「じゃあ、また月曜にな」

「はい。おやすみなさい」

　――その夜、私は情けなくも、リーダーの夢を見てしまった。また、彼とデートをしている夢を。目を覚ましたとき、私って本当に気が多い女だな、と苦笑いしてしまったけど。




「ちーちゃん、今日はいつにもまして、早く処理が終わりそうね」

　一心不乱に作業をしていたちーちゃんが、最後に強く一回、エンターキーを叩いた。

「だって、腹が立つんだもん！　光太くん、最悪じゃん」

「ちーちゃん、怒ってくれるの？　ありがとう……」

「当たり前でしょ!?　本当に最低」

　渡辺リーダーとの夢みたいな一日を過ごした週末が終わると、現実が待っていた。仕事は正直、まだ気乗りがしないけれど、彼に会えるのは、ちょっと嬉しい。そして、ちーちゃんにも、光太とのことをようやく報告できた。

「ねえ、亜美。元気そうに見えるけど、本当は落ち込んでるんでしょ？」

「えっ？　うん、まあ……ことがことだからね」

　曖あい昧まいに笑いながら答えてみたけれど、実はもう、それほど落ち込んでいない。まだ、ふとした瞬間に胸が痛むことはあるけど、それよりもリーダーのことを考えてしまう。

　ちらっとデスクを見ると、彼は普段と変わらず仕事に没頭している。むしろ、いつも以上に気合いが入っているようにも見えた。

「亜美、無理しちゃダメよ？　つらかったら、つらいって言ってね」

「うん……ありがとね、ちーちゃん」

　ちーちゃんの気持ちは嬉しいけど、私は、リーダーの何事もなかったかのような態度が気になってしまっていた。

　なんだか、ちょっぴり寂しい。今日は、朝に『おはようございます』と挨拶をしただけだし。リーダーにとっては、週末のことは、なんてことない出来事だったってことなんだろうな……。

　それにしても、なんでこんなに彼のことが気になっているんだろう。なんて考えながら仕事をしていたら、やっぱり今日もちーちゃんみたいに早くは、作業を終えられなかった。でも、その理由は考え事をしていたことだけじゃない。もうあんなミスはしないようにと、慎重にやっているから。……って、ただの言い訳かな。




「よし！　終わり！　あれ？　亜美、まだ帰らないの？」

「うん……。もうちょっと」

　定時をとっくに過ぎた二十一時頃。席を立つちーちゃんに声をかけられて、私は口ごもりながら答える。

「珍しいね。じゃあ、私は先に帰るから。無理しないでよ？」

「大丈夫だって、ちーちゃん。お疲れさま」

　心配かけてごめんね。私、ただリーダーと、ふたりきりになりたかったんだ。

　そんなことを考えていたら、リーダーが声をかけてきた。

「内田、まだ残るのか？」

「あっ、リーダー。はい、もうちょっとだけ……」

「あんまり無理するなよ？　きりのいいところで帰れよ」

「はぁい」

　ちーちゃんと同じことを言っている。思わず心の中で笑っちゃった。

「……あの、リーダーも、まだお仕事されるんですか？」

「ああ、もうちょっとな」

　そう言いながら、彼は書類とパソコンを見比べている。

　私に手伝えることがあればいいのに。毎日、こんな時間まで仕事しているなんて。お腹、空かないのかな？　あんまり遅くなると、身体に悪いんじゃ……。そこまで考えて、私はあることを思いついた。

「じゃあ、リーダー。お先に失礼します」

「ああ、気をつけて帰れよ。お疲れさま」

「お疲れさまでーす」

　退社するふりをして、私はまっしぐらにコンビニへ向かった。

　リーダーの仕事は手伝えないけれど、差し入れくらいならできる。驚くかもしれないけど、一昨日おとといのお礼だと言えば、受け取ってくれるだろう。

　必死に走る自分に驚きながらも、心がどうしてもリーダーに向かっていた。




　コンビニから戻り、ふと支店が入っているビルを見上げる。十五階建てビルには、うちも含め、いろいろな会社が入っている。だけどどこの会社も他にもう誰もいないのか、明かりといえば、うちの支店のフロアからこぼれる照明だけ。それに、この時間のビルの廊下は、非常灯しかついていない。少しドキドキしながら、私はフロアへと向かった。

　ビルに誰もいなくなるほど遅くまで仕事をしているんだ。すごいな……。私にはとてもできない。

「リーダー！　少し、休憩されませんか？」

　私は、わざと明るい感じでドアを開けた。

「内田!?　帰ったんじゃなかったのか？」

「いえ……リーダーが気になっちゃって」

　私が戻ってきたことによほど驚いたのか、リーダーは立ち上がってこちらを見た。

「ご飯、一緒に食べませんか？　いろいろ買ってきたんですよ。一昨日のお礼ですから、遠慮なく召し上がってください」

「あ、ああ。ありがとう……でも、大丈夫なのか？　帰らなくて」

「大丈夫です」

　私はコンビニの袋を空いているデスクに置くと、別のデスクからイスを引き寄せて座る。リーダーも、私の隣に座った。

「じゃあ、少しだけ休むか……」

　リーダーはちょっと遠慮がちに袋を覗のぞくと、お弁当を手に取った。

「うまそう。これ、ご当地弁当ってやつか？　コンビニにも、こういうの売ってるんだな」

　やっぱり、珍しがってくれた。私はそれが嬉しくて、顔を綻ほころばせてしまう。

　いつも高級なお店ばかりに行くみたいだから、こういう普通のお弁当を楽しんでくれるんじゃないかと思ったのだ。

「ええ。私も食べたことがあるんですけど、すごくオススメです！　……リーダーには、美味しいお店へ連れていってもらいましたから、今夜は私が教えます」

　そう言うと、リーダーは楽しそうに笑顔を見せた。

「ありがとう。いただきます」

　メインのお肉から口にしたリーダーは、ぱっと顔を明るくする。

「本当にうまいな、これ」

「でしょ？　よかった。リーダーが気に入ってくれて」

　ホッと安心して胸を撫で下ろすと、リーダーは柔らかい表情で私に言った。

「……なんで、ここまでしてくれるんだ？　いくら一昨日のお礼って言われても、そんなに嬉しそうな顔をされると、どうしてなのかなって聞きたくなる」

「えっ？」

　箸を止めたリーダーは、私の目をまっすぐ見つめた。

　その表情は真剣そのもので、私は戸惑いを隠せないまま、少しずつ気持ちを言葉にする。

「……私、リーダーのことを知れば知るほど、もっと近くにいたいって思ってしまうんです」

　光太を忘れきれていなくても、新しい感情は生まれてくるんだって知った。

　きっとこれは、恋する気持ち。久しぶりに感じる、恋が始まっていくドキドキ感だ。

「迷惑ですか？　私、リーダーと一緒にいられるだけで気持ちが明るくなるし、それに……心配なんです。忙しそうなリーダーのことが……」

　私がたどたどしくそう言った瞬間、リーダーは弾かれたように席を立ち、私を抱き締めた。

　しばらく状況が把握できず、言葉を失っていたけれど――彼の甘い香り、身体の温もり、吐息……すべてが、私の心を包み込んでいる。

　自然と私も、彼の背中に腕を回す。一瞬、リーダーが息を呑のむのがわかった。

　そして、次の瞬間。

「内田……好きだ」

　突然の告白に、耳を疑った。一気に鼓動が速くなる。

「リーダーが、私を好き？　信じられない……」

　夢でも見ているような気持ちで口にすると、彼は私を抱く腕の力を強めた。

「ほうっておけないんだよ。危なっかしくて、健けな気げで……傷ついても、明るくふるまおうとするところも」

　表情は見えないけれど、その声はわずかに震えているように聞こえた。

「その純粋でまっすぐな心が眩しいんだ。オレに心を開いてくれたお前を……この手で、守ってやりたいと思ってる」

　彼の真しん摯しな言葉に、私の目には涙が滲む。

　失恋して孤独を感じていた私の心に、その告白は深く入ってきた。

「……私もです、リーダー。子供っぽくて、自慢できることなんて全然ないけど、でも、そんな私を励まして気遣ってくれて、受け止めてくれたリーダーに、私……恋、してます」

　涙声の私が鼻をすすると、リーダーがそっと身体を離した。

「泣いてるのか？　どうして？」

　心配そうに顔を覗き込む彼に、私は精一杯の笑顔を浮かべる。

「嬉しいからに、決まってるじゃないですか……私たち、お互い想い合っているんですよね？　同じ方向を向いているんですよね？」

　確かめるように聞いた私に、リーダーは頷く。

　そして、愛いとおしむように微笑むと、そっと私の頬に触れた。両手で包み込むように、優しく。

　もしかして……？　期待をしつつ、待っていても顔は近づいてこない。

　躊ちゅう躇ちょしているのかな……。ここは会社だし、私たちは上司と部下。でも……。

「キス、してくれないんですか……？」

　問いかけるようにそう言うと、一瞬の間をおいて、リーダーが口を開いた。

「……どんなことがあっても、オレは内田を守るって決めたよ」

　ゆっくりと彼の顔が近づいてきて、私の唇に重なった。

　その言葉の真意がなんなのか――そんな無ぶ粋すいな質問は、今はやめよう。

　誰もいない夜の会社には、私たちの吐息だけが響く。離れられない唇に、少しずつ荒くなる息遣い……。

　数分後、我に返った私は、リーダーから慌てて離れた。

「すみません。私、なんてことを……」

　自分からキスをせがむなんて。また、自分の気持ちだけで突っ走っちゃっている。

「なんで、謝るんだ？　まさか、告白したこと？」

　意地悪く言う彼に、私は顔を真っ赤にして首を横に振った。

「キスのことです。私、自分からせがんじゃった……恥ずかしい」

「なんだ、そんなことか」

　そう言って笑うリーダーは、私の頭を優しく撫でた。

「内田は、そのままでいいんだよ。まあ、オレが危なっかしいと思うのは、そういうところでもあるんだけど」

「どういう意味ですか？」

「思ったことをすぐ口に出したり、行動したりするところ。……ただ、そういう内田だから、オレは惹ひかれたんだと思う。裏表がなくて、素直で、純粋で……そこが、可愛いんだよ」

　その言葉に、私は苦笑いしつつ、リーダーに身体を預ける。

　私はただ抱き締めてもらいたかっただけなんだけど、リーダーはそっと、もう一度キスをしてくれた。

　明日から、私とリーダーの新しい毎日が始まるのかと思うと、ドキドキと胸が高鳴る反面、緊張もしていた。

　私たちは、〝恋人同士〟になったのだから。










秘密の恋愛




　翌朝、興奮して眠れなかった私は、いつもよりも一時間早く会社へ来た。

　まだ、支店にはリーダーしか来ておらず、私は戸惑いながらもいつもと同じように、「おはようございます、リーダー」と挨拶をした。

「亜美」

「え？」

　ふと名前を呼ばれて、思わず振り向く。始業にはまだ早いので、支店内の掃除をすることにして、ちょうどリーダーの近くの机を整理していたときだった。

「仕事を離れたところでは、そう呼んでいいか？」

「……はい、もちろんです！」

　パソコンに向かって、難しい顔で……仕事をしているのかと思ったら、そんなことを考えていたなんて。そう思うと、ニヤけてしまった。

「じゃあ、私は？　なんて呼んだらいいですか？」

「洸輝。そう呼んで」

　〝洸輝〟。名前で呼ぶだけで、ずっとずっと、距離が縮まった感じがする。

「亜美。堂々と、ってわけにはいかないけど……ちゃんとつき合おう。オレたち」

「うん！」

　嬉しくて、私は洸輝に抱きついてしまった。

　夢みたい。光太以外の人を好きになれたことも、その人とつき合えることも。

　恋に理屈なんてない。それが今、身にしみてわかる。

「私……失恋してよかった」

「本当か？」

「本当だよ。今だからそう思えるの。私ね、光太と結婚したかったのは、焦りがあったんだと思うの」

　長くつき合っていた分、ちゃんとした形の幸せが欲しくなった。

「だからね、よかったんだと思う。焦って結婚しなくて済んだから」

　私がそう言うと、洸輝は笑った。

「じゃあ、オレは、ここに赴任してよかった」

「そうだよ！　でなければ、私たち、出会えなかったんだもん」

　あの日の人事に、改めて感謝する。

「……ただ、ごめんな。会社のみんなには、すぐには言えない」

「ううん。それはいいから」

　わかっている。それは、ちゃんとわかっているから。

　私たちの会社は、表向きは社内恋愛を禁止していない。だけど、実際に社内恋愛したカップルは、もれなくどちらかが異動になっている。ましてや、私たちは直属の上司と部下。洸輝のこれからのためにも、みんなには知られちゃいけないんだ。

　それに、同じ職場にいたいもん。そのためなら、内緒にできる。




　そうして、私たちの秘密の恋が始まってから、約半月が過ぎたある日。

「亜美～、今日はやけにはかどってるじゃない」

「え？　そうかな？　普通よ、普通」

　と、言ってみたけれど……自分でも仕事がスムーズに片付いていると思う。さっきのクレームの電話も、我ながら見事に解決できたと思うもの。

　やっぱり、心は晴れやか。リーダー……じゃない、〝洸輝〟と、恋人同士になれたのだから。でもそれは秘密だから、社内ではこうして、普段通りに過ごさなきゃいけないんだ。自分にそう言い聞かせる。

「あ、ねえ。今日は、久しぶりに私とお昼行かない？」

　珍しいちーちゃんからの誘いに、私は満面の笑顔で答えた。

「行く、行く！　ちーちゃんとランチ、久しぶりだよね」

　最近の彼女は、お昼返上で仕事に打ち込んでいることが多かったもんね。嬉しくて、ついテンションが上がって、声が大きくなってしまう。すると、さっそく洸輝に怒られてしまった。

「うるさいぞ、ふたりとも」

「すみませーん」

　反省、反省。たとえ恋人同士でも、仕事中の彼はあくまでも〝リーダー〟。洸輝は、厳しい上司なんだから。




　昼休憩になり、私とちーちゃんは外に出た。

「よし、亜美。今日はイタリアンにしよう」

「うん、賛成！」

　意見が一致した私たちは、私が初めて洸輝に連れていってもらったお店の前を通り過ぎて、イタリアンレストランに入る。

「そうそう、亜美。リーダーの噂、何か聞いてる？」

「えっ!?　噂って何!?」

　席に着くなり、ちーちゃんがそんなことを言うから、動揺してしまった。

「うーん……なんていうか、謎めいた人って気がしない？」

「ああ、それは、私もちーちゃんと同じ意見……」

　確かに、まだ洸輝には謎が多い。若いのに役職についていることとか、ちーちゃんは知らないけど、すごいお金持ちらしいこととか。

　ふたりで宙を見ながら考えていると、さっそく料理が運ばれてきた。

　本日のオススメ、きのことクリームソースのパスタ。ちーちゃんと小さな歓声をあげて、まずはひと口、口に入れてから、ちーちゃんが言葉を続けた。

「私ね、総務に友達がいるから聞いてみたんだけど、やっぱりみんな、あの人の正体を知らないのよ」

「そうなの？」

「うん。そもそも、今までの配属先も謎だし」

　ちーちゃんは、目を天井に向けて、何か考えている。

「だいたい、〝リーダー〟って何？　そんな役職、どこの支店にもないのよ？」

　言われてみれば、〝リーダー〟ってなんなんだろう？　最初に抱いた疑問を、すっかり忘れていた。

「しかも、支店長より上。おかしいとしか言えなくない？」

　そこまで真面目に、考えたことなかったからなぁ。

「それに、あのルックスと仕事ぶりなのに、恋人もいない」

「本当!?　本当に彼女とかいないの？」

　思わず身を乗り出した私に、ちーちゃんは目をしばたたかせつつも答える。

「うん。みたいよ？　浮いた話もまったくないみたい」

　よかった。実は、少し不安だったのよね。本当に彼女いなかったんだ。

　だけど……私にしてみれば役職のことより、そっちのほうが疑問。洸輝は立派な大人の男なんだし、今までにすごく好きになった人くらいいたよね？　つき合っていた人だって、たくさんいたんじゃないかって思っちゃう。

　……なんて、気にしちゃダメか。

「ねえ、亜美。リーダーには気をつけよう！」

「えっ？　どういう意味？」

　突然、何を言い出すのよ。私が眉をひそめると、ちーちゃんが声のボリュームを落として言った。

「あくまでも、これは噂だけど……リーダーって、本社から監査に来てるんだって言われてるのよ」

「監査？」

　だから、あんなに厳しいってこと？

　よく理解できないまま、私はとりあえずランチを堪たん能のうしたのだった。




　ちーちゃんの言葉がどこか引っかかっていて、午後の仕事に集中できない。

　総務部にいる彼女の友達が言うには、業績の悪い原因を追究して、その問題解決を図るのが目的だとか。つまり、やる気のない社員は、リストラ候補としてあぶり出そうとしているってことらしい。洸輝はそのために異動してきたんじゃないかって。

　だから、内勤の私たちも、気を抜いたらダメって言うんだけど。

　そうかなぁ？　私には、そんなふうには見えない。だいたい、初日に私に『仕事を辞めるな』って言ったくらいだし。

　ジーッと洸輝を見ていると、視線を感じられたのか目が合ってしまった。

　いけない。会社の中では、誤解されるような行為は慎まなきゃ。慌てて目をそらし、私はパソコンに向き直る。

　早く終業時間にならないかなぁ。夜になれば、洸輝とふたりきりになれるのに。

　……恋人同士になれば、ふたりの時間は、たくさんあると思っていたけど、そんな考えは甘いのだと、すぐに気づかされた。

　洸輝とつき合って半月あまり。常に仕事に追われる彼とは、プライベートではふたりきりになれる時間もなければ、電話もメールもまったくない！　ない！　な～い!!

　ただ、会社では毎日顔を合わせるから、それだけが救いだ。ミーティングのときも、目の前にいる洸輝の顔を、つい見てしまうくらい。

　だけど彼は管理職だから、営業マンのミスのフォローなどに同行して会社に戻らない日もあるし、休日出社もたくさんあって、ゆっくりする時間なんてなかった。

「あ～あ……」

「どうしたの？　亜美ってば、ため息が深いよ？」

「ちょっとねぇ……」

　秘密になんてしなくても、この恋は誰にもバレないって。だって、すれ違ってばかりなんだもん。

　仕事が一段落し、私たちは給湯室へ向かう。手際よくコーヒーを入れたちーちゃんが、カップをひとつ私にくれた。

「ちーちゃんは、彼氏と時間帯とかが合わなくて、すれ違ったりしたら、どうする？」

　熱いコーヒーに息を吹きかけながら、ちーちゃんを見た。

「何よ、急に。まさか、新しい彼氏ができたの？」

　飲もうとしたカップを口元から離して、ちーちゃんは目を丸くする。

「えっ!?　ち、違うよ。光太とのことを、ちょっと反省してただけ」

　我ながら、苦しい言い訳だ。さらに誤ご魔ま化かすように、私はコーヒーをひと口飲んだ。

「ふぅん。まあ、私なら、おとなしくするかな？」

「おとなしく？　それって、連絡とかしないってこと？」

「うん。仕事で忙しいんなら、わがまま言えないでしょ？　あっ、仕事じゃないなら、話は別だけどね」

　そっかぁ……相手は思いっきり仕事だわ。私、つき合い始めたばかりなのに、独占欲丸出しかも。自分に呆れて、またため息が出る。

「難しいんだね。恋愛って」

「どうしたのよ、亜美。気になる人がいるんでしょ？」

　コーヒーを飲み干したちーちゃんは、カップを洗い始めた。

「う～ん……」

　ちーちゃんにも言えないなんて、罪悪感ともどかしさが募る。だけど、絶対に秘密だから仕方ない。表情を曇らせていると、彼女は私の肩をポンと叩いた。

「ま、いいや。また、言いたくなったら聞かせてね」

　ちーちゃんはカップを洗い桶おけに置いて、私よりひと足早くオフィスに戻った。私も急いで飲み干し、カップを洗いながら思いを巡らす。

　ちーちゃんは大人。いつも冷静で、場の空気も読んでくれる。だからそのあとも、恋愛に関することは、一切、聞いてこなかった。

　彼女の言う通り、仕事だからと割り切れたらいいのに。そうわかっていても、心が追いつかない。もっと洸輝とふたりきりになれる時間が欲しいと思ってしまう。




「亜美、まだ帰らないのか？」

　今日は、みんなが帰ったあとも会社に残っていた。こうでもしなきゃ、洸輝とまともに話せないし。

「うん……」

　書類とパソコンだけに目を向ける洸輝が、少しムカつく。みんながいないときくらい、もっと私を見てよ。

「……ねえ、洸輝がここに配属された目的って何？」

「え？　なんだよ、急に」

「だって謎なんだもん。リーダーって役職、洸輝だけじゃない」

　私が口を尖らせると、洸輝がゆっくりこちらを見た。

「支店の底上げのためだよ。ここは、業績悪いだろ？」

「……人員整理、とかも？」

「そんな権限、オレにはないよ」

　ため息をつきながら、洸輝はまたパソコンに目をやる。

「亜美。今、忙しいんだ。そういう話は、また今度にしないか？」

　……何よ、その言い方。なんで私との会話を面倒くさがるの？

「ねえ、洸輝。私たち、全然話もしてないんだよ？　もう少しくらい、私を見てくれてもいいじゃない」

　こういうのが、よくないんだよね……。でも、ちーちゃん、私は大人になれない。どうしても、思ったことを言うのを我慢できない。

「亜美、子供じゃないんだからさ」

　声のトーンから、洸輝がイライラし始めているのがわかる。

「話がしたいってだけで、子供だっていうの？」

「そうじゃなくて。今は忙しいんだよ。何もこういうときに言うなってこと」

「じゃあ、いつになったら暇になるの？」

　問い詰めたいんじゃない。ましてや、洸輝の仕事の足を引っ張るような真似をしたいんじゃない。

　それなのに、私は光太と別れてから、ますます感情に任せて行動してしまうことが多くなった気がする。そんな自分が本当にイヤだ。

「おい、あんまり困らせるなって……」

「こんなの、つき合ってるって言えないよ！　……私、洸輝とうまくやっていく自信がない！」

　後先考えずに口走り、私はオフィスを飛び出した。




　最悪だ。こんなの、こっちが嫌われるだけだって。ウザい上に、重い女だよ……。『後悔先に立たず』とは、このことだわ。

　涙をうっすら浮かべながら、エレベーターのボタンを押したときだった。

「亜美、待てよ！」

　洸輝が追いかけてきた。このビルのエレベーターは、上がってくるのが遅い。普段はイライラするけれど、今日はよかったと思う。

「待てって。わかったから。今日はもうあがるよ」

　私の腕を掴んで洸輝が言う。その言葉に、目を見開く私。

「な？　だから、今日は一緒に帰ろう」

　そんなつもりで言ったわけじゃないのに。本当に私は、どこまでも子供だ。

「仕事は？　いいの？」

「いいよ。明日でも間に合うことだし」

　なだめるようにそう言われて、本当に自己嫌悪。

「……ごめんなさい。やっぱりいい。私、ひとりで帰る」

　足を引っ張っちゃダメだ。洸輝の立場を理解しなきゃ。

「いいって。本当はオレも、亜美とゆっくり過ごしたかったから。だから今日は一緒に帰ろう」

　繋がれた手に力を込めつつ、私は自分の言動を悔やむ。

　洸輝がこの手を離すわけないのに、そばにいてもらえないだけでイライラを募らせて、こんなふうにわめいて困らせて。どうして、もっと大人になれないんだろう……。

「……うん」

　返事をしながら、私は情けなくて仕方なかった。










甘い夜




　二度目の洸輝の家。

　相変わらずスイートルームのような部屋で、私は街の景色を見下ろしていた。

　都会って昼間よりも、夜のネオンのほうが明るく見える。

　そしてこの部屋も、間接照明に柔らかく照らされる夜のほうが、ロマンチックだ。

「亜美、ごめんな」

　洸輝が、後ろから私を抱きすくめる。

「なんで、洸輝が謝るの？」

　身体に感じる温もりと、耳にかかる吐息に、心臓をドキドキさせながら問い返す。

「だって、寂しい思いをさせただろ？」

「あれは、私のわがままだから……むしろ、私こそ本当に、ごめんなさい」

　私がもっと大人の女だったら、あんなことを言わずに済んだ。そう思うと、自己嫌悪が止まらない。

「正直、焦った。『うまくやっていく自信がない』なんて言われて」

「……洸輝でも焦ることなんてあるの？」

　意外な言葉だった。いつもあんなに自信に満ちて、堂々としているのに。

「あるよ。……オレ、そんなに冷たそうに見えるか？」

「ううん。そうじゃなくて、大人なイメージがあるから」

　私がぽつりと言うと、洸輝は首を横に振って、ちょっと困ったように笑った。

「大人じゃないよ。はっきり言って、亜美とつき合うことになってから、仕事だって集中できていないから」

「え？　でも、ずっと普通に見えたよ？」

「それは、必死になんでもないようにふるまっていたんだよ。気を抜くと、つい亜美に目がいきそうになってた」

　だからいつも以上に気合いが入っていたんだ。なんだか嬉しい。それは私も一緒。洸輝をずっと見ていたいのに、我慢しているんだから。

「私も、同じだよ」

　洸輝はゆっくりと、私を振り向かせる。

「離れようとしたって、離さないからな？」

「洸輝から離れたいなんて、絶対に思わないよ」

　洸輝は優しく笑って、私にキスをした。いつもは時間をかけて、じっくりしてくれるのに、今夜はいつもより強引だ。息もできないほどの性急なキスに、私は立っているのもやっとだった。

　そして気づくと、私は寝室に連れていかれ、ゆっくりとベッドへ押し倒された。そこからまた、しばらく唇を重ねてから、ためらいがちに洸輝が言った。

「……ごめん。これ以上は、まだ早いよな」

　私を見下ろす洸輝は、息遣いが少し荒い。そんなところは、本当に普通の、年相応の男の人って感じがする。

「早くなんか、ないよ？」

　自分の心臓の音がうるさい。身体が熱い。

「私、二十三歳だよ？　何ヵ月つき合わなきゃイヤだとか、そんなこと言う年でもないよ……」

　十代の頃だったら、違っていたかもしれない。でも今の私は、早く、洸輝とより深く繋がりたかった。

「だから、洸輝の思うようにして……」

　そう言った私の唇を、洸輝はその唇でまた、強引に塞いだ。

「……もう、止められない」

　そのひと言を合図に、私たちは甘い夜の世界へと入っていった。

　光太とも過ごしたことのある、甘い夜。だけど、今日ほど幸せを感じることはなかったかもしれない。

　もっと、もっと、この夜が続けばいいのに。

　普段は冷静で大人な洸輝が、私にしか見せないもうひとつの顔。それを感じれば感じるほど、そう強く願ってしまった。




　いつの間にか、時刻は三時を回っている。

　ようやく呼吸を整えられた私は、ベッドで洸輝の胸に顔を当てていた。

「私のアパートと違って、静かだね。うちは、とにかく車や人の声がうるさくて」

「そうなのか？　高層階だから、気にならないんだろうな」

　毎晩、ここに来られたらいいのにな……。一瞬でも長く、洸輝と一緒にいたい。そんなことを考えていると、洸輝が口を開く。

「亜美さえよければ、毎晩でも来いよ。オレはいつも一緒にいたいから」

「え？」

　今、私が心の中で思ったのと同じことを、洸輝は言っている。

「亜美は？　オレといたくない？」

　少し近づけばキスができる距離で、洸輝は私を見つめてくる。

「私も、一緒にいたいよ」

　そう言うと、洸輝は私の唇に軽くキスをした。

「……亜美、近いうちに必ず話すから」

「なんのこと？」

「配属のこと。気にしてただろ？」

「あ、ああ……あれは、もういいよ。ごめんね」

　自分から聞いておいてなんだけど、どうしてそんなにこだわるんだろう？

　不思議に思って私が答えると、洸輝は真剣な表情で言った。

「いや、ちゃんと話さないといけないことだから」

　どこか含みのある言い方が、少し引っかかる。

「だけど、心配しないでほしいんだ。亜美を裏切るようなことはしてないから」

「う、うん。わかった。言ってくれるのを待ってるね」

　そんなふうに言われると、すごく気になる。『裏切る』って何？　……だけど、今は問い詰めるのはやめよう。この幸せな時間を壊したくないから。

「亜美、もう少しだけ……いいか？」

「……うん、いいよ」

　そうよ。自分の気持ちばっかり押しつけちゃダメ。この幸せな夜を、甘い夜を、洸輝を感じられる夜を、失いたくないなら。




　洸輝に初めて抱かれた夜から、一週間が経った。

　私はやっぱり、気がつけば洸輝のことを考えてしまっている。お互いのデスクの距離でさえ遠くに感じるし、会議で向かい合う距離でさえもどかしい。

「――報告は以上です。みなさんのおかげで、目標数字を大幅にクリアしました」

　洸輝は、分厚い資料を手に取りながらそう言った。

　いけない。会議中なのにぼーっとしてしまっていた。

『目標達成』の言葉に、拍手が起こる。自慢じゃないけど、業績が決してよくなかったうちの支店の売上を、こんなにアップさせるなんて。洸輝の采さい配はいに感心する。

　やっぱり洸輝って、すごい人なのかも。

「このまま成績を上げ続けられれば、〝常勝支店〟の仲間入りだからな」

　すると、支店長が拍手をしながら立ち上がった。

「実は渡辺リーダーは、この支店の業績の底上げのために赴任されていました。こうして結果も出たことなので、晴れて本社に戻られます。まだ、はっきりとした予定はわからないそうですが」

　支店長の言葉に、笑みを浮かべて頷く洸輝とは裏腹に、私は目の前が真っ暗になったような気がした。

　本社に戻るなんて聞いていない。

　それは、営業マンもちーちゃんも同じで、みんな驚いてざわつき始める。

「監査じゃなくて、底上げが目的だったのね……」

　ちーちゃんの呟きにも、反応できないくらいにショックだった。

　洸輝が本社に戻ってしまったら、ほとんど休みがとれない彼と、プライベートでしか会えなくなる。想像するだけで、不安に駆られて呆然とする。

　もしかして、配属のことを話すって、このことだったの？　いろいろな思いが頭を駆け巡り、会議が終わってからも、私は放心状態だった。




「内田、ちょっといいか？」

　会議以降、まったく集中できずにいる私を、洸輝が呼ぶ。

「……はい、リーダー」

　六畳ほどの小さな応接室に、私は連れていかれた。何を話されるのかドキドキしながらドアを閉めた途端、洸輝は私を抱き締めた。

「ちょっ!?　何!?」

「シーッ。大きな声を出すなよ。怪しまれる」

　人差し指を立て口元に当てながら、洸輝はしかめっ面をした。

「だって……急にこんなこと……。びっくりするよ」

　違う意味で心臓がドキドキしている。

　それにしても、洸輝って意外に大胆なことするのね。私は面食らっていた。

「お前、会議が終わってから、ずっとぼーっとしてたろ？」

　洸輝は心配そうに私を見つめる。それも、かなりの至近距離で。

「あ、うん……わかっちゃった？」

　苦笑いで誤魔化すと、彼はため息をついてから、軽く睨むような視線を向けてきた。

「無理して笑うなよ。さっき支店長から発表されたこと、気にしてるんだろ」

「……うん」

　だって、洸輝を問い詰めるようなことは、できるだけしたくないんだもの。

「本社に帰るって、まだ決まったわけじゃないから」

「でも、もし戻ることになったら？　可能性としては高いんでしょ？」

「もちろんそうだけど、そうなったからって変わるものは何もない。距離で負ける程度の気持ちじゃないよ。亜美だってそうだろ？」

「……うん」

　私の不安な気持ちなんてお見通しの洸輝は、私の両肩に手を置き、必死にそう言った。こんなふうにフォローをしてくれる彼の優しさが嬉しい反面、いつまでも心配ばかりかける自分がイヤになる。

「ありがとう、洸輝。そう言ってくれて安心した」

　強がっているのがわかったのか、洸輝は何も言わずにもう一度、私を抱き締めた。

「でも、やっぱり……洸輝が帰っちゃったら寂しいな」

「泣くなよ、亜美」

「ごめんね。だけど……」

　寂しいよ。不安だよ。私のそばを離れないでよ。

「元彼みたいに、私から心が離れたりしない？」

「するわけないだろ？　何言ってんだよ」

「うん。ごめん」

　ああ。やっぱり光太のことは、私の中でトラウマだ。

　あんな思い、もう二度としたくない。

「信じろよ、オレを」

　力なく頷いた私に、洸輝はキスをした。

　もっと、もっとキスをして。私の不安を、洸輝のキスで消し去って。

「……なあ亜美。オレとつき合ってること、みんなに知られてもいいか？」

　唇を離した洸輝が、おもむろに言った。

「えっ？　どうしたの、突然」

　急に思いもよらないことを言われて、涙が止まる。

「どうだ？」

「……私は、もちろんいいけど。でもどうして急に？　まだ無理だって言ってたじゃない。私に気を遣ってるなら、やめて」

　そう言うと、洸輝は優しく微笑んで首を横に振った。

「そうじゃない。オレが亜美との関係に、きちんとけじめをつけたいだけだよ」

「本当に？　……それなら、すごく嬉しい」

「ありがとう。オレは、全力でお前を守るから」

「うん。信じてる」

　そのことで、どんな噂になろうと、私は平気。

　でも、どうやって言うつもりなんだろう？　どこかで正式に発表するとか？

　そんなことを考えている私に、彼が言った。

「なあ、今度の会社のパーティー。亜美も一緒に来てくれないか？」










彼は御曹司




『なあ、今度の会社のパーティー。亜美も一緒に来てくれないか？』

　洸輝のそのひと言で、私はパーティーへ行くことになった。パーティーとはいっても、簡単なものだと思っていた。会社の行事だと言っていたし。

「亜美、今夜はこれを着ろよ」

　ところが、そう言われて手渡された服は、超有名ブランドのドレスだった。

　クリーム色の膝丈で、スカート部分はふんわりと膨らんでいる。華美な感じはしないけれど、生地自体に光で反射する糸でも織り込まれているのか、キラキラと輝いていた。

　そして、デコルテを綺麗に見せるからと、手渡されたネックレス。中央部分には、ダイヤが上品に光っている。

「ドレスに、ダイヤまで……!?」

「ああ。特別に借りてきた。美容院も予約してあるから、途中で寄ろう」

　あ然とする私をよそに、洸輝も支度を急いだ。

　どんなパーティーだっていうんだろう。緊張でため息が出てくる。

　まるでシンデレラの気分だ。魔法にかかったみたい……。

　それにしても、こんなドレスやネックレスを特別に貸してもらえるなんて、やっぱり洸輝は謎に満ちている。もうそろそろ、そのあたりもちゃんと知りたいな。

「酒も入るから、今日はタクシーで行くぞ」

　そうして連れていかれた場所は、都内でも有数の高級ホテルだった。

　ここ、有名人が結婚式を挙げたりもする場所よね？　宿泊だけでも高いって噂の。そんなところでパーティーって、絶対に〝単なる会社のパーティー〟じゃないよね？

「ねえ、洸輝。今日は、いったいなんのパーティーなの？」

「今日は、異業種交流会」

「異業種交流会!?　会社のパーティーじゃないの？」

　驚いた私は、目を見開いて洸輝に聞き返した。

「〝いろいろな会社の人間が集まるパーティー〟だよ。大丈夫。オレのそばにいれば」

　そう言って微笑む洸輝に、私は戸惑いながらもキュンとしてしまう。

　こういうところ、頼りになるんだよね。不安を残しつつも、私は気合いを入れ直して洸輝のあとをついていく。

　パーティー会場は、ホテルの最上階にある大広間だった。でも、入口ですでに引き気味の私。

　だって、思い思いにドレスアップをした人たちでいっぱいなんだもの……。

　みんないかにも〝セレブ〟って感じで、こんなきらびやかな場所に足を踏み入れるのは初めてだ。

　それに洸輝もいつにもまして、カチッとした雰囲気。

「……私、場違いじゃないかな？」

「大丈夫だって。そんなに不安なら、手を繋ぐか？」

「えっ!?　ダメよ。みんなにバレちゃうよ？」

「バレてもいいって、亜美は言ってくれただろ？」

「私はいいの！　でも洸輝が――」

　そんなやりとりをしていたときだった。

「あっ、洸輝さん！」

　五十代くらいの、スマートで紳士的なオジサマが声をかけてきた。

　誰!?　この人、ただのオジサマじゃないよね？

　なんだか怖いほど落ち着きはらっている。決して威圧的な態度ではないけど、鋭い目つきに思わず身構えた。

「お久しぶりです。田た淵ぶち社長」

　田淵社長？　どこかで聞いたことのある名前に、必死に自分の記憶をたぐる。

　……思い出した！　あの有名な自動車メーカーの社長だわ。

　前年度には国内シェアナンバーワンに成長して、海外販売も順調だとニュースで聞いたことがある。でも、どうしてそんな有名な企業の社長が、洸輝を知っているんだろう。それも、名字じゃなく名前で呼ぶなんて、よほど親しいのかな？

「いや～、ご立派になられて。お父様もお元気そうですね」

「ありがとうございます。田淵社長のことは、よく父から伺うかがっています」

　まさか、家族ぐるみで知り合いなの!?　すごい！

　驚きっぱなしの私は、黙って談笑するふたりを見ていた。

「しかし、洸輝さんも若いのに偉いな～。今は修業中なんでしょう？」

「はい。息子といえども、父の指導は厳しいものですから」

　修業中って、リーダーの役職のことかしら？　私にはよく意味のわからない会話をぼんやりと聞いていると、田淵社長が言った。

「さすが。お父様も次期社長の座は、洸輝さんに譲りたいでしょうからな」

　えっ？

　今、なんて言った？　『次期社長の座は洸輝に譲りたい』？　誰が、社長って？

「それは、どうでしょう？　能力がなければ、きっと譲ってはくれませんよ」

「いやいや、洸輝さんなら大丈夫。私の知り合いの御おん曹ぞう司しの中でも、あなたが一番優秀だと思いますよ。広世商事さんも安泰だ」

　お、御曹司って……洸輝が!?

　ふたりの横でパニクる私。

　ちょっと待ってよ。洸輝は、社長の息子ってこと!?

「それでは、またあとで」

　田淵社長と別れた洸輝は、私に向かって、ちょっとバツが悪そうに笑った。

「ごめんな、亜美。ずっと黙ってて」

「あ、え、えっと……」

　何を言いたいのか、何を聞きたいのかが、自分でも整理できない。

「オレの父親、広世商事の社長なんだ。オレは勉強のために、みんなには黙って一緒に仕事をしてた」

　この状況を、脳が処理しきれていない。そんな私の状態に気づいた洸輝は、何も言わずに私の手を取って歩きだした。されるがままの私の頭の中には、今聞かされた事実がぐるぐる回っている。

　自分の彼氏が、〝従業員数四千人の大企業の社長の息子〟――そうだったら、みんなは喜ぶのかな？　それが普通なら、私は普通じゃない。だって、喜べないもの。

　御曹司だなんて。そんな人と私みたいな一般人、釣り合うわけがない。

　やっぱり魔法がかかっていただけなんだ。その魔法がとけたら、私と洸輝は、さよならしなきゃいけないんだ……。

　とはいえ、今まで不思議に感じていたことを思い返せば、洸輝が社長の息子ってことには、納得せざるを得ない。

　その後も、よくよく会話に耳を傾けてみると、誰もかれもがＶＩＰ。どこかの社長や御曹司やご令嬢。そしてその奥さんや旦那さん、婚約者。そんな人たちの中で、私は完全に浮いていた。

　そんなセレブの中のセレブである洸輝が、庶民の私に本気になるわけがない。洸輝が本社に戻れば、私たちの関係は、確実に終わってしまう……。

「亜美、顔色が悪いけど大丈夫か？」

「……うん。大丈夫」

　洸輝が私をここへ連れてきた目的は、いったい何？　そんなことを考えていたときだった。

「亜美!?」

　懐かしい声に振り向くと、そこには――光太が立っていた。

「こ……光太!?」

　なんで光太がここに!?　突然の元彼との再会に、私はさらに動揺する。

「お前、なんでこんなところにいるんだよ？」

「光太こそ……」

　すると、光太の後ろから、感じのいい男性が現れた。年は四十代くらい？　さっきの田淵さんよりは、若そうだ。

「オレは専務の同行で来たんだ。勉強になるからって」

「あっ、そ、そうなんだ……」

　それ以上の会話は続かず、なんとなく気まずい空気になる。すると、その専務さんが洸輝に気づいて、突然頭を下げた。

「渡辺さん、お久しぶりです！」

　ええっ!?　まさか、また知り合い？

「専務、お久しぶりです。今日は彼と？」

　洸輝が、ちらっと光太に目をやった。

　ちょうどそのとき、ボーイさんがカクテルをお盆に乗せて持ってきた。

　洸輝、専務さんと光太がそれぞれ好みのカクテルを取ったあと、私も手を伸ばしかける。すると、洸輝が私を制して、自分のグラスを差し出した。

「亜美は酒に弱いから、オレのを飲んだらいいよ」

「あ、ありがと……」

　その洸輝のふるまいを少し不思議に思いつつも、私は素直に従った。すでに彼が口をつけているグラスだけに、ドキドキする。

「そうなんです。彼は若いですが、有望株で」

　私たちのやりとりを見守るようにしていた専務さんが、愛想よく口を開いた。

「すごいですね。専務がそうおっしゃるなら、間違いない」

「ありがとうございます。かなり目をかけているんですよ」

　豪快に笑った専務さんに、光太は気恥ずかしそうだ。

　別れた相手といっても、今でも変わらず頑張っている姿が見られたのは嬉しい。

「あの、こちらの方は？　渡辺さんがずいぶんと、大切にされている方のように見受けられましたが」

　専務さんは、今度は私に目を移して聞いた。

「さすが、鋭い。彼女は、僕のつき合っている女性です」

　思わず聞き流しそうになったくらい、洸輝はさらりと言った。

　――えっ!?

「そうなんですか!?　渡辺さんに本命の女性がいたとは」

「ハハ。驚きますか？」

「驚きますよ。それじゃあこの方は、未来の社長夫人なんですね」

　社長夫人!?　とんでもない言葉が飛び出して、私の目が点になる。

　だけど、こんな立派な人から見て、私は洸輝と並んでいても不自然に見えないんだ。

『未来の社長夫人』――そう言われて、正直嬉しい。

「すごいな……亜美。幸せになれよ？」

　小さく笑いながら光太に言われて、ハッと我に返る。

「う、うん。ありがと」

　かろうじて、それだけは言うことができた。

「亜美、行こう」

　洸輝は私の肩に軽く触れると、そう言った。

「うん」

　バイバイ、光太。私たちは、もうまったく違う道を歩んでいるんだね。少し切なかったけれど、それでいいんだ、と私は思えた。

　それより……パーティーに来てみて気づいたけど、洸輝はかなり有名な御曹司のようだった。〝未来の社長〟に、誰もがいい顔をする。そして彼は私のことを、まるで未来の奥さんのようにみんなに紹介していた。

「亜美、疲れたか？」

「ちょっと……慣れないからかな？」

　苦笑いする私に、洸輝は言った。

「休めるように、部屋をとってあるんだ。行こう」

「えっ!?」

　部屋までとってあるなんて！

　簡単なパーティーだと思っていた私は、また驚いてしまう。

　さっきから、何もかもが別世界な気がして、私は戸惑いっぱなし……。




　絨じゅう毯たん敷きの床を歩いて、エレベーターで向かった先は――夢の続きが見られそうな、スイートルームだった。

　ベッドルームには、キングサイズのベッドがあり、窓からは都会の街が一望できる。部屋に入ってドアを閉めた瞬間、洸輝は私をぎゅうっと抱き締めた。だけど今の私は、ドキドキよりも不安な気持ちでいっぱいだ。

「……洸輝が未来の社長だったなんて、知らなかったよ。本当にびっくりした」

「ごめんな。今まで話せなくて……」

「ううん。謝ってほしいんじゃないの」

　本当に驚いたけれど、洸輝がどんな立場の人でも、私の好きな気持ちは変わらない。ただ、不安なことがひとつだけある。それは……。

「ねえ、洸輝。私たち……つき合っていていいの？」

　未来の社長と、ただのＯＬ。

　その立場の差が、大きな壁に思えてくる。いくら、洸輝に未来の社長夫人のように紹介されたって、私は不安を拭うことができずにいた。

「何言ってんだ。当たり前だろ、そんなの」

　洸輝は私の身体を少し離して、顔を覗き込んできた。洸輝も、私と同じくらい不安そうな顔をしている。

「だけど私たち、立場が違いすぎるよ……」

　今は、洸輝も私を好きだと思う。でも職場が離れて、毎日顔を合わせなくなったら、いつか忘れられちゃうんじゃないかって、不安なの。住んでいる世界が、あまりにも違う気がするから――。

「立場は関係ないだろ？　オレは亜美が好きだ。ずっとそばにいてほしい」

「本当に？　信じていいの……？」

「亜美、元彼とオレは違うよ」

　私の目から涙が溢れる。その涙を、洸輝がキスで優しく拭う。

「……さっき、初めて亜美の元彼を見て、メチャクチャ妬やいた。だからわざと、亜美にオレの使ったグラスを渡したんだよ」

「そういうことだったんだ……ふふ」

　光太のこと、気づいていたんだ。ヤキモチを焼いて、あんなことをするなんて。

　泣き笑いの顔で洸輝を見上げると、彼は恥ずかしそうに笑みを浮かべている。

「亜美が、結婚したいほど好きだった男だろ？　それに……亜美を抱いた男だ」

　洸輝はそう言って、私をもう一度、強く抱き締めた。

「あいつのこと、全部、過去にさせるから。だから、オレを信じてくれ」

「うん……」

　また涙を零してしまう私の唇に、洸輝の優しい唇が触れる。

「泣くなよ。亜美に泣かれるのが、一番つらい。オレは亜美のことを、昨日よりも愛してるし……明日はきっと、今日よりも愛してる」

「うん……私だって、洸輝を愛してる」

　洸輝のそばにいれば、光太のことはどんどん過去のことになっていく。

　だってね、もう思い出せないの。光太に抱かれていた自分が。こうやって私を抱いてくれるたびに、洸輝が光太のことを消し去ってくれるから。温もりも、キスの仕方も、洸輝のすべてが、私の心と身体に刻み込まれていくから。

「洸輝。ずっと、私と一緒にいて……」

「嫌だって言っても離さないって、前にも言ったろ？」

　力強い洸輝の腕の中で、私はゆっくりと目を閉じた。

　きっと私が想像するより、洸輝とつき合っていくのは大変なんだと思う。私みたいな庶民が、洸輝のような御曹司と一緒にいることを歓迎しない人たちだっているだろうから。それでも……今は、この想いを信じていたい。

　お互いの気持ちを伝え合ったあと、私たちはいつものように、ベッドの上で身体を重ねた。いつもより熱く燃えた時間に、私は幸せを感じる。

　身体の火ほ照てりが冷めた頃、私は洸輝の身体にそっと腕を回しながら言った。

「ここのベッド、大きいね……」

「そうだな……でも、こうしていれば、広さなんて関係ない」

　私たちは視線を交わし、ぎゅっと抱き締め合うと、何度目かわからないキスをした。

「……オレ、亜美をひとり占めしたいな」

　唇を離した洸輝が唐突に言う。それがちょっと子供っぽくて、私は小さく吹き出す。

「今でもひとり占めしてるじゃない」

　すると、洸輝はムッとした顔をしてみせた。

「気づかないうちに、誰かが狙ってたりするんだよ。亜美のことを」

　なんの心配をしているんだか。光太に会ったから、そんなことを言うのかな。

「それより、洸輝のほうこそどうなの？　初めて家に行ったとき、洸輝の家にあった化粧品……あれ、本当にもらい物なの？」

　実は、ずっと気になっていたのよね。ようやく聞けた。なんて答えるんだろ。ちょっと、ううん、かなりドキドキする。

「ああ、あれか……あれは、うちが新しく扱う予定の製品だよ」

「ええっ!?」

　想定外の答えに、私は目を丸くする。

「化粧品部門の新製品でさ、試供品としてもらってたんだよ。ちなみに、明日は新しいコスメラインの発売日だから」

「へ、へぇ……」

　知らなかった。だって、化粧品の取引にはうちの支店は関わっていないし。

「『へぇ』？　……ってことは、お前、社内メールを見てないだろ？」

「えっ？」

「ちゃんと発信されてるんだよ。製品のサイトに飛ぶリンクつきで」

　そうだったんだ……。社内メールは毎日何十通も来るし、自分に直接関係ないと思ったから、見落としてしまっていた。

「これからは、しっかり目を通せよ？」

「……はい」

　一瞬、上司と部下に戻っちゃった……。そう思ってがっくりしながらベッドの中で小さくなる私に、洸輝は笑う。

「会社のこと、今後は少し意識してほしいんだ」

「は、はい」

　すみません。真面目に仕事します。

　反省していると、洸輝が私の目を見据えて言う。

「なあ、亜美……〝未来の社長夫人〟。本当に、考えてくれるか？」

「えっ!?」

　思いがけない問いかけに、私は身体を起こす。それに合わせて洸輝も起き上がり、あらわになった私の肩にシーツをかけてくれる。

「身体が冷えるぞ」

　ううん。身体は熱いよ。ドキドキして……。

「プロポーズ前のプロポーズ」

　洸輝は、そう言いながら笑う。

　……あまりに突然のことすぎて、現実感がないけれど。

「どんなつらいときも、大変なときも、必ずオレが守るから」

　まっすぐ私の目を見つめ、いつも以上に真剣に、洸輝は言った。

　まるで結婚式で神父さんから言われる台詞みたいで、私は胸が熱くなる。

「洸輝……」

　戸惑いと嬉しさと、そして不安と。どれもが本当の気持ちで、私はすぐに答えることができない。そんな私に、洸輝は返事を急せかすことはしなかった。

　ただ一生懸命に、気持ちを伝えてくれる。

「オレが亜美の盾になる。だから、考えてほしい」

　これ以上、私はどんな言葉が欲しいんだろう。

「……ありがとう、洸輝。私ね、ここまで人から愛されているって、感じたことはなかった気がする」

　照れくさくて、俯うつむいたままの私の顔に、洸輝はそっと両手で触れた。

「顔、上げて？」

「は、恥ずかしいの……」

　どうしても顔を上げられない私に、洸輝は優しく声をかける。

「ほら。オレに亜美を見せてよ。亜美の顔が見たい。ずっと、亜美を見ていたい」

　その言葉に、目線だけ上げてみせた私に、洸輝は苦笑する。

「それじゃあ、キスできないだろ？」

　そして、ちょっと強引に私の顎を指先で持ち上げて、優しくキスをした。

「亜美が好きだ。だからずっとそばにいてほしい」

　確かめるようにもう一度そう言うと、洸輝は私を、痛いくらいに強く、強く抱き締めた――。










私たちの未来




『亜美が好きだ。だからずっとそばにいてほしい』

　その言葉を、私はどんなことがあっても信じることにした。

　そして数日後、洸輝が社長の息子だということは、みんなが知ることになった。もちろん、私との関係も。

『隠してても必ず噂になるから、きちんと話そう』――洸輝から、そう言われたんだよね。

「まさか、亜美とリーダーがつき合ってたなんて……ここ最近で一番の驚きだわ」

　仕事が一段落すると、ちーちゃんが声をかけてきた。

「ちーちゃん、ごめん！　黙ってて」

「ううん。別にいいんだけど……」

　彼女がどんな反応をするか、ちょっと怖くてドキドキしていたけれど、ちーちゃんは冷静だった。

「ところで……大丈夫なの？　かなり、大きな噂になってるけど」

「……実は、あんまり大丈夫じゃなくて。ふたりで社長に呼ばれちゃった。だからあとで、本社に行くの」

「ええ～!!」

　さすがに、社長の耳に入るのは早い。私たちの話を社長は誰かから聞きつけて、さっそく呼び出されたのだ。やれやれ、というような顔でちーちゃんが言う。

「いろいろと難関が多いね、亜美の恋愛は」

「うん。なんでだろう……」

　はぁ～……と、ため息が出ちゃう。

「そういう人を選ぶからよ。でも、私は応援する」

「本当!?　ちーちゃんは、味方でいてくれる？」

　相手が御曹司とあって、まわりからは嫌味も言われるだけに、最近ちょっと凹へこみ気味。だけど、ひとりでも応援してくれる友達がいるとわかっていれば、頑張れそう。

「うん。私、社内恋愛には興味ないから」

「ハハ……。ちーちゃんがそういう人でよかった」

　このサバサバした性格、私は大好き。

「それより、社長とのこと！　そっちをちゃんと考えなよ？」

「はぁい」

　反対、されるよね？　洸輝は社長に、なんて言ってくれるんだろう？　緊張はするけど、私は信じている。反対されたって、私たちの関係は終わらないって。




　支店勤めの私が、社長室に入ることになるなんて、想像もしていなかった。

　本社ビルの中にある社長室は、ドアを開けるとまず秘書室があり、その奥の部屋が社長の執務室、という造りになっている。執務室は全面ガラス張りで、オフィス街が一望できた。デスクの前には、革張りのソファ。さらに奥にも部屋があるのか、ドアが見える。

　この部屋も、いずれは洸輝が使う場所なんだよね？　そう思うと、この場所も、特別に感じられるから不思議。こんな状況なのに、私は呑のん気きにもそんなことを思ってしまう。

「――お前たちを呼んだ意味は、わかるよな？」

　ソファに向かい合って座る社長は、すごいオーラを放っている。威圧感があり、長い時間、目を合わせられなかった。

　社内報と入社式でしか見たことはなかったけれど、こうやって間近で見ると、やっぱり洸輝は社長に似ている。社長も引き締まった体型の二枚目だ。

「最初に言っておくけど、オレは、亜美とは別れない」

　洸輝は社長をまっすぐに見据えて言った。

「ああ。今は別れろとは言わないよ。そう返されるのはわかっていたからな」

　やっぱり反対なんだ。はっきり『別れろ』と言われなくても、突き放すような口調でそう言われたら、イヤでもわかる。

「それより洸輝。お前は本社に戻す。これは会社のルールだ」

「……わかった」

　洸輝、やっぱり本社に戻っちゃうんだ……。じゃあ、もう今までみたいに、毎日会えなくなっちゃうんだね。でも、それは仕方ない。会社の決まりだし、洸輝はいずれ、この会社のトップに立つ人。恋愛を優先している場合じゃないんだから。私もちゃんと理解しなくちゃいけない。

「それから、内田亜美さんだったね？」

「は、はい！」

　突然、社長が私に声をかけてきた。反射的に、背すじがピンと伸びる。

「君は、洸輝とは覚悟の上でつき合っているんだね？」

「え？」

　それは、どういう意味？

　私が言葉に詰まっていると、洸輝が社長に食ってかかる。

「オヤジ！」

「お前は黙っていなさい。どうなんだね？」

「あ、あの……」

　社長の本意がわからないけど。でも――。

「……これから先、想像以上に大変なことがあるだろうとは思っています」

　きっと、甘い気分を味わわせてもらえなくなるくらいに。

　噛かみ締めるように、私は言葉を続ける。

「それでも、私は洸輝さんが好きです。次期社長でも社長じゃなくても、洸輝さんという人自身を、愛しています」

　それだけは、揺るぎない思い。すると、社長は小さくため息をついた。

「……今は、全面的に賛成はできない」

「……はい」

　わかっている。でも、改めてはっきり言われると、ショックだった。

「だから、洸輝に亜美さん。ふたりがいつか結婚したいと私に言ってきたときに、もう一度答えを出そう」

　そう言って、社長はデスクへと戻った。




　本社から社用車で支店へ戻る途中、渋滞にはまってしまった。

　クラクションが鳴り響き、どこまでも続いていそうな車の列を、運転席の洸輝はぼんやりと眺めている。いったい、何を考えているの……？

「亜美、今、何を考えてる？」

「えっ!?」

　まさに今、私が思ったことを言われて、びっくりしちゃった。こういうの、前にもあったよね。

「私は、洸輝が何を考えてるのかなって思ってた」

「なんだよ、それ」

　私の返答に、洸輝がプッと吹き出す。

「オレは、亜美の心が変わらないかなって、心配なんだ。……情けないだろ？」

「そんな！　変わるわけないよ！　私だって、離れ離れになるのが心配……」

　同じことを考えていたのだとわかっただけで、心が少し軽くなる。

　そんな話をしていると、少しずつ車の列が動き始めた。

「そのことなんだけど」

　そう言うと、洸輝はぐっとアクセルを踏み込んだ。どこへ向かっているんだろう。ようやく快適に流れ始めた道路を、洸輝は黙って進む。

『そのこと』ってなんのこと？

　聞き返したかったけれど、それができない雰囲気が洸輝から感じられて、私は口を閉ざす。

　支店とは正反対の方向へ走って、辿たどり着いた場所は、大きな川沿いだった。

「寄り道。天気いいし、ちょっとだけ歩かないか？」

「……え？　うん、いいよ」

　路上駐車場に車を停め、外に出た私たちは、手を繋いで川沿いの道を歩いた。舗装された道は、犬の散歩をする人やジョギングをする人で、賑わっている。そして対岸には、オフィスビル群が見えた。

「気持ちいいね」

「だろ？　海が近いからな」

　そうなんだ。どうりで、潮の香りがすると思った。緊張で汗をかいたせいもあってか、風の冷たさがちょうどいい。

「ねえ。さっき、何が言いたかったの？」

　ゆっくり歩きながら私がそう聞くと、洸輝は柵に近づき、対岸を見つめた。

「……近い将来、本社をあの川沿いのオフィス街に移す予定なんだ」

　少し重みのある洸輝の発言に、私は目を輝かせる。

「そうなの!?　すごい！」

　あの一帯は、有名企業が軒のきを連ねているエリアだよね？

「まだまだ、事業を拡大していく予定だしな。あっ、このことは、誰にも言うなよ？」

「うん。わかった」

　そんな大事な話、私にしてくれるんだね。じわりと、あたたかい気持ちになる。

「それで……当分仕事が忙しくて、亜美に会う時間も作れそうにないんだ」

「あっ、そっか……うん。仕方ないよ」

　覚悟はしていたけれど、やっぱり寂しい。だけど、それは言っちゃいけない。

　すると、洸輝はひと呼吸おいてから、思い切るように口を開いた。

「……だから、亜美。オレと一緒に暮らさないか？」

「えっ!?」

　驚いて、思わず大声をあげてしまう。

　そ、それは……同棲ってこと!?

「オレ、亜美と離れるのは正直寂しい。それに……亜美がそばにいてくれるだけで、仕事ももっと頑張れるからさ」

　そんなふうに思ってくれていたの？

　嬉しさで、涙が込み上げる。

「嬉しい。私も、洸輝のそばにいたい……」

　そう言ってゆっくり抱きつくと、気持ちを確かめるように、洸輝も私の身体を抱き締めた。

「亜美。ずっと、ずっと一緒にいよう」

「うん。私、洸輝となら、どんな壁も乗り越えてみせるから」

　不安は残るけど、洸輝と一緒ならきっと私も強くなれる。そんな気がする。

「頼もしいな。オレもどんなことがあっても、亜美を守るよ」

　洸輝の手に、力が入る。その腕の力強さに、私の胸は苦しくなった。

　幸せな未来までに、いったいどれくらいの困難が待ち受けているんだろう。だけど、きっと大丈夫。そう思っていれば、絶対に叶うよね？　私と洸輝の幸せな未来は。

　いつか必ず、本当の意味で、あなたのそばにいられるように。

　同じ夢を、同じ希望を、同じ未来を、いつまでも、私は洸輝と見ていきたい。

　ずっと、ずっと……。







第二章










新社長に就任




「皆様、本日は、渡辺洸輝社長就任パーティーへご来場いただき、誠にありがとうございます」

　アナウンサーばりの口調で司会進行を務めるのは、ちーちゃんだ。

「ちーちゃんの声、ここまで聞こえる」

「そうだな。あいつ、ああいう仕事向いてるな」

　……なんて、呑気なことを言っていていいのかな？

「ねえ、洸輝。控え室にいる場合じゃないんじゃない……？」

「大丈夫だよ、もうちょっとくらい。久々だろ？　ふたりきりになれるのは」

「う、うん。そうだけど……」

　そこまで言うと、私の口を塞ぐかのように、洸輝はキスをした。

　洸輝と同棲を始めて約一年。同じ会社に勤めていても、彼は本社。私は支店。なかなか会う機会がない上に、洸輝は海外出張やらなんやらで、家も留守がち。こうやってふたりきりで甘い時間を過ごすのは、かなり久しぶりだったりするのだ。

「あーあ、このままパーティーは欠席したいな……」

「何を言ってるのよ！　主役がいなきゃ、意味ないでしょ？」

　時々見せる子供っぽい一面。四歳年上の洸輝だけど、こういうとき、可愛いと思うんだよね。

　洸輝が私の身体を抱き寄せた瞬間、ドアをノックする音が聞こえた。

「社長、お時間です」

　ちーちゃんの声に、自然と私たちは離れる。

「仕方ない。行くか……」

　洸輝は鏡の前でネクタイを直すと、ブツブツ言いながらゆっくりとドアを開ける。ちーちゃんの凛り々りしいスーツ姿が見えた。

「急いでくださいね」

「わかった」

　足早に舞台の袖口へと消える彼を見送りながら、ちーちゃんが呆れたように言う。

「社長、よっぽど亜美と一緒にいたいのね」

　苦笑いのちーちゃんに、私は顔が赤くなる。

「ど、どうかな？　わかんないけど」

　そう言って、私は恥ずかしさを誤魔化してみたけれど、『そうに決まっている』と心の中で自うぬ惚ぼれてみた。

　今日は、洸輝の社長就任パーティーだ。ホテルのホールを借り切って、ステージまでしつらえた本格的なもの。二十八歳という若さで大企業の社長になった洸輝は、業界でも相当話題になっているみたい。【甘いルックスのイケメンで、頭もキレる。女性なら、いや、誰もが憧れる人】なんて、どこかの経済誌に書かれていたっけ。

　そんな人と、一年近くも一緒に暮らしているんだから……未だに、自分で自分が信じられない。

　だけど、なんでこんなに早く、社長に就任したんだろう？　そんな事情までは、いくら恋人の私でも教えてもらっていない。

「じゃあ、亜美。私もそろそろ行くね」

「あっ、うん。頑張って！　みんなに紛れて応援してるからね！」

　舞台のほうに走っていくちーちゃんの後ろ姿を見つめていると、なんだか情けなくなってくる。

　仕事ひと筋のちーちゃんは、大だい抜ばっ擢てきの人事で、三ヵ月前から本社勤務になった。経営管理部に配属になり、社長以外の役員の秘書も兼務している。重要なパーティーなんかにも出席しているし、洸輝の外出にも何度か同行しているんだよね。

　それに比べて私はというと、ずっと支店勤務のままで、とりたてて大きな仕事も任されていない。

「はぁ……。私、いいのかな。このままで」

　たくさんの取引先関係者や社内の人たちで溢れ返る会場で、私は舞台に立つ洸輝をぼんやりと眺めていた。濃紺のスーツをビシッと着こなした姿に、女性陣からはため息が出ている。

　そして、洸輝の隣には会長に就任した前社長――洸輝のお父さんが立っていた。

　一年前、つき合っていることを報告して以来、あのまま一度も会っていないのよね。そういえば、お母さんには会ったこともないし……私、本当に洸輝の彼女なのかな？

　不安が胸に広がる。

　今だって、こんなに大勢の人たちの中にいると、まるで目立たない。きっと洸輝も、あの場所からじゃ、私は見えない。

　彼が難しい言葉を並べた挨拶を述べて、会場内ではすぐに乾杯が始まった。

　それにしても、豪華な立食パーティーよね。いつか一緒に行った異業種交流会より立派だわ……。

　ワイングラスを片手にウロウロしていると、ひとりの男の人が声をかけてきた。

「内田亜美様ですね？」

「え？　は、はい」

　サングラスに黒スーツを身にまとって、耳にはイヤホンをつけている。

　この人、もしかしてＳＰってやつ!?　いったい誰の!?　私の全身に緊張が走る。

「実は、会長からご伝言がありまして」

「会長から？」

「はい。今日のこの場では、くれぐれも会長にお声をかけないようにと……」

　はぁ!?

　言葉を失っている私にかまわず、彼が続ける。

「それから、皆様の前では、社長にもお声をかけないでくださいとのことです」

　それだけ言うと、そのＳＰは、さっさと立ち去った。

　な、何よ、それ……。

　会長が、私たちの関係に反対しているってことくらいわかっている。私のことが世間に知られないように、マスコミも力で抑えているみたいだし。だけど、こんなにあからさまに拒否されるなんて！

「泣くな、私。……わかったわよ。帰るわよ」

　お呼びじゃないってことでしょ？

　込み上げてくる悔し涙を堪こらえて、私はグラスをテーブルに置いた。




　盛り上がるパーティーに背を向けて、私は会場をあとにした。打って変わって静かな廊下を進み、惨みじめな気持ちでエレベーターホールに向かっていたときだった。誰かに腕を掴まれ、非常階段のほうへ引っ張られる。

「どこに行くんだよ!?」

　息を切らして、私にそう言ったのは、洸輝だった。

「洸輝!?　どうしたの!?」

　なんでわかったんだろう……。

「それは、こっちの台詞だろ？　亜美のことが気になって見ていたら、急に部屋を出ていくから。どうしたのかと思って追いかけてきたんだよ。どこへ行くつもりだったんだ？」

　まさか、来てくれるなんて。

　胸がいっぱいの私は、呆然と洸輝を見つめることしかできなかった。

「亜美？　どこへ行くつもりだったんだって、聞いてるんだよ！」

「あ、うん……。帰ろうと思って……」

「帰る？　なんで？」

　どうしよう。本当のことを言うべき？

　怪け訝げんそうな顔をしている洸輝を見ながら黙っていると、イライラしたようなため息をつかれた。

「あのさ、亜美。今日は大事なパーティーなんだよ。勝手なことするなって」

　……そんなこと、言われなくてもわかっているわよ。

　本当は素直になりたいのに、洸輝の態度に無性に腹が立ってきた。

「別にいいじゃない。私がいなきゃいけない理由がある？」

　つい、突っかかるような言い方をしてしまう。

　だって会長にも、洸輝にも、声をかけるなって言われたのよ。人前で『おめでとう』も言えない私の気持ち、洸輝にわかる？

「おい、なんだよ、その言い方」

「だから！　私がいる必要はないって、そう言ってるのよ！」

　もう……せっかく堪えていた涙が、零れてきたじゃない。

「……そうかよ。だったら好きにしろ」

　明らかに怒った口調で洸輝は言った。

「……好きにするわよ」

　私が吐き捨てるように言うと、洸輝は黙ったまま非常階段のドアを乱暴に開けて、パーティー会場に戻っていった。

「仕方ないじゃない……私は、認められてないんだもん」

　取り残された私は、独り言を呟く。そしてその場にしゃがみ込むと、声を押し殺して泣いた。こんなに泣いたのなんて、光太に失恋したとき以来かも。

　本当に最悪の気分だった。洸輝の出世を一緒にお祝いしたかっただけなのに、こんなことになるなんて。




　マンションに帰った私は、バルコニーから夜景を眺める。もう二十四時を回ったのに街の明かりは輝いているし、車も多い。

　パーティー、もう終わってるよね？　でも、きっと二次会、三次会があるんだろうし……。洸輝、今夜も帰ってこないのかな。

　そんなことを考えると、また涙が溢れてくる。つき合っていて、お互い好きなのに、こんなに不安な気持ちになるなんて……。やっぱり恋愛って難しいよ。

　そのときだった。ドアの鍵が開いて、洸輝が帰ってきた。

「あ……、おかえりなさい……」

　帰ってきてくれたのは嬉しいけど、ケンカのあとだけに、ちょっと気まずい。

「風邪ひくぞ？　部屋に入れよ」

　ぶっきらぼうな口調に隠して優しさを見せる洸輝に、情けなくも胸がときめく。

　洸輝はネクタイを乱暴に外すと、珍しくその場へ放り投げた。いつもなら、そんなことはしないのに。

「う、うん……」

　やっぱり怒ってるよね。仕方ない。自業自得だわ。

　窓を閉めて部屋へ入った私を無視して、洸輝は着替え始めた。

「あの……、洸輝……」

　ちゃんと謝らなきゃ。さっきのは、完全に八つ当たりだもん。

　だけど私が呼んでも、洸輝は返事をしてくれない。それどころか、シャワーを浴びに行ってしまった。

「洸輝ってば！　話くらい聞いてよ！」

　感情的になっちゃダメってわかっているのに、私は声を荒らげて追いかけてしまう。バスルームからはシャワーの音が聞こえるだけで、洸輝の反応はなかった。

「ねえ、なんで無視するの!?」

　確かに、私が悪かったけど、無視することないじゃない……。

「ひどい……」

　やっぱり私たちは、結ばれない縁なのよ。ここまでなんとかやってきたけど、会長に反対されて、ジ・エンド。きっとそうなんだ。

　ベッドに腰かけ、声を殺して泣いていると、濡れた髪のままの洸輝が、私にゆっくりと言った。

「ったく……なんで、ちゃんと言わないんだよ」

「え？」

　その言葉に顔を上げると、洸輝はちょっと呆れた顔で続けた。

「オヤジのこと。声かけるなって言われたんだろ？」

「な、なんで知ってるの!?」

「お前の様子を見てれば、何かあったなってことくらいわかるって」

　そうだった。洸輝は、頭のキレる人。全部、お見通しだったんだわ。

「なんで、黙ってたんだよ？」

「だって……。告げ口みたいじゃない。言えないよ」

　ムカついたとはいえ、洸輝にとってはお父さんだもん。私が答えると、彼はたしなめるような口調で言った。

「ちゃんと言えって。告げ口でもなんでもないだろ？　だからオレは亜美が心配で、途中で切り上げて帰ってきたんだよ」

　隣に腰を下ろして、洸輝は私の頭に手を置いた。

「だったら……、なんでさっき無視したの？」

「ああ。オヤジにムカついてさ。どうしてやろうかって、考えてたんだよ」

「何よ、それ……。本気で傷ついたのに」

　洸輝って、時々、こういうところがある。無視しているのかと思えば、違うことを考えているのだ。そのたびに私は動揺して、悪いように解釈してしまうけど……本当はいつも、私のことを想ってくれている。それを実感して、胸が詰まる。

「悪かったよ、亜美。だけど、前にも言ったろ？　もっとオレを頼れよ」

「うん……。ごめんね」

　安心して泣きだしてしまった私を、洸輝はそのままベッドに押し倒した。

「こ、洸輝!?」

「久しぶりだもんな。夜、ゆっくりできるのも」

　洸輝はそう言って微笑むと、私の目を熱っぽく見つめる。

「亜美を抱くのも久しぶり。本当はこうしたくて、早く帰ってきたのもあるんだ」

　照れ笑いをする洸輝に、私も自然と笑みを浮かべる。

「洸輝ってば……、私のこと、イヤにならないの？」

「なんでそんなこと考えるんだよ……あっ、わかった。ずっと一緒にいられなかったからだろ？」

　そう言いながら、洸輝は私の唇に軽く口づける。

「だから、亜美は不安になってたんだよ。大丈夫。今夜は離さないから。不安なんて飛んでいくよ」

「洸輝……」

　甘い言葉に、何も言えなくなってしまう。そして私たちは、今度は息もできないくらい激しいキスを交わした。

　吹き飛ばして。私の不安も、悲しみも、寂しさも。こうしていれば、すべてが消えてくれるような気がする。

　社長になっても、洸輝は洸輝だよね？　私、今日のパーティーで、また洸輝との距離を感じちゃった。それを思い出したら、一度は止まった涙が滲んできてしまう。

「なんで泣くんだよ。泣くなよ、亜美……。どうしたら、安心できるかな。こうやって抱き締めてキスをすれば大丈夫か？」

　涙を吸いとるように、洸輝は私の目元に唇を落とす。

「うん……。大好き、洸輝」

　洸輝の深い愛に包まれながら、頭の片隅で私は思った。

　私はもっと努力しないといけない。不安はあっても、こんなに洸輝が私を大事にしてくれるのだから、その想いに応えられる人間にならないといけない。

　洸輝は本社で社長として、私たちみんなの未来を背負って、頑張っている。だから私も、自分なりに精一杯頑張ろう。

　洸輝が立て直してくれた支店を、もっともっとよくするためにも。










本社に異動!?




　支店の業績は、洸輝が異動したあとも、順調に上位を維持している。私はあのパーティー以降、気合いを入れ直して仕事に打ち込み始めた。

　少しでも洸輝に、会社に、貢献したいと思ったから。

　そして半年が経った頃、私は支店長に呼び出されたのだった。

「え？　異動ですか!?」

「そうだよ。原田のいる経営管理部だ。よかったな、本社異動で」

　朝っぱらから、支店長に呼び出されたと思ったら、異動の話だったなんて！

　まるで信じられない。それも、本社への異動なのだから。

「本社……」

　ということは、洸輝と同じビルで働けるんだ。

「内田、お前の努力は、ちゃんと評価されてるんだ。異動で人も入れ替わる中で、ここまで頑張ってくれて本当にありがとう」

　支店長にそう言われると、感慨深い。まさか、私が仕事で評価されるなんて、思ってもみなかった。

「内田、頑張って社長夫人になれよ？」

　ニヤッと笑う支店長に、思わず浮かびそうになった私の涙は引っ込んだ。

「は、はぁ……頑張ります」

　もう、そういう言い方をするんだから。私は、社長だから洸輝を好きなわけじゃないんだってば。

「まあ、だけど……気をつけろよ？」

　支店長は、今度は真顔になって言った。

「何をですか？」

「お前が社長の恋人だってこと、みんな知ってるからな。妬ねたみもあるだろうし」

「ああ、はい……」

　もちろん、それは覚悟の上。だけど、そんなことまで心配してくれるなんて、支店長はやっぱりいい人だな。

「……支店長、お世話になりました。これからも頑張ります」

　妬みくらい、いくらでも受けて立つつもりだ。

　また洸輝と同じ場所で仕事ができるなんて、それだけでも嬉しいもの。

　――そして、本社赴任一日目。

　けたたましく鳴り響く電話と対応する人たちの声で騒がしい。デスクが十個の島に分かれている本社のオフィスは、せわしなく他のフロアを行き来する人や、真剣にパソコンと向き合う人。それに書類の準備に追われる人たちなど、みんな忙しそうだ。キーボードを叩くスピードは、みんなちーちゃん以上だし……。

　のんびりした支店とは違い殺気立つ雰囲気に、私は完全に圧倒されていた。

「亜美！」

　異動の挨拶を終え、呆然としている私のもとへ、ちーちゃんがやってきた。よかった。ちーちゃんと同じフロアなのが、せめてもの救いよ。

「ちーちゃん！」

「よかったね、本社異動で」

　すっかり本社ＯＬのちーちゃんは、かなり大人っぽくなっている。一緒に仕事をしていた頃が、遠い昔のようだ。

「う、うん。けど……私、やっていけるかな？」

　さっきの挨拶でも、部長を始め、みんなけだるそうな上に、すごく無愛想だった。確かに、私は同期のちーちゃんに比べたら、相当頼りない。だけど、あの態度はないよねって感じだった。不安をわかりやすく顔に出す私に、ちーちゃんは力強く言う。

「大丈夫よ。負けちゃダメ」

「え？　う、うん……」

　どういうこと？

　ちーちゃんの言葉が気になりつつも、早々に新しいデスクへ行く。私語も目立つ雰囲気だし、時間に遅れるなんてありえない。

「あの、よろしくお願いします」

　同じ島の人たちに軽く挨拶をするも、みんな目もくれずにパソコンと向き合っている。あっ、そう。別にいいけど。ムカつきながらもイスに座り、パソコンに向かったときだった。

「いいわよね。社長の鶴のひと声で、本社異動なんでしょ？」

　どこからともなく、そんな言葉を投げられた。

「え？」

　顔を上げると、斜め前の女の人が、パソコンから視線は動かさずに言っている。美人だけど、冷たそうな人。少し年上かな？

「そうそう。実績もないのに、たった二年でここだもんね」

　すると、話に乗るように、向かい側の人も言った。

「こっちのテンションは下がるわよね。恋人だからって理由だけで、そばに置いておくなんて」

　ちーちゃんの言った意味がわかった。なるほどね。やっぱり私は、歓迎されていないんだ。唇をぎゅっと噛み締めたとき。

「社長よ！」

　誰かの言葉に、フロア全体がざわつき始めた。

　えっ!?　洸輝!?　なんてタイミングが悪いんだろう……。

　みんなが立ち上がったのにつられて、私も立ち上がる。

「視察にでも来たわけ？」

「え～？　超緊張する」

　そんな会話の中で、私の斜め後ろからは、嫌味が聞こえてきた。

「どうせ、恋人の様子が気になって来たんでしょ？」

　その言葉、堂々と社長の前で言ったら!!　次はそう言ってやろうかな。そんなことを思っていると、洸輝がやってきた。

　一年前、社長の息子とは知らず、一緒に仕事をしていたのが懐かしい。あの頃とは、洸輝のオーラもすっかり変わった。今の彼には社長としての威厳がある。

「社長！　どうぞ、こちらへ」

　部長ってば、すごく腰が低いじゃない。私には、愛想なかったのに。

「今日は、みんなに知っておいてほしいことがあって来ました」

　洸輝は、フロア全体を見渡しながら、ゆっくりとそう言った。

　知っておいてほしいこと？　まさか、私のこと!?

「この部署は、本社の中でも中枢部署です」

　あ、やっぱり違うよね……。

　それに、そんな浮ついた雰囲気はひとつもない。

　表情を引き締めて、フロア全体に視線を動かしながら話す洸輝。社員たちも、じっと彼を見つめ、話に聞き入っている。

「会社もさらに業務を拡大していきます。そのときは、ここが要かなめになるので、みんなにはもう一度気を引き締めてもらいたい。そう思って来ました」

　その言葉に、みんなは大きく頷く。すごい。やっぱり洸輝は社長なんだ。若いのに、統率力も充分。そのカッコよさに、改めてドキドキしていると、戻る間際の洸輝と目が合った。

　ほんの一瞬だったけど、私を見て微笑んでくれたよね？　絶対に自惚れじゃないと思う。妬みや嫌味に傷ついていた心が、ちょっとだけ、救われた気がした。




【社長室に来い】

　昼休憩に合わせるかのように、洸輝からそんなメールが来ていた。

「……社長室って、勝手に行っていいものなの？」

　突然の呼び出しにドキドキしながらも、私はエレベーターで社長室へ向かった。いつか、前社長への挨拶で行って以来だ。確か景色のいい場所だった。

「ここ……よね？」

【社長室】と書かれたプレートを確認して、ノックをするも返事がない。

　え？　呼び出しておいて、いないわけ？

　そっとドアを開け、誰もいない室内を見て私は思い出した。

　そうだった。最初の部屋って、秘書の人の部屋だったよね。お昼だから、席を外しているのかな。考えつつ、中に足を踏み入れる。

　――ということは、この扉の向こうに洸輝がいるんだ。

　ドキドキしながらゆっくりと執務室のドアをノックすると、洸輝の声が聞こえた。

「いいよ。入っておいで」

「……失礼します」

　そっと中を覗くと、洸輝はパソコン画面から目を離さずに言った。

「ごめんな。ちょっと急な案件で……少し待ってくれるか」

　そう言うと、どこかへ電話をかけ始める。仕方ないな……。ソファに座りながらため息をつくと、日本語じゃない言葉が聞こえてきた。

　――何、これ!?

　思わず振り向くと、洸輝が何か話している。いくつか知っている単語が聞きとれるから、英語だとわかった。

　……洸輝って、英語が話せるんだ。一年も一緒に住んでいて、そんなことも知らなかったなんて情けない。

　私が知っているのって、洸輝の本当に一部分だけなんだろうな……。

　驚いた顔で見ている私に気づいて、洸輝は優しく微笑んだ。ちょっと凹んでいるところにその笑顔、反則だよ。

「ごめんな。やっと片付いた」

　数十分後、電話を終えた洸輝が、軽くため息をつきながら私のそばへ来た。

「ううん。いいよ。大変だね。休日も、ずっと仕事が入ってるもんね……」

「そうだな。休みはないよなぁ。……だから、会社にいる間に亜美に会いたくて」

　そう言うと、洸輝は私を抱き締める。

「ちょっと！　だ、大丈夫なの？　こんなところで……」

　私は嬉しいけど、万が一、誰かに見られたら、まずいんじゃないの？

「大丈夫だよ。秘書の子はしばらく戻らないから。今はオレたちふたりきりだ」

「だけど、突然誰か来たりしない？」

「しない。アポなしでは、会わないことにしてるから」

　さ、さすが大企業の社長。洸輝に会うのには、アポがいるんだ。

「だから、こんなことをしても大丈夫」

「あっ……」

　一瞬の隙を突くように、洸輝は私の唇に自分の唇を重ねた。

　ここは会社なのに……。社長室でキスなんて、ありえないでしょ。部署のフロアが騒がしかったせいか、ここはやけに静かに感じる。だからなのかな……。私たちの息遣いが、大きく響くように聞こえるのは。

「昼休憩、短いよな」

　洸輝は私から唇を離すと、ぽつりとそう言った。

「家に帰れば、また一緒なのにな。オレ、一瞬でも亜美を離したくないって思ってる」

「それは、私もだよ……」

　そう言って、ぎゅっと洸輝の身体を抱き締め返す。ほのかに感じる、タバコと香水の匂い。この香りが、私をクラクラさせる。どんなときでも、洸輝のことが頭から離れない。

「新しい部署はどうだ？　馴染めそうか？」

「え？　あ、うん……。大丈夫」

　洸輝の心配そうな顔を見ると、本当のことが言えない。初日から嫌味のオンパレードだなんて……。

「そうか。それならよかった。ちょっと心配でさ」

「ありがと……」

　毎日、休む間もないくらい忙しいのに、私を心配してくれるんだ。それだけで嬉しかった。私も、大好きな洸輝にとって、少しでも安らぎになれる存在でありたい。心からそう思う。

「……ねえ、今回の人事って、洸輝も関係してるの？」

「オレが？」

　思い切って問いかけてみると、洸輝は小さく笑った。

「まさか。オレは人事には介入しないよ。それに、亜美の頑張りは、オレも聞いてた。努力と実績を、純粋に評価された。それだけだと思うぞ？」

「そうなんだ……安心した。洸輝の口添えがあったんじゃ、不公平だもんね」

　あんな嫌味を言われたから、気になってしまっていたのよね。ちゃんと洸輝の口から聞けて、ちょっとだけ胸のつかえが取れた気がする。

「どうした？　誰か、そういうふうに言うヤツがいるのか？」

「ううん！　ただ、気になっただけ」

　いけない、いけない。洸輝に余計な心配をかけちゃう。

　不審そうに私を見ている彼の気をそらせようと、とっさに話題を変えてみる。

「ところで、洸輝って、英語ペラペラなのね」

「英語？　ああ。さっきの電話のことか？　まあ、あの程度なら……」

　え!?　洸輝にとっては〝あの程度〟なの!?

「……私には、ペラペラに聞こえたよ？」

「そうか？」

「びっくりしたんだから……あっ、そろそろ戻らなきゃ」

　私の言葉に、洸輝も時計を見る。

「本当だな。じゃあ、最後にもう一回だけ」

　洸輝はそう言うと、触れるだけの軽いキスを私の唇に落とした。

「じゃあ、また夜にな……」

　名残惜しむように目を見て言われ、ドキドキしながら部屋を出ようとドアに向かう私の背中に、洸輝が言った。

「亜美も英語の勉強はしとけよ？」










洸輝の異変




　本社に異動してきてから、約一ヵ月。ようやくオフィスの雰囲気にも慣れてきた。

　今日私は、久しぶりにちーちゃんとアフター７を楽しんでいる。

　本社近くのフレンチレストランで、私たちはディナーを堪能していた。

「こんな時間にあがれることって、めったにないよ」

　スープをひと口飲んだあと、しみじみと言うちーちゃんに私も頷く。

「ところで亜美、帰らなくていいの？　せっかく定時であがれたのに」

「いいの。今夜も洸輝は遅くなるって言ってたし」

「そうなんだ。社長が彼ってのも、大変そうね」

「やっぱり、そう思う？」

　身を乗り出すようにしてそう言う私に、ちーちゃんは笑った。

「だけど、そうそうできる経験じゃないんだから。亜美は幸せ者よ」

「そうかな？　あっ、そういえば、洸輝って英語が話せるのよ！」

　得意げな私に、ちーちゃんは真顔で言った。

「それくらい知ってるわよ。社長、フランス語も話せるはずよ？」

「えっ!?　フランス語も!?　……ていうか、ちーちゃん知ってたの？」

「なんで、亜美が知らないのよ？」

「だって……英語を話す機会なんてなかったし」

　ちょっと恥ずかしくなって俯く私を見て、ちーちゃんは苦笑している。

「そうそう。洸輝に、英語の勉強しておけって言われたんだよね……」

　英語には憧れているけど、苦手なのよね。学生時代の成績は芳かんばしくない。

　ため息をついていると、ちーちゃんが珍しく私に顔を寄せてきた。

「……ねえ、それって、やっぱりプロポーズっぽくない？」

「プロポーズ？」

「だって、社長と結婚したら、英語を話す機会が増えるでしょ？」

「そうなの!?」

　予想もしなかった言葉に、私はむせそうになった。

「ちょっと亜美、大丈夫？　だって社長と一緒にいたら、海外に行くことや、外国の人と接する機会が増えるに決まってるじゃない」

　そんなことを言われても、まだまだ実感が湧わかないし、私は洸輝の仕事内容もよくわかっていない。仮に本当に彼と結婚したとして、妻である私にもそんな能力が求められるのかどうか……。

「社長は、亜美との未来を真剣に考えているんじゃない？」

　私との未来？

　ちーちゃんの言葉が、頭の中に残った。




　お風呂あがりにひとりでリラックスしていると、ふと洸輝が書斎として使っている部屋が目に入る。改めて覗くと、本棚には本がびっしり並んでいた。ここから見るだけでも、語学の本がたくさんあるのがわかる。

「結婚かぁ……」

　光太のときは、とにかく結婚したくて仕方がなかったけど、今はそんなふうには思わない。なんでだろう。そんなことを考えていたとき、ドアの開く音が聞こえた。

「洸輝、おかえりなさい！」

　小走りで玄関に向かうと、疲れた顔の洸輝がそこにいた。

「ただいま」

　あれ？　いつもなら、どんなに疲れていても、笑顔は見せてくれるのに……。今夜の彼は、どこかそっけない。

「シャワー浴びて寝るから。亜美も早く寝ろよ」

「う、うん……」

　なんだか、逆らえない雰囲気。ここは素直に従ったほうがよさそう。

　何かあったのかな？　寝たふりをしていると、しばらくして洸輝が無言でベッドに入ってきた。

　毎日が甘い夜じゃないけど、ふたりでいるときは、離れて眠ることはない。いつだって洸輝は、私を抱き締めて寝てくれる。

　だけど今夜の彼は、私に背を向けて寝てしまった。

　きっと仕事で何かあったのよ。明日になれば、いつもの洸輝に戻っているはず。

　そう自分に言い聞かせて、私は眠りについたのだった。




「う……ん……」

　いい香りがする。コーヒーの匂いだわ。それも、上質な……。

「……ってことは……やだ！　寝坊じゃない！」

　朝食後に、必ず洸輝が飲むコーヒー。その香りに慌てて起き上がると、スーツ姿の洸輝が、ネクタイを締めているところだった。

「あれ？　まだ、早い？」

　スマホの時計を確認して、私はホッとする。いつも起きる時間より一時間も早かった。よかった、寝坊じゃなかった。

「あっ、亜美。起きた？」

「う、うん。おはよ……」

「朝飯置いとくから、食べてけよ」

「ありがと……」

　どうしたんだろう。今朝は、いつもよりずいぶん早くない？　急ぎの仕事でもあるのかな？

　気になったけれど、洸輝は少し焦っているみたいで、聞くことができなかった。

「あ、それと亜美。オレ、しばらく帰れないから」

「えっ!?　出張でもあるの？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　よそよそしく、洸輝は私から目をそらす。これは何かあるに違いない。そもそも、『しばらく帰れない』なんて、理由もないひと言で、私が納得できるわけない。

「戸締まりだけは、しっかりしろよ」

　私が疑っていることに気づいたのか、洸輝はそう言うと、さっさと家を出ていってしまった。

「何？　どういうこと……？」

　いったいどういう意味？　何があったのよ。ちゃんと説明して!!

　わけがわからず、私は、ただ呆然と玄関先で立ち尽くすだけだった。




　そうして洸輝が出ていってから、一週間――。

　一週間も音おと沙さ汰たなしって、おかしくない……？　会社にいても、相手は社長。気軽に会いには行けないし、もちろん顔も見られない。その上、電話にも出てくれないし、メールを送っても返信もない。

　さすがに、イライラしてしまう。こういうときの私は、ちーちゃん並みに、キーボードを打つ手が速い。……まあ、ミスタッチだらけなんだけどね。

「ねえ、最近、社長室に出入りする人が多くない？」

　向かいの席から、そんな会話が聞こえてきた。

「よね？　秘書の子から聞いたけど、この前は某有名メーカーの社長が来てたらしいわよ」

「へぇ～。業務拡大するって言ってたもんね」

「どこかの誰かさんは、社長から聞いてるんじゃなぁい？」

　嫌味っぽく、私に向けられる視線を感じる。

　聞いているわけないじゃない！　そもそも、家にいないんだから……。でも、ちゃんと会社には来ているんだ。今日まで、いったいどこで寝泊まりしているんだろう。

　そう考えて、思い返してみると、最低限の生活用品が時々なくなっていた。洸輝は、日中に何度か家に戻ってきているらしい。

「いったい、どこにいるのよ……？」

　ため息が漏れる。せめて居場所くらい教えてくれたっていいのに。

　同じ社内にいるんだし、いつまでもモヤモヤしているより、思い切って聞きに行ってスッキリしたほうがいいかもしれない。




　そして昼休憩になり、私は社長室のフロアへやって来た。

　隅の柱の陰から、社長室に視線を向ける。ちょうど、身体が隠れるほどの柱があってよかった。

　何せここは、社長室しかないフロアだから、私みたいな一介の女子社員なんかがいたら、かなり目立っちゃう。

「ここなら、大丈夫よね……」

　もしかしたら、部屋から出てくるかもしれないし。まあ、出てこないかもしれないけど……。やっぱり、訪ねてみようかな？　いやいや、それは公私混同すぎるよね。どうしよう！

　ここまで来たのに、あと一歩の勇気が出ない。オロオロしていると、社長室のドアが開いて、洸輝が出てきた。

　やった！と思ったのも束の間、彼は、社内では見かけたことがないオジサマと一緒だった。誰なの？　雰囲気からして、オジサマは偉い人には間違いなさそう。洸輝が、かなり気を遣っている感じがする。

「いやいや、君がここまで男前とは知らなかった」

「とんでもないです」

　洸輝は愛想笑いを浮かべて、その人に先を譲った。

「うちの娘が、さぞ喜ぶだろうな。……結婚の話、前向きに考えてくれよ？」

　結婚!?　い、今、〝結婚〟って言った？

「……あの、そのことですが――」

　愛想笑いから一転、洸輝は真顔になり、背すじを伸ばして立ち止まった。

　だけど、それを遮さえぎるように、そのオジサマは上機嫌に続ける。

「会長の了承は得てある。企業の発展のために、この結婚を成功させようとね」

　もしかして、もしかして、それって……。

　あ然としている私に、洸輝が気づき、驚いた顔をした。

　あまりの衝撃的な話に、柱から身体を覗かせてしまっていた。私はとっさにもう一度身を隠しながら、今見た光景のことを考える。

　……この話って、いわゆる政略結婚ってやつよね。会長の命令で、取引先のご令嬢か誰かと。それなら、会長からのお許しも出たと。私じゃ到底もらえない、結婚のお許しを。

　なんだ、そういうことか。政略結婚の話が出たから、洸輝は私たちの家を出たんだ。ものすごくショックなはずなのに、私の頭は妙に冷静だった。

　そうよね。他の女と同棲しているなんて、まずいわよね。

　その人と洸輝が結婚すれば、会社ももっと発展する。それは、つねづね洸輝が目標にしていることだ。

　ふたりが話し込んでいる隙をつき、急いでエレベーターに乗り込む。扉が閉まる間際、またあのオジサマの高笑いが聞こえた。

「いやいや、広世商事の社長と、松まつ島しま商しょう事じ社長のひとり娘の結婚。これは話題になるぞ～」










光太との再会




　政略結婚……。

　そういう話があるならあるで、なんで言ってくれないの？

　不安に包まれながらも、かすかな期待を込めて洸輝からの連絡を待っていたのに、結局、何もない。

　途方に暮れるとは、このことかも。

　仕事帰り、街をフラフラと歩いていると、不意に懐かしい声が聞こえて、私は立ち止まった。

「亜美？」

「こ、光太……？」

　振り返ると、そこにはスーツ姿の私の元彼――光太が立っていた。

「久しぶりだな、亜美」

「うん。久しぶり……パーティー以来だね」

　一度は結婚したいと思った人。そして、私を裏切った人。今は、別の女性と幸せを築いている人。――こうやって話すと、やっぱり緊張する。

「社長の彼と、結婚したのかよ？」

「ううん。私は……」

　通り過ぎる人の波の中で、私たちはぎこちなく向かい合った。

　そして、私は光太に洸輝とのことを話していた。もう割り切った関係になっている相手だからこそ、さっきのショックをここで吐き出したかった。

「マジかよ……すごいな。政略結婚とか、世界が違う感じがする」

「でしょ？　私の魔法ももう終わり。シンデレラには、なれそうもないや。光太は、ちゃんとパパしているの？」

　問いかけた私を、光太は突然抱き締めた。

「光太!?　ちょっと、何するの……？」

　一瞬、自分の身に何が起こったのかわからなかったけれど、久しぶりに感じる光太の体温に、私は一気に鼓動が高まるのを感じた。

「……実は、浮気相手の子供、オレの子じゃなかったんだ」

「え？　どういうこと？」

「最初から、もしかしたらオレの子供じゃないかもとは言われてた。相手とはさんざん話し合って、それを確認して別れてたんだ」

　そんな……。そんなことってあるの？

「それで、生まれてから連絡をもらったんだけど、やっぱり血液型は合わなかった」

　そう言って、光太は腕の力を強める。

「死ぬほど後悔してるんだ。亜美のことが、今でも忘れられない。部屋も引っ越して、自分の中でけじめをつけた」

　この状況のすべてに驚き、私は戸惑いを隠せない。こんな街中で抱き締められたんじゃ、目立ってしょうがないのに、光太は私を離そうとしなかった。

「なあ、亜美。どんなに謝っても謝りきれないけど、もう一度チャンスが欲しい」

「チャンス……？」

「やり直してほしいんだ。もう一度、結婚を前提として」

「えっ!?　そんな……」

　すると、ようやく光太は私から身体を離し、自分の名刺の裏に何かを書いて、私に手渡してきた。

「これ、オレの今の番号。亜美からの返事、待ってるから」

「でも、私、洸輝と……」

「彼氏、政略結婚するんだろ？　オレは、二度とお前を裏切らない。彼ほどの金はないけど、必ず亜美を幸せにするから」




　光太と別れてひとり、洸輝の部屋へ向かいながら、まだ夢を見ているような気分だった。今頃になって、あのときの事実を知るなんて……。

　おまけに光太は今でも、私を忘れられないと言う。

　放心状態で家へ戻ると、久しぶりに洸輝が帰ってきていた。

「洸輝……」

「ただいま」

「お、おかえりなさい……」

　なんだか後ろめたくて、つい目をそらしてしまう。

「亜美、さっき一緒にいたのは誰だ？」

　洸輝は怖いくらいに低い声で聞きながら、きつい視線を私に向けてくる。

「え？」

「さっき、誰かといたろ？　車から見えた」

　光太といるところを見られていたの？　一瞬、私は青ざめる。

　だけど、私ばかりが尋問されているって、何かおかしくない？　私だって洸輝の政略結婚のことや、家を出ていた理由を聞きたいのに。

　その理不尽さに気づいて、気を取り直した。

「……たまたま会っただけよ」

　努めて冷静に答えると、洸輝の表情はさらに険しくなる。それを見て、私も少し狼ろう狽ばいした。

「元彼と？　たまたま会っただけで、抱き合うのか？」

「あ、あれは、光太が一方的に……」

　そこまで見られていたとは思わなかった。しどろもどろになってしまう私にますます不信感を募らせたようで、洸輝は唇を噛み締めている。

　洸輝が怒っているのはわかるけど、私だって負けてはいられない。今日、会社で見た光景のことが、つい口をついて出てしまった。

「だけど、洸輝だって人のこと言えないでしょ？　なんなの？　結婚って」

　動揺したように、洸輝の目が泳いだ。

「……あれは、オヤジが勝手に決めたんだよ。オレは断るつもりだから」

　私を見つめる目には、焦りも感じられる。

「そうやって、口じゃなんとでも言えるわよね？　じゃあ、事情も話さずに一週間も帰らなかったのはなんで？」

　私がお返しをするように問い詰める。

「そ、それは……」

　洸輝が言葉に詰まるなんて、きっと、よほどの事情があるんだろう。しかも、決してよくない事情が。

「……言えないようなことなのね？」

　問いかけると、洸輝は苦渋に満ちた顔をした。

「そうじゃない。ただ、今はまだ言えないんだ……」

　俯く洸輝に、私は今までの胸のつかえを吐き出すように感情を爆発させる。

「なんなの、その曖昧な答え方は！　そうよね。所詮私と洸輝じゃ、釣り合わないのよ。はっきり言えばいいじゃない。社長令嬢と結婚するって」

　すると洸輝も、感情をあらわにしてきた。

「そんなことを言いたいんじゃない！　だいたい、釣り合うとか釣り合わないとか、そんなこと関係ないだろ？」

「関係あるわよ。会長からは反対されてるし、公おおやけの場で声をかけることすら禁止されてるのよ？　それに……私ね、光太から『やり直したい』って言われたの」

　こんなことを言ってどうするんだろう。

　私は別に、光太とやり直したいと思っているわけじゃないし、洸輝を動揺させるようなことを言いたいわけでもないのに、歯止めがきかない。

「なんだよ、それ……」

　案の定、洸輝の声が震えている。

「浮気相手の赤ちゃんね、光太の子じゃなかったんだって。だからね、そもそも彼女と結婚していなかったの」

「……だから？　亜美はどうしたいんだ？」

　洸輝は私の顔を、気迫に満ちた目でまっすぐ見つめた。

「だから、もう一度、夢を見直そうと思って」

　言ってはいけない。そう思うのに、止められない。

「夢って……」

　初めて見る、洸輝の愕がく然ぜんとした表情。

「光太と結婚して、光太の赤ちゃんを産むこと。それが、一年前までの私の夢」

「ちょっと待てよ。そんなことを急に言われて、納得できるわけないだろ？」

「してよ。納得して。私、もう疲れたの。こんな身分違いの恋愛に」

　つらいの。人前で声をかけるなと言われたこと。周囲からイヤな視線を向けられること。私たちの関係を知っている会長が、政略結婚を進めようとしていること。そして、洸輝が何かを隠していること。それらに考えを巡らせ続けることに、私は疲れきってしまった。

「さようなら。お互い、元いた世界に戻ろう？　洸輝はＶＩＰの世界、私は庶民の世界に」

　洸輝の生活色を、極端に変えたくなかったから、このマンションへ引っ越してきたとき、元々持っていた家具類はすべて処分した。だから、一年間同棲していたというのに、服を整理するくらいで私の荷物は片付いてしまう。

　バッグに服を詰め込む私の後ろから、洸輝が震える声で言った。

「……オレが社長じゃなければ、亜美はそんなふうに思わなかった？」

　違うよ。社長でも、社長じゃなくても、私は洸輝が好き。だけど、一度夢見た幸せが崩れていくあの絶望感は、光太のときで、うんざり。もう二度と傷つきたくないの。

「どこに行くつもりなんだ？」

　黙ったままの私に、洸輝は感情を押し殺した声で違う質問をしてきた。

「光太のところよ」

　そんなつもりはないのに、気づいたらそう口走っていた。

　荷物を詰めたバッグを肩にかけたとき、重みでよろけた私を、洸輝がとっさに支えてくれる。

「あ、ありがと……」

　この手の温もり、フワッと漂う大人の香り。忘れるまでには、相当時間がかかりそうだ。涙を堪えながら、私はもう一度洸輝と正面から向き合った。

　洸輝は青ざめた顔で、私をぼうっと見ている。それだけ、私が追い詰めているのかと思うと、罪悪感に苛さいなまれる。でも、言葉を撤回するつもりはなかった。

「じゃあね。洸輝。……私、会社も辞めるから。洸輝との繋がり、すべて断ち切りたいの」

　私を支えるその手を振り払って、部屋を出る。エレベーターは最上階に来ていて、すぐに乗り込むことができた。一階に着くと、飛び出すようにエントランスを抜けた私は最後に、洸輝との甘い思い出が残るマンションを見上げた。

　こんな夜に、私はどこへ行くつもりよ。本当に、光太の家に行くわけにはいかないし……。そんなことを考えていたとき。

「亜美、待って」

　肌寒い秋口だというのに、上着も着ないで出てきたのは、洸輝だった。

「オレが出ていくから、亜美は家にいろよ」

　肩で息をする洸輝は、よほど急いで追いかけてきてくれたらしい。私がまだ近くにいて、ホッとしたようだった。そんな洸輝の姿に、私はまた自己嫌悪に陥ってしまう。

　大好きな洸輝に、なんてことをさせて、なんてことを言わせているんだろう。

　洸輝を追い出して私が残るなんて、できるはずがない。

　さすがに首を横に振って断ると、彼はそれ以上に大きく首を振った。

「元彼のところになんか、行かせるわけないだろ？　オレ、しばらく実家に帰るよ。だから、亜美はこのまま、ここにいてほしい」

　洸輝はそう言って、ふっと微笑んだ。

「オレは、亜美と結婚したい。だから今回の話は、必ず断ってくる」

　決意したかのように、きっぱりと言いきる洸輝。

　その言葉に嬉しさが込み上げるけど、まだ笑顔を浮かべることはできなかった。

「洸輝、私と結婚したいって、思ってくれてる？　本当に……？」

　確かめるように、ゆっくりと言葉を噛み締めるように言う。洸輝は、力強く頷いた。

「だから、お前を他の男のもとへは行かせない」

　いつか夢見た、好きな人との結婚。その夢を、本当に洸輝と叶えられるの……？

「どのみち、オヤジとは話さないといけないから」

　洸輝の言葉から感じる強い意志に、不安が和らいでいき――私はついに、彼の想いに甘えることにした。

「信じて待ってろ。亜美が元彼と果たせなかった夢は、必ずオレと叶えよう」

　洸輝はそう言うと、私を抱き締めた。

　優しく髪を撫でながら、ぎゅっと強く。










光太のキス




　恋愛は、お互いがお互いを好きなら、何も問題なんて起きないと思っていた。どんな困難も、ふたりで絶対に乗り越えられるって。だけど私が甘かった。世の中には、どうしようもないことがあるって、思い知らされた気がする。

　洸輝と約束したあの日から三日後、松島商事の社長令嬢と洸輝の婚約が発表された。社内はその話題で持ち切り。でも、私には洸輝からの言い訳すらない。

　やっぱり私って、幸せになれない運命なのかな……。

「あ～、やっぱり社長は、社長令嬢と結婚するんだね～」

「あったり前じゃん。所詮、ただのＯＬじゃ、勝ち目はないってことよ」

「そういえば、相手の人、超美人らしいよ？」

「さすが～!!」

　ああ、もう耐えられなくなりそう。わざと聞こえるように、私のほうを向いて嫌味を言っている女子社員。

　口を動かさずに、手を動かしなさいよ！　人の不幸が、そんなに面白いわけ!?

　反応を楽しんでいるのか、私のほうをチラチラと見てくるのがまたムカつく。

　今日は、部長から会議資料の作成を山のように頼まれている。それを自分史上最速のスピードで、私は片付けていく。だんだんと、私の仕事スキルも上がっていると思う。そんな私を、唯一、心配そうに見ていたのは、ちーちゃんだった。

「亜美、ちょっといい？」

　そっと後ろから囁ささやくように、ちーちゃんが私を呼んだ。

「どうしたの？」

　彼女の姿を見ると、少しだけ心が落ち着く。

「こっちに来て」

　人目につかない書庫に、私は連れていかれた。

「亜美。さっき秘書の人から聞いたんだけど、今ここに、会長が来てるみたいよ？」

「会長が？」

「社長の婚約の話じゃないの？」

「そっか……順調に進んでいるみたいね」

　わざと強がってみせたけど、本当は大きく動揺している。

　なんで、洸輝は私に何も言ってくれないんだろう。言い訳でもいいから、してほしいのに。キッと私の目を見て、ちーちゃんが言う。

「ねえ、亜美。このままでいいの？」

「仕方ないのよ。どうにもならないこともあるんだってこと」

　そんな私に、ちーちゃんはまるで納得していない。

「ちゃんと、社長と向き合ったほうがいいよ」

「向き合ってどうなるの？　もう婚約発表はされたのよ？　今私が騒いだところで、洸輝にただ迷惑をかけるだけでしょ」

　私だって、話せるものなら話したい。だけど、肝心の本人から連絡がないのだから、諦めろと言われているのと同じだ。

「洸輝は何も言ってこないんだよ？　……私、切り捨てられたんじゃないかって、不安で……」

「だから、それを社長にぶつけてみたら？」

「ぶつけたところで、どうにもならないよ……。ちーちゃん、いいの。私はもう、会社も辞めるし」

　そう言うと、ちーちゃんは説得するようにきっぱりと言った。

「だったら、なおさら言うべきよ。捨てるものがないんでしょ？」

　真剣な彼女の顔に、心が揺れる。

「いつまでも引きずらないために、きちんと気持ちを整理したほうがいい」

『引きずらないために』――言われてみれば、光太のことも、なんだかんだでずっと引きずってしまっていた。

　また、同じことをやってしまうのはイヤだ。

「……そっか。そうだね。ちゃんと言うべきかな。家も出ないといけないし」

　あのムカつく会長にも、ひと言言ってやろうか。

　ちーちゃんに背中を押されて、私は社長室へ向かった。

　会長や社長の話し合いの場に乗り込むＯＬなんて、きっと私くらいだろうな。

　ガランとして静かなはずのフロアでエレベーターを降りると、怒鳴り声が聞こえてきて、私は慌てて柱の陰に身を隠す。

　社長室のドアの前で、洸輝と会長が言い争っていた。

「オヤジ！　なんで勝手なことをしたんだよ！」

　今まで聞いたこともないくらい、怒っている洸輝の声。

「これくらいしないと、お前はわからないだろ？　いいか、これは会社のためなんだ」

　洸輝とは対照的に、会長は至って冷静だ。

「だからって、こんな無理やりな婚約はないだろ!?」

「お前があの内田って子と結婚したいと言い出すからだ。目を覚ませ。お前はこの会社の社長だぞ？」

　結婚したいって、私と？　洸輝がその話を、会長にしたっていうの？

　ただ政略結婚を拒否しているだけだと思っていた私は、驚いた。

「まったく、このあいだ久々に戻ってきたと思ったら、いきなり彼女と結婚したいなんて言って、一週間も粘るんだからな」

　ちょっと待って。あの突然の家出は、私との結婚の意志表明をしに行っていたってわけ？

「仕方ないだろ？　亜美は社内でも嫌がらせをされているらしいし……オレの力で、守りたいんだよ」

　洸輝の言葉に、私は息を呑んだ。嘘……。いつの間に知っていたんだろう。

「それは可哀想になぁ。でもそれは、お前とつき合っているからだ」

　しばしの沈黙のあと、洸輝の低い声が聞こえてきた。

「……なんで、亜美じゃダメなんだよ？　オレが好きなのは、あいつなんだ」

「会社の経営拡大のためだ。いいか洸輝、よく考えろ。何千人という従業員を、お前は守らなければならないんだぞ？」

　その台詞が、私の胸に突き刺さった。

　そうか、そうだよね。洸輝の肩には、たくさんの人の未来がかかっている。

　私には、そんな大それたものを洸輝と一緒に背負っていくことなんてできない。

「諦めろ、洸輝。お前は社長だ。一番に優先するべきは、会社を守ることなんだ。そのためにも、早く別れてやれ。彼女を本当に守りたいなら……それも愛情だ」

「そんな愛情ってあるかよ……」

　絶望に満ちた洸輝の声が聞こえる。

　今、わかった。洸輝が私に言い訳をしないのは、私とのことを諦めていないからなんだって。洸輝は、社長令嬢と婚約するつもりなんてない。だから、言い訳をする必要もない。そういうことなんでしょ？

　洸輝の気持ちはちゃんと伝わった。ありがとう。私との未来、ちゃんと考えてくれていて。だから、私から、さよならを言うね。あなたのことが好きだから。もうこれ以上、あなたに苦しんでほしくない。

　静かに決意して、私は社長室のあるフロアをあとにした。




　荷物を片付けていると、洸輝が帰ってきた。

「亜美、いるか？」

「うん。いるよ」

　ほら、やっぱり今日は戻ってきた。そんな予感がしていたんだ。

「……亜美。お前、何してるんだ？」

「荷造り。やっぱり私、ここを出ていくから」

「なんでだよ!?」

　慌てたように、洸輝は私のそばへ駆け寄る。

「婚約の話をすぐに説明できなかったのは悪かった。オヤジを説得することに夢中だったんだ。でも、あの話は絶対に断るから……だから、気にしないでほしい」

「違う。婚約の話は関係ないよ？」

　私は、わざと明るくふるまった。これ以上、気持ちを悟られてはいけない。そうしないと、洸輝はまた、私のために無理をすると思うから。

「じゃあ、なんでだよ」

「私ね、やっぱり違ってたって気づいたの。こういう場所は、疲れるんだ」

「どういう意味だ？」

　軽い口調で答える私とは対照的に、洸輝の声は沈んでいる。

「彼氏は社長で、高級マンションに住んで……こんな生活、私には、どう考えても重荷なの」

　洸輝、私を見損なって。憎まれてもいい。それがあなたにとって、一番いいと思うから。私が、洸輝の足を引っ張っちゃダメなの。

「洸輝、ありがと。いい夢を見させてくれて。私は、私の世界に戻るね」

「世界って……。亜美とオレで、違うところなんてないだろ？」

「違うよ。違いすぎる」

　洸輝には、何よりも大切にするべきものがあるんだから。私じゃない人と、それを守っていって。

「ずっと前から感じてたの。洸輝といる私は、自分らしくないって。自分自身を偽ってるって」

「……だから、出ていくのか？」

「うん。出ていくだけじゃないよ。……別れよう。私たち」

　洸輝の表情が、固まったのがわかる。

「別れるって……オレと？」

「当たり前じゃない。他に誰がいるのよ」

　私は、わざと笑ってみせた。

「私ね、もう洸輝に愛情がないの。いろいろと疲れちゃって、好きって気持ちが失せちゃった」

　私の話を聞きながら、洸輝は何も言わずに目をそらした。

「だから、バイバイ。さよなら……」

　荷物を肩にかけて、私は部屋を出た。ドアを閉めた瞬間、涙が溢れてくる。

　嘘だからね。洸輝に今言ったことは、全部嘘だから。私は、あなたが好き。大好きで、一緒にいられるだけで幸せで、自分らしくいられて……。だから本当は、別れたくなんかない。さよならなんてしたくない。

　でも、ダメなんだよ。私が洸輝のそばにいちゃ……。




　あてもなく歩いていたつもりで、無意識に光太の家の方向へ向かっていたらしい。

　仕事帰りの光太に、またもやばったり出くわしてしまった。

「光太!?」

　驚いて、私は弾かれたように彼の名前を呼んでいた。

「亜美!?　どうしたんだよ、その荷物」

　私の肩にかかった大きなスポーツバッグに、光太は目を丸くしている。

「実はね……」

　まさか、またこんなタイミングで会うなんて。やっぱり私たち、何かの縁があるのかな。

　私は光太にすべてを説明した。涙はいつの間にか止まっていたけど、話していると切なさが込み上げてくる。

「そっか。……亜美らしいな。そんなふうに考えるのは」

「えっ？　そう思う？」

「ああ。何年、一緒にいたと思ってるんだよ」

　小さく笑う光太は、昔と変わらない。そして、私の気持ちを受け止めてくれるところも。

「なあ、亜美。オレの家に来ないか？」

「光太の？」

「うん。行くとこないんだろ？　一緒に帰ろう」

　一緒に帰る……。それは一年前、私が強く望んでいたことだ。

「……やっぱり、イヤか？」

　返事をせずに目を伏せていると、光太が私の顔を覗き込んできた。

　イヤなんてことはない。だって、ずっと好きだった人だから。結婚したかったくらいに。だけどここで頷いたら、ただ光太を利用しているだけになってしまう。洸輝を忘れるために、昔の彼女という立場に甘えているだけに。

　でも、今の私には、このままひとりになる勇気もなかった。

「ううん。イヤじゃない。私、光太の家に行く」

　そう言って見上げた瞬間、光太の唇が、私の唇に重なった。

　唐突なキスにただ驚き、目を閉じられずにいる私から、光太はそっと唇を離す。

「ごめん。つらそうな亜美を見てたら、つい……」

「……私、そういうつもりじゃなかったんだけど」

　軽々しく、家へ行くなんて言わなければよかったかもしれない。

　結局いつも、自分の甘えで大切な人、大切だった人を振り回している気がする。

「本当にごめん。過去のことも含めて、許してほしいとは言わない。だけど、このあいだ言ったように、もう一回チャンスが欲しいんだ」

　気まずそうに言った光太が、また少し強引に私の唇を求める。反射的に身体を押し返そうとするも、体格のいい光太を引き離すことができなかった。どうしたらいいんだろう……困っていると、光太の背中越しに洸輝の姿が見えた。息を切らして、呆然とこっちを見ている。

　もしかして、追いかけてきてくれたの？　私は自分の状況も忘れて、洸輝から目が離せなかった。

「亜美？」

　固まる私の様子に気がついた光太は、ゆっくりと振り返った。

「あれ、洸輝さんだろ？」

　目に入った光景に、光太は少し狼狽うろたえている。

「……お願い、光太。私を、抱き締めて」

「え？」

　当惑する光太に、私は強い口調で言った。

「お願い！」

「わ、わかった」

　私の剣幕に圧倒された光太が、慌てて私を抱き締める。その腕の中で、私は涙を堪えた。

　ごめんね、洸輝。私のことを最低な女だと思って嫌いになって。ひどいヤツだったって、そう思って。そして、私を忘れて。

　しばらくして、光太から身を離したときには、洸輝の姿はどこにもなかった。










社長とＯＬ




　結局、私は光太の家へやってきた。

　以前に住んでいたところと同じような雰囲気の、年季が入った二階建てのアパートだ。二階中央の部屋に案内され、思わず立ち止まる。

　本当に入っていいのかな……。二の足を踏んでいると、光太はゆっくりと私を誘導した。

「おいで」

「う、うん……」

　そのまま手を引かれ、部屋へと入る。

「ベッド、変わったろ？　まだ新しくて綺麗だから、今夜は亜美が使えよ」

　その言葉に光太のほうを振り返ると、彼はぎこちなく笑いながら床に座った。

「あ、ありがとう……」

　感謝しつつ、ゆっくりとベッドに腰を下ろす。

「……そのベッドで、オレは誰も抱いてないから」

　呟くように言って、光太は押入れから予備の布団を出し、床に敷いた。

「風呂、先に使っていいよ。さっぱりしたいだろ？」

　光太の気遣いの言葉に、私は笑顔で返事をする。

「ありがとう。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらうね」

　あたたかいシャワーを浴びて、心が徐々にほぐれていくのを感じる。

　その後しばらくして光太もお風呂からあがり、人心地ついた私たちは、それぞれベッドと布団に潜り込んだ。

「電気消すぞ、亜美」

「うん……本当にありがとう、光太」

　暗くなった部屋の中で改めて思う。今夜、光太に会えてよかった。

「もし去年、オレたちが結婚してたら、こうやってふたりでいるのが、当たり前だったんだよな」

　ふと呟かれて、ドキッとする。

「うん……。そうだよね」

　そうよ。予定通りに結婚していたら、一緒にいるのは当たり前だったんだ。

　こうやってふたりでいると、その光景を想像してしまう。

「今さら謝ったって遅いけど、ずっと後悔してた。亜美を傷つけたこと」

　光太はこちらに背を向けているから表情は見えないけれど、真剣な気持ちは口調で伝わってくる。

「うん。私もショックだった。だって、光太を本気で好きだったから」

　それが本当の気持ち。でもその傷は、洸輝が癒してくれたんだ。そして今、洸輝を忘れるために、私はまた、光太のそばにいる。一番いいかげんなのは、私だ。

「亜美、オレを利用してくれていいから」

「え？」

　私に背を向けて寝たまま、光太は言った。

「それがオレなりの、亜美につらい思いをさせたことへの罪滅ぼしだから」

「……ありがと」

「今度こそ寝よう。おやすみ、亜美」

「うん。おやすみ」

　こんなに光太の優しさに甘えながら……それでも私は、洸輝に会いたいと思ってしまっていた。本当、私って最低な女だ。




　――スズメの声が聞こえる？

　おかしいな。スズメが飛んでこられる高さじゃないのに……。

「亜美、おはよ」

「あ、おはよ。光太……」

　ああ、そうだ。ここは、光太の家だった……。

　私はゆっくり起き上がり、ベッドから下りる。

「朝飯、用意しといたから」

「光太が作ったの？　すごい！」

　私は、少し気恥ずかしくてそらしていた視線を光太に向けた。

「ハハ……亜美、不器用だし、この程度の料理すらできなかったもんな。じゃあオレ、仕事早いから先に行くな？」

「うん。ありがと……美味しそう」

　テーブルには、目玉焼きにハム。そして生野菜のサラダが置かれている。シンプルな白い食器に、綺麗に盛りつけられていた。

「あっ、そうだ亜美。今夜は早く帰れそうだから」

「本当？　じゃあ、私も仕事、できるだけ早く切り上げるね」

　手を軽く振って出ていく光太を見送りながら、ため息が出てしまう。自然に会話ができることは嬉しいけど、昔のような気持ちにはなれない。大丈夫だよね？　光太は私があんなに好きな人だったんだから。また、元の私たちに戻れるよね？

　光太が用意してくれた朝食を食べていたら、切なくなってきた。この優しさに、私は本当に応えられるのかなって。




　会社に着いて、ぼんやりとした頭でパソコンを立ち上げる。

　もう、仕事を頑張る気にもなれない。……今夜にでも、退職届を書こう。早く辞めたい。洸輝と同じビルでなんか、これ以上働けない。

　しかも今日は、月に一回の社長朝礼の日だ。洸輝がやってくると思うと、憂鬱な気分がどんどん増していった。

「よーし！　朝礼を始めるぞー」

　部長の声で、みんなが一斉に席を立つ。前方には、洸輝が立っていた。

　ちょっと顔色悪くない？　大丈夫かな？　私が心配してもしょうがないのに、つい考えてしまう。

「みなさん、おはようございます。今日の朝礼では……」

　洸輝は、会社の業績についてだとかの話をしているけど、私にとっては内容なんてどうでもよくて、ただ声が聞けるだけでこんなにも嬉しい。

　……って何を考えてんのよ、私。まだ、離れて一日しか経ってないのよ？　今からこんなんで、どうするんだろ……。

　朝礼が終わり、フロアを出ていこうとする洸輝と目が合う。以前に同じことがあったときには、優しく微笑んでくれた彼が、今日は表情ひとつ変えず、私から視線を外した。

　バカだな……。自分からさよならを言ったくせに、目をそらされてこんなに傷ついているなんて。私と洸輝は、もう恋人同士じゃないのよ。ただのＯＬと社長。そもそも、縁があることがおかしかったんだから。だから忘れよう。夢を見ていただけ。淡い恋の夢を。そして、もう現実に戻らなきゃ。洸輝と出会う前までの私に。




　夜、会社を出てすぐの場所で洸輝の車を見かけた。ハザードランプをつけたまま停まっている。今日は、自分の車で出勤してきたみたい。私の退社時間と同じ時間に会社を出るなんて、珍しく早いんだなと思ったら、綺麗な女の人が車に近づいた。

　横顔しか見えなかったけど、大人っぽい感じの美人。あの人が洸輝の婚約者なんだって、すぐにわかった。だって、私の特等席だった助手席に乗り込んだから。

　待ち合わせをしていたんだ……。

　それからすぐに、車は夜の街へと消えていった。




　ふたりはあれから、どこへ行ったんだろう。今頃、何をしているの？　まさか、ベッドにはいないよね……？　でも、結婚するなら、そうなっていてもおかしくないのか……。でも、やっぱりまだやめて！　イヤ。それは、とってもイヤ。

「……美。亜美！」

「あっ、光太……ごめん」

　いけない。光太の家に帰ってからも、私はぼーっとしてしまっていた。

　せっかく光太とゆっくりできるのに。思い出しちゃダメ!!

　ベッドに腰かけて、意識を切り替えようとしていると、光太が口を開いた。

「……亜美、キスしていい？」

「えっ!?」

「今、洸輝さんのこと考えてたろ？　……少しだけでも、オレのことを考えてほしいんだ……」

　そう言うと返事も聞かずに、光太はそっと唇を重ねてくる。私も今度は、抵抗しなかった。

　四年の間、何度もされたキス。いつもドキドキしていたけど、今は何も感じない。

　徐々に深くなっていくキスとともに、私はゆっくりと、その場に押し倒された。懐かしい。この感じは、確かに光太だ。癖というか、手順は、全然変わっていない。

「いい？　亜美。服、脱がすよ？」

「……うん。いいよ……」

　ごめんね、光太。昔みたいには、ときめかないの。でも、こうすることが洸輝を忘れる一番の方法だと思うから、抱いて。私を、昔みたいに力強く抱いて……。そうすれば、そのうちまた慣れる。昔みたいに光太に抱かれていたいって、思えるようになるよ。きっと……。

　光太が、もう一度私に口づけながら、服に手をかける。

　ほんの少しの辛抱だと、自分に言い聞かせたときだった。突然、光太はキスをやめて、私から身体を離した。

「やっぱりやめる」

「え？　な、なんで？」

　思わず起き上がった私に、光太はそっけない視線を向けた。

「嫌々、抱かれてほしくないから」

「あ……」

　気がついていた……？

「四年間、一緒にいたんだからな。亜美のことは、よくわかってるつもりだよ」

　そう言うと、光太はテレビの電源を入れて、私に背を向けてしまった。

「亜美が、あの頃みたいに幸せそうな顔をしてくれるまでは、これ以上はしない」

「ごめん……。ごめんね」

　そうよね。私だって、嫌々抱いてほしくないもん。光太も同じだよね。

　しばらく黙ったまま、自己嫌悪で俯いている私の頭を、光太は優しく撫でる。

「謝るなって。オレが贅ぜい沢たくを言ってるだけだから」

　私が顔を上げると、そこには、つき合っていた頃と変わらない笑顔があった。

「ううん。私が、自己中なんだよ……」

　もう。本当に情けなくなる。どこまで私は自分勝手なんだろう。こんなに光太に気を遣わせて……。

「違うって。悪いのはオレ」

「ううん。私！」

　そんなやりとりをしていると、だんだんおかしくなって、ふたりで同時に吹き出した。それからしばらく、私たちは笑い合っていた。

「やっと、自然に笑ってくれた」

「え？」

　光太はちょっと困ったような笑みを浮かべて、私にそう言う。

「今だけ、忘れられたろ？　洸輝さんを」

「……うん。忘れてた」

　あの頃から変わらない光太の優しさに、気持ちが穏やかになっていくのを感じる。

「光太……。これは嘘じゃないよ。本当の私の気持ち」

　私は光太の唇に、そっと自分の唇を重ねた。唇を離すと、光太が驚いた顔で私を見ていた。

「……びっくりした。つき合ってるときでも、亜美からキスしてくれることなんてなかったのにな」

「そうだったっけ？」

　それくらい光太から、たくさんキスをしてくれていたんだよ。

「亜美、オレは今でも、お前が好きだから」

「うん」

　そして私たちは、もう一度、何かを確かめ合うようにキスをした。




　私たちがキスを重ねている間に、私のスマホには一通のメールが来ていた。

　送り主は洸輝。

【婚約披露パーティーに来てほしい。彼も同伴でかまわないから。また改めて、招待状は送る】――そう、書かれていたのだった。










婚約披露パーティー




「えっ!?　ちーちゃんも呼ばれたの？」

「うん。役員はみんな出席するみたいだから、秘書チームの私もってことだとは思うけど。パーティーって二週間後でしょ？　結構、慌ただしい感じよね。場所はボヌール迎げい賓ひん館かんを貸し切りだって」

「そうなんだ……」

　始業前の貴重な数分。さっそく昨日のメールの内容をちーちゃんに報告すると、そんな答えが返ってきた。てっきり、私だから呼ばれたのかと思っていたけれど、それはただの自惚れだったみたい。

「それより、いいの？　光太くんのこと」

　その質問で、ハッと我に返る。

「いいの。彼は、私が四年間好きだった人よ？　また思い出せるよ。あのときの気持ち……」

　自分に言い聞かせるように答えた。身体の繋がりを取り戻すには、少し時間がかかりそうだけど……。

「ふうん。まあ、亜美がいいならよしとするか」

「ありがと、ちーちゃん。じゃあ私、資料運び頼まれてるから、行ってくるね」

「はぁい。いってらっしゃい」

　それ以上深く追及してくることもなく、話を切り上げてくれる彼女に感謝しつつ、私は資料を抱えてフロアを出ると、裏の階段へと向かった。

　駆け上がろうとしたそのとき、上から足早に下りてきたのは――洸輝だった。

「亜美……」

　思わず、階段にかけた足を下ろす。自分の表情が強張っているのがわかった。

「大変だな。それ、全部持っていくのか？」

「あ、う、うん。部長に頼まれて……」

　山積みの資料に目を落とした洸輝は、苦笑いをした。

「部長、人を使いすぎだよな」

「でしょ？　私もそう思う」

　普通に会話できていることに安心する。それに、洸輝の笑顔を見られるのがこんなに嬉しいなんて。甘酸っぱい気持ちに胸が詰まる。

「あ、そうだ亜美。メール見てくれたか？」

「う、うん。ごめんね。返事してなくて」

　というより、できなかったっていうほうが正解かもしれない。

　だって、ただでさえ、好きな人の婚約披露パーティーなんてつらすぎるのに……。

「来てくれるだろ？」

「うん……社長命令だから、仕方ないかな？」

　ぎこちなく笑いながらそう答えると、洸輝はなぜだかホッとしたような顔をした。その反応に、ちょっと傷つく自分がいる。

　私に出席してほしいの？　洸輝って、そんな無神経な人だったっけ？

「光太も一緒に行くから。誘ってくれて嬉しい」

　半分嫌味も込めて、そんな言い方をしてみた。

　嬉しいはずないじゃない。他の社員も招待されている中で、私ひとり欠席するわけにはいかないから、出席するだけ。でも、洸輝には私の皮肉は、まるで通じなかったようだった。

「ありがとう。当日、待ってるからな」

「うん。必ず行くわ」

　洸輝は私の返事に笑みを浮かべて、階段を駆け下りていった。

　気は重いけど、洸輝を吹っ切るには、ちょうどいいかもしれない……。うん、そうだ。行こう。正直、まだ迷いがあったけれど、私はパーティーへ行く決心をした。




　――そして、パーティー当日。

　何、これ!?　会場に着くなり、あまりの豪華さに、私だけじゃなく、光太もちーちゃんも固まった。

「うわあ……社長の婚約披露パーティーって、こんなにスゲーのか……」

　目を見開いている光太の横で、ちーちゃんが頷く。

「さすがって感じね……」

「オレ、本当に来てよかったのかな？　まったくの部外者なのに……」

　光太が、圧倒されたように声を震わせる。それを言うなら、私だって同じだ。洸輝の婚約披露パーティーに招待された理由がわからない。

　それにしても、このあたりでも有名なボヌール迎賓館を全館借り切ってのパーティー。贅沢な雰囲気に、すっかり気圧されてしまう。玄関の天井には巨大なシャンデリア。赤い絨毯も敷かれ、どこから見ても、ＶＩＰなパーティーだ。

「ドレス、借りてきて正解だったね」

「うん。ちーちゃんの言う通りにしてよかった。それにしてもドキドキするね……」

　まるで独り言のように言った私は、このムードに緊張しているのか、それとも、洸輝に会えることに緊張しているのか……自分でもわからなかった。

「亜美、あれ！　社長じゃない？」

「あ……、本当だ」

　ちーちゃんが指差したほうを見ると、メイン会場と思われる部屋の入口で、洸輝が笑顔で来賓に挨拶をしている。

「社長！　本日はおめでとうございます！」

　ちーちゃんの呼びかけで、洸輝が私たちに気づいた。洸輝のもとへ駆け寄るちーちゃんのあとを、私も小走りでついていく。

「ありがとう。休みなのに悪いな」

「とんでもないですよ。こんな場所、普段来られる機会なんてないし。ねえ？　亜美」

「う、うん」

　白いタキシードスーツに身を包んでいる洸輝は、いつもより上機嫌。それにしても、どんなときでも何を着ていても、やっぱり洸輝は、惚れ惚れするほどカッコいい。

「ねえ、洸……社長。〝未来の奥様〟は、どちらですか？」

「未来の奥様？」

　怪訝そうな顔をする洸輝に、私は問い直した。

「ええ。噂の社長令嬢さんは？」

「ああ……。彼女なら、あそこ」

　会場の奥のほうで大勢の人に囲まれている女性は、この前ちらっと見た人に間違いなかった。スラッとした長身の美人で、洸輝と並ぶと、絵に描いたような美男美女だ。

「綺麗な人、ですね……」

　よかったね。あんな綺麗な人と結婚するなら、私のことなんてすぐに忘れられるよ。きらびやかなこの場所に負けないくらい、洸輝と彼女は輝いている。

　パーティーが始まると、場内の会話は、社長令嬢の美貌のことで持ち切りだった。

「社長も、ぞっこんでしょうな」とか、「あれだけ美人だと、社長も人目に触れさせたくないんじゃないか？」とか。そんな声が耳に入ってくる。

　私は、その会話が聞こえないふりをした。光太もずっと黙ったまま。ちーちゃんは、目を輝かせて会場内を見回していた。

　しばらくすると会場のライトが消され、ひな壇にいる洸輝たちの場所にだけ、まばゆい光が差した。それまでざわついていた会場が、急に静かになる。その雰囲気に、私の背すじには緊張が走った。

「皆様、本日は私の婚約披露パーティーへお越しいただき、ありがとうございます」

　マイクを持った洸輝の挨拶が始まり、みんなの視線は彼に集中した。

「ここで、私の未来のパートナーをご紹介します」

　隣で控えめに立つ彼女を、私は直視することができない。

「私にとってかけがえのない女性で……私は心から、彼女のことを愛しています」

　どこからともなく、ピューッと口笛が聞こえた。苦笑しながら、洸輝は話を続ける。

「一生かけて守りたい。そう思える人です」

　洸輝が、そんなふうに思える人なんだね。だけど、よかったねって素直に言ってあげられない。洸輝と一緒に過ごした日々の思い出が蘇って、私は唇を噛み締めた。

「では、皆様にご紹介します」

　そのとき、洸輝と目が合った。

「亜美、オレが結婚したいのは、お前だけだ」

「……えっ……？」

　洸輝の言葉に、一瞬の間のあと、会場が騒然とする。

　――今、なんて言った？

　固まっている私のもとへ、洸輝がゆっくりと歩いてくる。やがて洸輝の動きを追うスポットライトが、私たちふたりを照らした。

　何？　何が起こったの？　会場がざわついていることなど気にも留めない様子で、洸輝はあの、私の大好きな優しい笑顔を浮かべ、こちらを見つめている。

「亜美、愛してる。オレと結婚してくれないか？」

　暗い会場の中、私たちのまわりだけが明るい。だから洸輝の表情がはっきりとわかる。言葉にならない思いに満ちた私の表情も、みんなに見えているんだろう。

　まるで夢の中にいるような感覚に包まれた瞬間――。

「洸輝！　何を言ってるんだ！」

　怒りに震える会長の声が聞こえてきて、その場の空気が一気に凍りついた。洸輝は真剣な表情で、ゆっくりと会長のほうを向く。

「オヤジ、約束するよ。会社は絶対に、今よりもっと大きくする」

　この状況を想定していたようで、彼は至って冷静だった。

「政略結婚なんてしなくても、オレの力で。だから、安心してほしい」

　会長は一瞬何か言いたげに口を開きかけたが、結局、無言で小さくうなだれた。

　そして、もう一度私のほうを振り向いた洸輝は、はっきりと言った。

「亜美。オレと、結婚してください」

　結婚って……私と……？　でも、でも……。

　返事ができずにいる私の背中を、光太が優しく叩く。

「素直になれよ。自分の気持ちに」

「光太……」

　振り向くと、彼はわずかに眉を下げて、切なげに微笑んだ。

「誰のことも気にせず、自分のことだけ考えろ」

　自分のことだけ……。

　それなら、答えは決まっている。

「は、はい。……私と、結婚してくださ……い」

　抑えきれない涙が、とめどなく溢れてくる。

　まさか、ここで自分がプロポーズされるなんて、誰が想像できただろう。ここは、洸輝への想いに別れを告げる場所にするつもりだったのに。

　光太にちらりと目を向けると、彼は寂しそうな笑みを浮かべて頷く。その姿に、さらに涙が込み上げてくる。……ごめんね、光太。そして、本当にありがとう。

　洸輝が優しく、私の目元を拭ってくれる。

「亜美。オレが、どんなときでも守るから。今度こそ……ずっとそばにいてほしい」

「うん……。私も、ずっと洸輝のそばにいたい」

　そう言った私を、洸輝は強く、強く抱き締めた。

　ああ、やっぱり、この温もりじゃないとダメ。この香りじゃないとダメ。いつからか私は、洸輝じゃなければ心からの幸せを感じられなくなっていたんだ。

　突然のプロポーズから、永遠にも感じられるほどの数分が過ぎ、会場の明かりがつく。明るくなっても、しばらく洸輝は、私を離してくれなかった。

　この状況は、どう考えても私が悪者。これから、どんな非難を浴びるんだろう。それを考えると怖いけど、洸輝が一緒にいてくれるなら、私はどんな困難にも立ち向かえる。もう絶対に、逃げようなんて思わない。




　衝撃の告白で、もちろんパーティーは中止。気がついたら、外は暗くなっていた。

「びっくりしましたよ、社長！」

　興奮冷めやらぬちーちゃんが、早口でそう言った。来賓も帰って、会場には私たち四人しか残っていない。さっきまでの騒々しさが、まるで嘘のようだった。

「驚かせてごめんな。でも、オレは初めからこのつもりで、亜美も彼も、そして原田も招待したんだ。オレの決意を、どうしても伝えたくて」

　洸輝の言葉に、ちーちゃんは苦笑いを浮かべた。ため息交じりに、光太が言う。

「あ～あ。やっぱり亜美は取り戻せなかったなぁ」

「本当にごめんね。光太……」

「いいって。もとはと言えば、オレが悪いんだし。……ただ、今度は幸せになれよ？」

　茶目っ気のある笑顔を見せて、彼は私の肩を軽く叩いた。

「うん。ありがとう……」

　光太、私、あなたのこと、大好きだったよ。それは本当だよ……。

　ごめんね。そして、ありがとう。

「それから洸輝さん。絶対に、亜美を離さないでください」

「うん。約束する」

　真剣な光太の言葉に、洸輝は力強く頷いた。

　そして私は、洸輝と一緒に、洸輝のマンションへ帰った。

　――ずっと、戻りたかった場所へ。










本気の甘い夜




「だけど、本当に驚いちゃったよ」

　洸輝のマンションへ帰って、私は久しぶりに、大きな窓から夜景を眺める。

「何に？」

「洸輝の考えに。最初から、私にプロポーズする気で、あのパーティーを開いただなんて……」

　そう。今回のパーティーは、婚約者だった相手にちゃんと説明をした上で決行したらしい。

「よく引き受けてくれたね。あの社長令嬢さん……」

　いくらなんでも体てい裁さいが悪いと思うけど。私みたいな庶民ならともかく、大企業の社長令嬢なのに。すると洸輝は意外なくらいあっさりと言った。

「彼女は優しい人だし……それに、恋人がいるんだ。オレと結婚するために、別れさせられそうになってたらしい」

「そうなの!?」

「うん。だから協力してくれた」

　そうだったんだ……。社長令嬢も、社長のご子息も、その立場なりの苦労があるものなのね……。

「それより、やっとふたりきりになれたんだから、この話はやめにしよう」

　洸輝はそう言うと、後ろから私の身体に腕を回した。

「ありがとな。結婚、承諾してくれて」

「やめてよ。お礼を言われるようなことじゃないでしょ？」

　久しぶりに洸輝の温もりを感じて、安心しつつも、ドキドキする。

「いや、だって……あんな場所でのプロポーズなんて、受けざるを得ないだろ？」

　その言葉に、私は思わず声に出して笑ってしまった。

「アハハ……確かにそうだね」

「でも、ああでもしないと、亜美を取り戻せないと思ったから」

　いたずらっ子のように洸輝は言う。

「洸輝が、そこまでしてくれるなんて……」

　彼の心のうちを思うと、胸が熱くなる。

「なあ、亜美。オレの未来の奥さんは、お前だから」

　だんだんと彼の顔が近づいてきて、私は目を閉じる。久しぶりの、洸輝のキス。

「もう二度と、他の男とはキスさせないからな」

「う、うん……あのね、光太とのキス、あれは……」

　今さら言い訳をしたいわけじゃないけど、『洸輝にもう愛情がない』と言ったことは嘘だったと伝えたい。私が口を開くと、彼は穏やかな笑みを浮かべた。

「わかってる。全部、亜美の芝居だったってことくらい。オレはどんなときだって、亜美を信じてるから」

「洸輝……。ありがとう……」

　彼のその優しさに、少し胸が痛む。

　だけど安心して。私は、もう洸輝以外の人とキスなんてしない。だって……こんなにたくさん、息もできないような口づけをされたら、もう他の人のことなんて、考えられない。

　そして洸輝は、私をふわりと抱きかかえて寝室に移動し、ベッドへ私を下ろすと、そのまま押し倒した。

「愛してる」

「……うん。私もだよ……」

　見つめてくる笑顔にそう返事をしながら、私は思う。

　自惚れてもいい？　今は、きっと洸輝の気持ちのほうが、私よりも大きいって。だって……今夜の洸輝は、見たことがないような、幸せそうな顔をしているから。

　耳に聞こえるのは、洸輝の荒い息遣いと、甘い言葉だけだった――。




　日付も変わった頃、私たちは、ベッドの中で寄り添っていた。洸輝の温もりが、こんなにも落ち着く。私の幸せは、ここにあるんだって改めて思う。

「なあ、亜美」

「うん？　何？」

　洸輝は、優しく私の髪を撫でた。夢うつつで私は返事をする。

「今度さ、母さんにも会ってくれないか？」

「お母さんに!?」

　驚きのあまり、一瞬にして目が覚めてしまった。

「ああ。亜美を紹介したいんだ」

　そっか……。そうよね。いくら洸輝が私を好きと言ってくれても、まだまだ問題は山積みだ。次は会長やお母さんにお許しをいただかないと。

「大丈夫かな……。絶対に反対されるよね？」

「そんなことはないよ。オレ、早く亜美と婚約したい」

「わ、私だって……」

　いつになくストレートな洸輝の物言いに、ドキドキしてしまう。

「ごめんな。焦るつもりはないんだけど、やっぱり形が欲しいんだ」

　そう言いながら、洸輝は軽く私の唇にキスをする。

「うん……。私、洸輝のお母さんに会う」

「ありがとう。たとえ反対されたとしても、もう二度と亜美を離さない」

　何があっても逃げずに向き合おう。洸輝がついていてくれるって、信じているから。

「私だって、もう離れないよ……」

　どちらからともなく抱き締め合いながら、私たちはその夜……何度もお互いの温もりを確かめ合った。離れている時間はそんなに長くなかったのに、それでも私たちは、その時間を埋めるように、熱い夜を過ごした。

　ねえ、洸輝。私は、あなたの支えになれるのかな？　あなたが守るべきものを、一緒に守れるのかな？

　そんな不安と、愛されている幸せ。その両方の気持ちを抱えたまま朝を迎えた。

　不安は、もうひとつあった。洸輝の婚約破棄のせいで、松島商事との共同プロジェクトがひとつ、白紙になったらしい。

　怖くて詳細は聞かなかったけど、会社にとっては大きな損失のはずなのよね……。

　ある意味で、私にとっては試練の日々の始まりになった。




　何事もなかったかのように業務は始まっていて、私もいつも通りに出勤したんだけど……。なんだか、社内の雰囲気は今までと違う。いつもなら嫌味を言ってくる人たちも、今日は黙っている。

「あ、あの……今日はみなさん静かですね」

　かろうじて少し話ができるようになっていた隣の席の人に声をかけると、彼女は驚いたように、私を見た。

「そ、そうですか!?　活気がないですか!?　ほら、みんな！　もっと元気に」

「ああ、すみません！　元気にやります!!」

　まわりの人たちは急に、不自然なくらいに笑い始めた。だけど、どの笑顔も引きつっている。こ、これは、いったい……。そう思ったとき、部長に声をかけられた。

「内田、ちょっと」

「は、はい」

　フロアの一角には六畳ほどの小さな会議室があって、ふたりがけのソファがふたつ、テーブルを挟んで向かい合わせに置いてある。

　私は部長に連れられて、その会議室へ入った。

「内田、まず、おめでとう。社長とのこと」

「あ、いえ。ありがとうございます……」

　そうだった。部長もあの場にいた人だったんだ。あのときは、驚きと感激でそれどころじゃなかったけど、今になると恥ずかしさが増してくる。

「実は……昨日のことがあっという間に噂になっていて、部のみんなが内田にかなり遠慮していてな」

「みなさんが？」

　そういえば、あのあと、洸輝はひたすら来賓の方たちに頭を下げて回っていた。

　松島商事の社長は怒り狂っていて、会長の謝罪すら耳に入っていなかったものね。

　ため息と歓声と怒号と、あんなことがあって、噂が流れないはずがない。

「ああ。ほら、君のバックには、その……社長がいるだろ？」

「はあ……」

　〝バック〟なんて言い方やめてほしい。洸輝はスポンサーじゃないんだから。

「やっぱりな、社長の関係者ってことで……どうも、やりづらいみたいなんだ」

　部長の言葉で、さっきどうしてみんなが不自然だったのかがわかった。〝婚約〟だもんね……。前の交際宣言のときとはわけが違うんだ。

　だったら、私も考えていかないといけない。

　私は、洸輝の大事なものを一緒に守っていく立場なんだから。

「そう、ですよね……」

　私の存在が、職場の空気を乱すようなことがあってはいけない。この状況で、私がとるべき選択肢は、ひとつだ。決心して、私は口を開いた。

「あの、私……辞めさせていただこうと思います」

「えっ!?　いや、内田、会社はそんなことを要求しているわけじゃないんだ！」

　青ざめる部長に、私は迷いのない視線を向け、言葉を続ける。

「いいんです、覚悟してました。みなさんに、気持ちよく仕事をしてもらうことのほうが、大事ですから」

　そう言いきると、部長はちょっと申し訳なさそうな顔をした。




　こうして、私は退職することに決めた。洸輝には、その日の夜に、ただ「辞める」って伝えただけ。だけど反対はされなかった。

　まあ、普通に考えて、私が会社に残るのは問題があるもんね。

　そして三日後。私たちはついに、洸輝の実家に挨拶に行くことにした。










婚約




　洸輝の実家は、高級住宅街として有名なエリアの一等地に建っていた。私の実家の三倍はあるような、純和風の一戸建て。私たちが通された奥の部屋は、池が見える和室だった。

「庭に、池……」

　呆気にとられていると、会長と奥様――洸輝のお母さんが入ってきた。

「待たせてすまなかったな」

「い、いえ！　今日は、ありがとうございます……」

　私は向き直って、お辞儀をする。緊張で身体が強張っていた。

「私は初めまして、ね？」

　優しい声に顔を上げると、洸輝のお母さんが微笑んでいた。

　すごい美人……。気品の中に、可愛らしさも感じられる。

「オヤジ、母さん。今日は、亜美との結婚を許してもらいに来たんだ」

　その言葉に、私も気持ちを引き締め直す。

　まっすぐに、両親を見つめる洸輝。

　きっと、すんなりＯＫはしてもらえないだろうな。洸輝のあの告白に、ちーちゃんは感動したと言ってくれたけど……現実はそんなに甘くなかった。

　松島商事とのプロジェクトは破談。いつか私が見かけたオジサマ――松島商事の社長は未だにかなりご立腹のようで、今後の取引にも支障が出ているらしい。その損失は大きかったし、実際に私を恨んでいる人もいるみたい。

　といっても、洸輝は心配させまいとして、絶対私には言わないけど。でも、同じ会社に勤めていれば、そんな噂はイヤでも耳に入ってくる。

「許さなくても、お前は押し切るつもりだろう？」

　ため息交じりに、会長がそう口にした。会長のオーラはやっぱり強力。威圧感があって、私はどうしても苦手……。

「あなた、そんな意地悪を言わないで、もう許してあげたら？」

　お母さんが突然、穏やかな口調でそう言った。すると、会長が静かに口を開いた。

「……母さんは、反対する気はないんだな」

「もちろん。だってねえ、あなた。まるで、昔の私たちを見ているみたいじゃない」

　昔？　まるで話がのみ込めていない私に、お母さんは優しい眼差しを向ける。

「おい、その話は――」

　会長が一瞬、話を止めようとしたけれど、お母さんはかまわずに続けた。

「亜美さん。実はね、私たちもまわりの反対を押し切って、無理やり結婚したのよ」

「え？　会長と、お母さんも……？」

「ええ。当時社長だったこの人と、なんの肩書きもない私。もちろん、周囲からの反発はすごくてね……。だから、いろいろとごめんなさいね。この人は、それを経験しているから、あなたたちの仲にずっと反対していたのよ」

　そのあとしばらく、お母さんの話は続いた――。

　私たちと同じように、職場で恋に落ちたふたり。会長が社長になってからも、ふたりの関係は続いた。そしてまわりの反対を押し切って結婚してからは、お母さんは、社内で嫌がらせを受けたり、大変な思いをしたらしい。会長は今でもずっと、そのことを申し訳なく思っていて……だから、自分たちと同じ思いをさせたくなくて、私たちの結婚に反対だったんだって。

　会長が反対していたのは、私と洸輝が釣り合わないからじゃなかったんだ……。想像もしなかった会長の思いを知って驚くと同時に、あたたかい気持ちが込み上げる。

「だけど、洸輝はやっぱり私たちの息子ね。同じ道を歩んでいる」

　そう言ってお母さんは、嬉しそうに笑った。

　会長はひと言も喋しゃべらなかったけど、そんな彼をフォローするかのように、お母さんは最後に、毅き然ぜんとした口調で言った。

「亜美さん。親バカだけど、洸輝には、大事なものを守れる強さがあると思うの」

「はい。わかります」

「だから、絶対にあなたを守れると思うから……信じてやってね？」

「はい……」

　私は涙で潤うるんだ目で、返事をするのが精一杯だった。




　――それから一週間後。

　私たちは、正式に婚約した。指から零れ落ちそうな大きなダイヤの指輪を贈ってくれようとした洸輝に、それは断って……。私の指にぴったりの、小ぶりのダイヤの指輪を買ってもらったのだった。

「社長からの婚約指輪、そんな地味なやつなの!?」

　ちーちゃんの拍子抜けしたような言い方に、私は思わずムッとしてしまった。

「ちーちゃん、そんなこと気にするの？」

　今日は、一週間前に退職した私の送別会兼婚約祝いをしたいからと、ちーちゃんが声をかけてくれて、ふたりで街のフレンチレストランに来ている。

　彼女が特別にオーダーしてくれたお祝い用のコースディナーを堪能しながら、私はちーちゃんをたしなめる。

「だって、もっと豪華な指輪を想像していたんだもん」

　料理を口にしながら、ちーちゃんは明らかにがっかりした口調で言った。

「そういうの、いやらしくない？　私は、自分からこれがいいって言ったの」

「アハハ。亜美らしいね。ごめん、ごめん。とにかくおめでとう」

　ふてくされた私に、彼女は申し訳なさそうに笑う。

「ありがと」

　まったく、ちーちゃんともあろう人が、そんなことを気にするなんて。……でも、ちーちゃんにお祝いをしてもらえるのが、やっぱり一番嬉しい。

「ねえ、式はいつ？　もう決まったの？」

「ううん……。まだ……」

「そうなんだ。ねえ、私も呼んでくれる？」

「当たり前じゃない！　ちーちゃんは主賓よ！」

　……なんて言っちゃったけど、実は、結婚が実現できるのかも怪しい状況。

　私の両親への挨拶ももう終わっていて、ふたりとも涙ぐんで喜んでいた。

　最初は、洸輝が広世商事の社長だということに驚いて、複雑な表情をしていたけど、洸輝の人柄がすっかり気に入ったみたいだし。

　式が楽しみだと、言っていたんだけど……。




「ただいまぁ」

「おかえり。あれ？　早かったな？」

「うん。ちーちゃんが気を遣ってくれたの」

「そうか。さすが原田だなぁ」

　洸輝は今日、久しぶりに一日休みがとれた。話の流れでそのことを言ったら、ちーちゃんが慌てて、早めにお開きにしてくれたのだ。

　それなのに、パソコンの前で難しい顔をしている洸輝に、私は聞く。

「ねえ、何してるの？」

「ああ……家でできる仕事は、片付けておこうと思って」

　苦笑いの洸輝に、私は小さくため息。

「本当、よく頑張るね」

　新たな心配事ができたなぁ……。私たちは、今まで通りこのマンションで生活していて、結婚後の新居も、もちろんここ。だから、あとは紙切れ一枚の問題なのよね。

　式や披露宴には、私は正直こだわっていない。本当の意味で、洸輝と結婚できればそれでいい。今みたいに、本当は結婚していないのに、結婚しているみたいな感じの生活が、一番、不安だったりする。

　しばらくパソコンに向かう洸輝を見守っていたけれど、仕事を切り上げた彼が私を優しく抱き締めてきたので、私たちは寝室へ向かった。

「亜美……愛してる」

　一緒にいる夜は、いつもこうやって洸輝の甘い声を聞いて、抱かれるのも当たり前。このときだけ、いつもの冷静な彼じゃなくて、少し強引。そして私を、思うように動かそうとする。それも、婚約までは嬉しかったけど……。

「亜美、なんか様子が変じゃないか？」

　まだ少し呼吸が乱れる中で、洸輝が問いかける。

　どうして様子が変なのかくらい、わかってくれてもいいのにな。私は少しむくれた顔で答えた。

「ねえ、洸輝。いつなの……？」

「何が？」

「何がって、結婚！　私、こんな状態が続くの、不安で……」

　本当は、言わないでおこうと思っていた。だって、こんなことを言ったって、気持ちが萎なえるだけだから。でも、やっぱり無理みたい。まさか洸輝は、この状況に満足しているんじゃないよね……？

「あ、ああ。そうだよな。ごめんな」

　不満を顔に出す私の頭を、洸輝は優しく撫でた。

　言ってしまってから自己嫌悪。まだ、『何わがまま言ってるんだ』って怒られたほうがマシだったかも。いつまで経っても、私、ただの駄々っ子みたいよね……。

「亜美、ちゃんと考えてるから。いくら書類を提出するだけといっても、時期が大切なんだ。でも、必ず近いうちに話そう」

　社長の洸輝には、私にはわからない、しがらみがたくさんあるんだと思う。だから簡単には決められないんだよね。それは、わかっているつもりなんだけどな。

　また、わがままを言ってしまっている自分に落ち込む。

　こんなふうに言ってしまうのは、会社も辞めちゃって、ひとり社会から取り残された感じがするからかも……。一日中家にいることも、焦る原因になっている気がする。

　私、また結婚に逃げようとしている？　光太と結婚したいと思っていたときみたいに。幸せは、洸輝と一緒になることだと思い込んでいて、ただ依存しているだけなのかな……。










別れ




　街で見かけるブライダルショップ。前は気にも留めなかったのに、今では、こんなにたくさんあるのかっていうくらい目につく。そのたびに、焦りと不安で、複雑な心境になる。

　そんなある夜、洸輝から衝撃的な話を聞かされた。珍しく早く帰ってきた洸輝は、少し神妙な面持ちで、口を開いた。

「急だけど、来週から、ロンドンへ長期の出張が決まったんだ」

「え……？　長期って、どれくらい？」

「今のところは未定。プロジェクトが終わり次第の帰国で、半年か一年くらいは、かかるかもしれない……」

　嘘……。そんなに長い期間？　それも、はっきりしていないみたいだし。

「なあ、亜美。本当に急な話になるけど、入籍だけして、一緒に行ってくれないか？」

「ロンドンへ……？」

「ああ。向こうでは日本人の多い地区に住むから、不安に思うことはないし……」

　来週から、ロンドン？　英語もロクに話せない私が？

「一緒に行ってくれるだろ？　籍も入れずにってわけにはいかないし……ただ、式が未定になるのは申し訳ないんだけどさ」

　ちょっと待って。そんなに急に話を進められても、まるで実感が湧かない。

　ちゃんと結婚できるのは嬉しいけど、知り合いもいない、言葉も通じない場所で、ただ洸輝を待つばかりの生活を送るなんて、耐えられないかもしれない。

「亜美？」

「……私、行かない……」

　少しの間のあと、自分でも驚くくらい冷静な声が出た。

　今モヤモヤしているこの気持ちは、きっとロンドンに行ったからって、変わるとは思えない。私にとって、洸輝を家で待つことの意味はなんなんだろう。

　本社と支店で離れ離れになったとき、少しでも洸輝の残したものを守りたくて、自分なりに仕事を頑張った。

　じゃあ、今は？　このままじゃ、私はただ、洸輝の存在に頼りきりになるだけのような気がする。

「なんで？」

「……洸輝を待つだけの生活は、私にはできない。でも、だからって今、洸輝のために自信を持って『これならできる』っていうものも、私にはないの。私なりに、できることが」

　きっと、『一緒に行く』って答えを確信していたんだろう。洸輝は、焦りの表情を見せていた。

「結婚……できないってことか？」

「うん。今はね。入籍して離れ離れっていうのも、なんだかね……。だから、洸輝がロンドンから帰ってきたら、そのときこそ、結婚しよう？」

　そんな私の言葉に、洸輝はしばらく黙っていた。

「どうしても……か？」

「うん。どうしても。私、もう少し自分に自信が持てる女になりたい」

　そう思えるのは、きっと洸輝の愛情を感じているから。距離が、私たちの気持ちが離れる原因にはならない。そう確信できている。だから私はもっと強くなりたいって思ったの。もっと自信を持って、洸輝のそばにいたいって。

「なんか、強くなったな。亜美」

「でしょ？　洸輝のおかげだよ」

　私がそう言うと、洸輝は諦めたように、寂しそうに笑った。

「絶対、ついてきてくれると思ったんだけどな」

「ごめんね……」

「オレは本気で寂しいよ。亜美がいない生活は……」

「私もだよ。でも、自分を磨いて待ってるから」

　これが、私の決断。

　実はね、正直この話があって、よかったって思っているの。だって、このまま結婚することに、不安があったから。私、洸輝に守られているだけの毎日は、送りたくなかったみたい。自分なりに洸輝のためにできること、それを見つけたい。

　それがわかって、スッキリした。




　それからの一週間はあっという間に過ぎていき、洸輝を見送る日がやってきた。空港には、誰も見送りには来ていない。洸輝が誰も来ないようにしてくれたのだ。だから出発まで、私たちはふたりきりでいられる。

「時差はあるけど、なるべくたくさん電話するからな。もちろん、メールも」

「うん。でも、無理はしないでね。体調管理が第一だよ」

　空港のロビーのイスに座って、私は洸輝の腕に、自分の腕を絡ませた。この温もりも匂いも、当分さよならなんだ。それをしみじみと感じて、自分が決断したこととはいえ、やっぱり切なくなる。

「なあ、亜美。絶対に心変わりするなよ？」

「どうしたの？　突然」

　思わず笑ってしまった私に、洸輝はムッとしている。

「真剣なんだよ。心配して悪いか？」

「ごめん、ごめん。大丈夫よ。私は、絶対に心変わりなんてしないから」

「本当だな？」

「本当よ」

　そんなやりとりをしていると、ロンドンへ向かう飛行機への搭乗を促すアナウンスが聞こえた。ゆっくりと立ち上がった洸輝は、繋いだ手に力を込める。

「日本に帰ってきたときには、どんなに嫌がったって、絶対に結婚するからな」

「うん……」

　どれくらい、会えない日が続くのかな。今さら、そんな不安を口にできないでいる私を、洸輝はぎゅっと両腕で包み込んだ。

「亜美……寂しくなったら、いつでも電話しろよ。オレもお前の声が聞きたいし」

　そう言うと、腕に力を込めた。痛いくらいに抱き締められながら、私たちは最後のキスをした。周囲の目なんて、気にならなかった。私も重ねた唇を、いつまでも離せずにいたのだった。

　私、あなたを信じて、待っているから。

　少しでも、今と違う自分に変わって、待っているからね――。







第三章










洸輝の帰国




『フランクフルト行き、ご搭乗の皆様は……』

　空港のアナウンスに耳を傾ける。国際空港は、平日でも人が多い。

「みんな、海外に行くのね……」

　きょろきょろとあたりを見回しながら呟いてしまう。羨ましいなぁ。私も行ってみたい。フランクフルトって、ドイツよね？　いつか、洸輝と行くことがあるかな？

　これから、いろんな国に行く機会があったら嬉しい。いつだったか、洸輝に『勉強しとけ』と言われた英語を、自分なりに頑張っている。ラジオの講座を聴いたり、英会話教室へ通ってみたり。だから、海外出張に随行することにも、これからは少し自信が持てると思う。もちろん〝洸輝の奥さん〟として。

　それに、苦手だった料理も、学校に行って腕を磨いた。きっと洸輝は『美味しい』と言ってくれるはず。

　そんな生活を想像していたら、まわりに人がいるのにニヤけてしまった。

　ロンドンからの飛行機は、もうとっくに着いている。

「もうすぐよね。洸輝が出てくるのは……」

　到着ロビーで、私はドキドキしながら待っていた。洸輝がロンドンへ出張してから十ヵ月。彼のプロジェクトはひとまずの成功をおさめ、晴れて帰国することになったのだった。

　この十ヵ月間、忙しい彼とは一度も会えず、電話も七回だけ。帰国一ヵ月前は、メールしかできなくて……。すごく、すごく会いたかった。

「あっ……」

　帰国した人たちや観光客が、続々とゲートを出てくる。カップルや単身者、女性同士のグループ……。たくさんの人たちの中で、私はすぐに見つけることができた。細身のスーツをビシッと着こなし、トランクを引いて出てきた人。それは、私がこの十ヵ月、夢に見るほど会いたかった人だ。

「洸輝！」

　はやる気持ちを抑えて、私は洸輝のもとへ駆け寄った。

「亜美！　ここまで来てくれたのか!?」

　少し伸びた髪が、いっそう男の色気を感じさせる。顔つきも精せい悍かんになった彼は、目を見開きながらも、優しい笑顔で私を見た。

「うん！　びっくりさせようと思って、黙ってたの」

　事前にメールを送ってもよかったんだけど、サプライズのほうが喜んでもらえるかなと思ったから。そのもくろみは成功したみたいで、私は大満足。

「ありがとな。お前、どうやって来たんだ？」

「バスよ」

「じゃあ、一緒に帰ろう。迎えの車が待ってるはずなんだよ」

　そう言って彼は、ロータリーに向かって歩きだした。足早に前を行く洸輝に遅れまいと、私は小走りになる。

　迎えの車かぁ……。社長なんだから、当たり前といえば当たり前なのかしら。

　このあたりの感覚には、未だに慣れなくて、いちいち驚いてしまう。




「あっ、社長！　こちらです」

　指定されていた場所に行くと、洸輝を呼ぶ女性の声がした。その女性のほうに向かって歩く私たち。

「ああ、ありがとう。美み由ゆ、待たせたか？　悪いな」

「いいえ。お気になさらないでください」

　ん？　誰？

　高級外車のそばに、見たことのない美人が立っていた。

『美由』って……下の名前を呼び捨てにするなんて、かなり親しい人なの？

「出張、お疲れさまでした」

　その人は、私には見向きもせずに、落ち着いた笑顔で洸輝の荷物をさりげなく受け取った。顔立ちの整った、賢そうな感じの女性だ。洸輝と同年代……二十代後半くらいかしら。モデル並みにスタイルがよく、ストレートのロングヘアを後ろでひとつに結んでいる。黒のパンツスーツ姿が、知的な雰囲気を醸し出していた。

「美由こそ。昨日帰国したばかりなのに、疲れたろ？」

　帰国？　ということは、この人も外国にいたってことなの？

「いいえ、まったく。社長と一緒のロンドンは楽しかったですから」

　ええっ！　一緒!?　思いもよらぬ台詞に仰天してしまう。

　ちょっと待ってよ。この人は、いったい何者なの？　ロンドンでずっと洸輝と一緒だったの!?　そんな人がいるなんて話、全然聞いてない。それにふたりとも、なんで私のことをずっと無視しているのよ。

　あ然としている私を、〝美由〟は一いち瞥べつした。

「社長、こちらは？」

「あ、ああ。ほら、話したろ？　オレの婚約者の亜美」

「この方が？」

　彼女はそう言って、私を上から下まで眺める。その感じが、なんだか見下されているように思えてムカつく。

　それに洸輝も……彼女と話をしている間、私のことを忘れていたでしょ？

「社長、お疲れのところ申し訳ないのですが、一応、打ち合わせを……」

「そうだな。亜美、ごめん。お前、助手席に座ってくれるか？」

「う、うん……」

　渋々返事をしながら、助手席に乗り込む。

　だから、この人は誰なのよ。なんでちゃんと紹介してくれないの？

　洸輝と〝美由〟は、後部座席で打ち合わせをしている。ちらっとバックミラーから見えるふたりが、必要以上にくっついていて、本当にイヤな気分。運転席の隣に座っている私は、まるで部外者扱いだ。

　この人、もしかして、洸輝の秘書なのかしら。こうやって出迎えに来たり、スケジュール管理や打ち合わせをしているくらいだし。でも、私が会社にいた頃には見かけたことがなかった。

「以上です」

「ありがとう。やっぱり美由がいてくれると助かるよ」

「いえ……でも、そう言っていただけて光栄です」

　はにかむように微笑んだ彼女に、洸輝も笑顔を返している。

「ロンドンのプロジェクトも、美由のアドバイスが、短期間での成功に導いてくれたわけだし……頼りにしてる。これからも、支えてくれるだろ？」

「ええ。私でよければ、いくらでも社長のお力になります」

　最後には、楽しそうに声に出して笑っている。

　まるで、愛の告白とも受け取れそうなふたりの会話に、私はさらに苛いら立だちを覚えてしまう。

「やっぱり、オレがヘッドハンティングしただけあるな」

　ヘッドハンティング!?　じゃあ、洸輝がこの人を選んだってこと？

「ふふ……だからこそ、頑張ろうと思っています。ご期待を裏切るわけには、いきませんからね」

　ちょっと、ちょっと！　またふたりで微笑み合っているじゃない。

　走行中、私の目には、バックミラー越しのふたりしか見えていなかった。




　車は会社には寄らず、直接私たちのマンションへ向かった。

「それでは社長、今日はごゆっくりなさってください」

　マンションの前で車から降りると、〝美由〟は洸輝をまっすぐ見据えて言った。だけど、隣にいる私には、まるで目もくれない。

「ああ。美由も、しっかり休めよ？」

「はい。では、失礼します」

　ちょっと！　私には？　挨拶もしてくれないの？　私はこれでも、社長夫人になる身なんですけど。

　変な意地を張って、私からは挨拶しなかった。彼女は洸輝に笑顔を向けて頭を下げると、すぐに車に乗り込んだ。

　状況についていけず、私は混乱した頭で走り去っていく車を見送る。

　なんなのよ、あの人は……。

「行こう、亜美」

　ようやく私を思い出したかのように、洸輝が私の手を取った。いけないと思いながら、エレベーターに乗っている間も、イライラしてしまう。

「あ～、懐かしいなぁ」

　部屋に入ると、洸輝はジャケットを脱いで部屋着に着替え、ソファへ座った。

　まったく、人の気も知らないでいい気なもんよね。

　私は腹立たしさを感じながら、キッチンでお茶を淹れる。

「ねえ、洸輝。さっきの人は誰？」

　湯のみを手渡してから彼の隣に座り、私は問いかけた。

「あ、ごめん。亜美には言ってなかったもんな。彼女は、オレの専属秘書なんだ」

　やっぱり秘書だったんだ。しかも専属って……。

「ロンドンでも、一緒だったの……？」

「そうだよ。彼女は、オレが呼び寄せたんだ」

　なんて、得意げに言いながら、さっき車内で見ていた書類をまた眺めている。

　仕事が大切なのは理解しているけど、久しぶりに帰ってきた今夜くらい、ちゃんと私を見てほしいのにな……。

「仕事はできるし、英語も堪能だしさ。美由がいてくれたおかげで、早くプロジェクト成功の目め処どが立ったんだ」

「ふぅん……」

　私だって、英語は勉強したんだから。まぁ、彼女ほどは話せないだろうけど。

　それより私たち、十ヵ月ぶりの再会なんだよ？　すごく会いたかったのに、洸輝は違うの？　秘書の話なんか聞きたくないよ。車の中でも、私より書類か彼女を見ている時間のほうが長かったし……。

「……私、ずっと洸輝に会いたかったんだよ？」

　そう言うと、彼はやっと私のほうを見てくれた。

「それは、オレもだよ。よく十ヵ月も、亜美に会えないのを我慢できたと思う」

　本当に？　私のことなんて、実はすっかり忘れていたんじゃないの？　なんて、可愛くないことを考えていると、洸輝が書類をテーブルに置き、私を抱き寄せた。

　あれ？　さっきまで気がつかなかったけど、香水変えた？　少し甘い香りから、柑かん橘きつ系の爽やかな香りに変わっている。……香水が変わるって、何か引っかかる……。

「亜美、もうずっと一緒だからな」

「うん……」

　ダメだ。素直に喜べない。さっきの美由さんの姿が、頭にチラつく。洸輝、彼女を信頼しきっているでしょ？　今、あなたにとって必要な人は、私じゃなくて彼女なんだ。それはなんとなく、女のカンでわかる。車内での洸輝の笑顔は、作ったものじゃなかったから。




　私を抱いたあとも、以前の洸輝ならずっとそばにいてくれた。

　だけど、十ヵ月の間で人は変わるものらしい。今夜の洸輝は、さっさとベッドから離れて書類に目を通している。時々、スマホを気にしては、どこかへメールを送ったり……。そんな洸輝を、私は少し朦朧とする頭で、ベッドの中から見つめていた。

「洸輝……そんなに、忙しいの？」

「ごめんな。ちょっと急いで片付けたくて……」

　そう答えることさえ、面倒くさそう。その態度に悲しくなってしまった私は、つい恨み言を零してしまう。

「やっと帰ってきたのに……。全然、ふたりきりの時間を満喫できないじゃん」

「仕方ないだろ？　報告書を書かないといけないんだよ」

「だからって、今じゃなくてもいいでしょ？」

「亜美。悪いけど、ちょっと静かにしてくれよ」

　うんざりしているような顔で、洸輝はため息をついた。

　洸輝のワーカホリックぶりは、しっかりわかっているつもりだった。でも、久々の再会さえも仕事に邪魔されちゃうんじゃ、文句も言いたくなるよ。……それに、美人秘書への褒め言葉ばかり聞かされてさ。

　そんなことを考えていると、自分が情けなくなってくる。文句ばかり言って、何も成長していない。私は布団をかぶって目を閉じた。

　洸輝の帰国を、あんなに心待ちにしていたのに……。一緒にいられれば、今度こそ幸せいっぱいだって思っていたのに……。

　最悪なことに、私は洸輝の帰国を素直に喜べないでいた。










専属秘書、美由




「で？　久しぶりに会えたと思ったら、そういう話？」

　仕事が終わる頃、私は広世商事本社の入口で待ち伏せして、ちーちゃんを捕まえた。役員秘書チームの一員として、すっかり責任のある仕事を任されるようになったちーちゃんには、最近は会う機会が減っていた。でも今日は、誰よりも彼女に話を聞いてほしかった。

「だって、ちーちゃん！　私、知らなかったんだよ？」

「まあ、いくら婚約者といっても、いちいち会社の人事について話すことはしないんじゃない？　もう亜美は、会社を辞めたんだし」

　呆れ顔でため息をつきながら、ちーちゃんは言った。

「そうだけど……。でも、ロンドンでも一緒だったって言うんだよ？　私なんて、連絡さえほとんどとれなかったのに……」

「確かにあの秘書のことは、社内でも噂になってるわよ」

「どんなふうに？」

　思わず、ちーちゃんの腕を掴んでしまう。

「ここじゃ、社内の人に聞かれるから……」

　そう言われて、私は会社から少し離れたところにある駐車場へ連れていかれた。

「あの人ね、神かん崎ざき美由っていって、相当なエリートみたい」

「エリートか……確かに、そんな感じ」

　悔しいけど、あの凜とした雰囲気は、私にはまったくない。

「イギリスに留学経験もあって、現地で社長がヘッドハンティングしたらしいわ」

　向こうで何をしていた人なんだろう。どこが、洸輝に気に入られたのかな。次々と疑問が浮かんでくる。

「ねえ、洸輝はどうやって知ったんだろう。あの人のこと……」

「さあ……。ただ……」

「ただ？」

「専属秘書になってほしいって、社長からお願いしたみたいよ」

　洸輝がそんなことを言うなんて……本当に有能だからっていうだけなの？

　他の役員には複数秘書がいるのに、社長である洸輝が、彼女ひとりだけを秘書にするなんて。私の心の中に、モヤモヤしたものが立ち込めていく。

「あのさ、亜美」

「何？」

　さっきよりは、声を小さくして、ちーちゃんが言う。

「亜美たち、夜の生活はどうなの？」

　はぁっ!?　唐突な質問に、私は耳を疑った。

「ちょっと、ちーちゃん。今は、そんなふざけた話をしている場合じゃないのよ？」

「ふざけてないわよ。大事なことじゃない」

　こんなときになんて話を……。私は恥ずかしいと思いつつも、一応答えた。

「まあ、順調……」

「そっか……ねえ、社長って十ヵ月も我慢したのかな？」

「えっ!?」

　畳みかけるようにとんでもないことを言い出すちーちゃんに、私は目を丸くしてしまう。ちょっと、今日のちーちゃん、少し変じゃない？

「どうしちゃったのよ。なんの話？」

　驚いてそう返す私に、ちーちゃんが眉をしかめた。

「私は、本気でふたりのことを心配してるの！　社長は、エッチに興味がないタイプってわけじゃないのよね？」

「うん。……むしろ、積極的かな？」

　なんて、半分ふざける私とは反対に、ちーちゃんは何やら考え事をしている。

「あの秘書と社長、何もなかったのかな？」

「ど、どういうこと？」

「だって、社長はエッチに積極的なんでしょ？　そんな人が、十ヵ月も我慢できるのかなって……」

「するわよ！　洸輝は、いい大人よ？　それくらい、理性でなんとかするでしょ？」

「わかんないわよ？　社長だって男だもん」

　まさか、そんな……。

「あのふたり、ずっと一緒だったなら、何かあってもおかしくないと思わない？」

　いや、何かあるほうがおかしいって。そう反論したかったのに、最後のちーちゃんの言葉で、私はノックアウトされた。

「社内でも、社長と秘書以上の関係だって言われてるのよ」

　嘘だよ……。だって洸輝は、誰より誠実な人よ。浮気なんかするわけない。ましてや知り合って間もない秘書とだなんて……。

　洸輝を信じてはいるけれど、ちーちゃんの言葉があまりに衝撃的だったから、まだ頭の中は混乱している。フラフラした足取りでマンションに戻った私の目に、信じられない光景が飛び込んできた。

「あっ、おかえり、亜美」

「おかえりなさい、亜美さん」

　部屋に入った私に、さっきまで話題にしていた女――美由さんが、わざとらしい笑顔を向ける。

　なんで!?　なんで美由さんがここにいるの!?

「どうしたんだよ、ぼーっとして」

「あっ、えっと……なんで美由さんが……？」

　いつからふたりきりなの？　どうして美由さんは、まるで前からここに住んでいたみたいに、リラックスしているの？

「見ればわかるだろ？　仕事だよ」

　確かにテーブルの上には、書類が山積み。そして、コーヒーカップもふた組。

　どっちが淹れたの？　美由さんじゃないわよね？　まさか、うちのキッチンにまで我が物顔で入ってきたわけじゃないわよね……？

「こっちのほうがはかどるって、社長がおっしゃったので……」

　彼女は微笑むと、バラけた書類を整え始めた。

　洸輝ってば、何を考えているのよ……。

「ロンドンでも、よくこんなふうに作業していましたよね？」

「そうだったよな。気がついたら朝、なんてことも結構あったな」

　洸輝の言葉に、美由さんは思わせぶりに笑う。

「そうでした。うっかり私が寝ちゃったこともあったし……」

　そう言いながら、彼女はちらっと私を見る。

　何が言いたいわけ？

　初対面のときは、まるで私を無視していたくせに、今夜はやけに私に視線を向ける。それも、余裕の笑みを浮かべて。

「それじゃ、亜美さんも戻られたことですし、私は社へ帰ります」

　立ち上がりかけた美由さんに、洸輝が声をかけた。

「あっ、待てよ。飯くらい食ってけよ」

「遠慮しておきます。それでは社長、また明日。それと、コーヒーごちそうさまでした。社長が淹れてくださるコーヒー、ロンドンを思い出して懐かしかったです」

　キッチンには入っていないとわかってホッとしたものの、ロンドンでのふたりを想像させるようなことを言われて、私の心はざわついた。

　おまけに、美由さんが持とうとした彼女のバッグを、それより先に洸輝が手に取ってあげている。そこまでする必要があるの？

「駐車場まで、一緒に行くよ」

　その申し出に、彼女は微笑みを返し、ふたりは部屋を出ていった。




　ほんの数分待つだけなのに、もしかして……って疑いそう。ふたりは駐車場で何をしているの？　ちーちゃんの言葉が、頭から離れない。

　十分ほどしてドアを開けて戻ってきた洸輝は、リビングには入らずに、そのまま自分の部屋に戻り、そこから私に向けて言った。

「亜美、さっきまでどこ行ってたんだよ？」

「どこって？」

　なんで、私が聞かれるの？　問い詰めたいのはこっちよ……。

　私は洸輝の部屋に向かった。イライラしているせいか、つい足音が大きくなる。

「帰ってきたら、いないからさ」

　スーツを脱いで部屋着に着替えた洸輝には、また違ったカッコよさがある。……なんて、こんなときに私は何を考えているんだろう。

「散歩してただけよ。それより洸輝こそ、なんであの人を家に連れてくるのよ」

「あの人って、美由のことか？」

　そもそも、呼び捨てにするのも変じゃない。無言で顔を見つめる私の言いたいことを察したのか、洸輝が続ける。

「あいつは業務上の大切なパートナーだから。それくらいしないと、ケリがつかない案件もあるし」

「気安く、『あいつ』とか、『美由』とか呼ぶのね」

「いや、それはロンドンじゃ、みんな親しく呼び合ってたから……」

「だからって、家にまで持ち込まないでくれない？」

　ついとげとげしくなってしまう私の言葉が相当カチンときたらしく、洸輝は眉み間けんにシワを寄せた。

「なんだよ、その言い方。オレは会社を任されている立場なんだよ」

「知ってるわよ。だったら、仕事は会社ですればいいじゃない。迷惑なのよ！」

　言ってしまってからハッとしたけれど、もう遅かった。本当は、そんなことを言いたいんじゃないのに。ただ、不安にさせないで、って。それが言いたいだけ。

　短い沈黙のあと、洸輝はため息をつきながら言った。

「……亜美は、理解してくれないんだな」

「え？」

「これからこういうことは増えるし、そのたびにケンカになるんじゃな」

　仕方ない、というような表情で、洸輝は私を見つめた。

「亜美。結婚の話、少し延期しよう」

　延期……？

「どういうこと……？」

「帰国してから考えてたんだ。実はまた新しいプロジェクトにとりかかることになってさ……。しばらく忙しいし、結婚はそのあと考えないか？」

　そんな……。洸輝が帰国したら、結婚できると信じていたのに。約束したじゃない。

「十ヵ月前、言ってたろ？　強い女になるって」

「言ったけど……」

「それは、精神的な意味でってことだろ？　だったら、いいよな？　結婚は延期で」

「婚約も、解消するってこと……？」

　自分で自分の声が、震えているのがわかる。

「そこまでするつもりはないよ。ただ、結婚は待ってほしいって言ってるだけ」

　それっていつまで待てばいいんだろう。プロジェクトを結婚延期の理由にしているけれど、本当は美由さんのせいなんじゃないかと疑ってしまう。そう思うと、つい口から言葉が出ていた。

「……結婚が先延ばしになって仕事も忙しいんじゃ、私、出ていったほうがいいかな？　ここは元々洸輝のマンションなわけだし。私がいないほうが、仕事もはかどるんじゃない？」

　美由さんも、堂々と連れてこられるし。

　皮肉を込めて言った私に、洸輝は呆れ気味に返す。

「またそういうこと言って。だいたい、出ていったとして、どこへ行くんだよ？　また、元彼のところか？」

「違うよ。それに、光太は三ヵ月前に結婚したって」

「結婚したのか、彼」

　そう、光太からは結婚したと連絡が来た。友達の紹介で知り合った人で、とっても気が合うとか言っていたっけ。

「じゃあ、行くところはないな。そもそも、お前が出ていく必要なんてないんだから、ここにいろよ」

　その洸輝の言葉に、私はほんの少し安堵する。私が出ていくことを引き止めるってことは、洸輝は美由さんとふたりきりになりたいわけじゃないのね。

「……私がここにいても、迷惑じゃないんだよね？」

「当たり前だろ。もう安易に出ていくとか言うなよ」

　洸輝はそう言うけれど、十ヵ月前はあんなに『結婚しよう』と言ってくれていたのに、今度は『延期しよう』なんて言われて、かなりショックだったんだから……。

　だけど、そんな不安は洸輝にはわからないのかもね。だってあなたは今日も、いつもみたいに、私にキスをしてくるから。そして慣れた手つきで、私を押し倒すから。そんな無責任なこと、しないでよ……。

　結婚はしない。でも婚約は続ける。そして私を抱く。

　自分勝手だね。だけど、もっと自分勝手なのは、私なんだと思う。

　洸輝の身体を求めながら、私は心で叫んでいた。

　お願いだから、専属秘書なんてつけないで。家に入れたりしないで。近づかないで。私以外の女の人と、仲良くしないで。私はその笑顔も温もりも、全部全部、ひとり占めしたいと思っているのに……。

　――途中、洸輝のスマホに着信があった。マナーモードにしてあったのと、そのときはお互いがお互いに夢中で、気づかなかったけど。あとからその電話が、美由さんからだとわかって、私はもう洸輝に抱かれることですら、幸せに思えなくなった。

　いったいなんの用事なの？　また次の日に会えるでしょ？　これ以上、私たちの邪魔をしないでよ。

　仕事なんだと頭ではわかっていても、不安に支配されている私は冷静になることができなかった。










トラウマ




　洸輝の書斎から、何か聞こえる……。これは、女の人の甘い声。そういえば、さっき美由さんが入っていったっけ。『仕事なので』という決まり文句を言って。

　……ちょっと待って。甘い声だけじゃない。少し荒いこの息遣いは、洸輝よね？

　間違いないよ。私が彼に抱かれるときにも、この息遣いは聞こえるから。

　もしかしてあのふたり、身体を重ねている？　一気に血の気が引くのを感じて、必死に書斎のドアを開けようとしても、ドアはまったく動かない。

　イヤ！　やめて！

「やめて……!!」

　呼吸を乱しながら目を覚ます。全身、汗びっしょりだった。夢だったとわかり、心底ホッとしたけど、すぐに苦い気持ちになる。

　なんてイヤな夢だろう。さっきまで抱かれていたのは自分だっていうのに。

　あの夢、光太に浮気されたときの記憶と重なった。

　もう大丈夫だと思っていたのにな……。

　こんなことを思い出すのも、あれから一ヵ月半の間、美由さんが毎日のように、うちに来ているから。

　新しいプロジェクトの関係もあるんだろうけど、当たり前のような顔をしていつも洸輝のそばにいる。私に対しては、邪魔者を見るような視線を向けてくるんだから、本当にうんざりする。

　少し落ち着くと、隣にいるはずの洸輝の姿がないことに気づいた。

「あれ？」

　すっかり日付は変わっているのに、こんな時間にどこに行ったんだろう。訝しく思いながらベッドを下りると、部屋の外から声が聞こえてきた。

「美由も、身体には気をつけろよ？」

　美由？　こんな時間に、あの人と電話をしているの？　耳をすませば、上機嫌な様子の洸輝の声が聞こえる。

「……ああ、わかってるよ。もし美由が倒れたら、オレが看病してやるから」

　いったい、ふたりはどういう関係なの……？　心臓がバクバク音を立てる。もう洸輝を信じられない。こんな夜中にまで話したい内容って何よ。

　ふたりを見ていれば見ているほど、どんどんあの頃を思い出す。大好きだった光太に、裏切られたときのことを……。




「亜美さん、最近、社長の顔色がよくないの。少し食事に気をつけてくれる？」

　今日も美由さんは家に来て、洸輝と何やら打ち合わせをしている。それだけでもムカつくのに、今日は私に、そんなことを言ってきた。

　なんであんたに、そんなことまで口を出されないといけないのよ……。

「わかってますから」

　私はプイッと横を向く。洸輝は車に忘れ物をしたとかで、駐車場へ行っている。ほんの少しの間でも、美由さんとふたりきりだと思うと、ムカついてしょうがない。

「社長は、新しいプロジェクトで、毎日お疲れだから」

「だから、わかってますって！　あなたに、いちいちそんなことを言われたくないの」

　つい、声を荒らげて振り向いた私を、美由さんはバカにしたように鼻で笑った。

「ヤキモチ？」

「は？」

「ヤキモチなんでしょ？」

　図星を指されて、返す言葉もない。黙ったままの私に、さらにバカにしたように彼女は言った。

「いいわね。呑気で」

「え？」

　さっきからなんなのよ、この女は……。いちいち突っかかってきて。

「社長が大変だってときに、呑気なのねって言ってるの」

　美由さんは明らかに、私を挑発している。

　いくら秘書だからって、そんな言い方するなんて。そこまで言うのは、やっぱり洸輝のことを好きだからじゃないの？

　悶もん々もんとする私に、美由さんが続ける。

「あなたの頭の中って、恋愛一色？」

「……何が言いたいの？」

「見ていたらわかるの。社長に依存して、つまらないヤキモチを焼いて……」

　私は、ただ黙っていた。というより、何も言い返せなかった。

　確かに、もっと強くなるとか、偉そうなことを言っていたけど……。

「あなた、この十ヵ月、何してたの？　仕事はしていなかったんでしょ？」

「私は……料理を習いに行ったり……英語の勉強をしたり……」

　改めて口にすると恥ずかしい。自分なりの花嫁修業をしてはいたけど、海外でもバリバリに仕事ができる人を前に、胸を張って言えるようなことはしていない。

　そんな私に呆れたのか、彼女は何も言ってこない。と、そのとき、洸輝が駐車場から戻ってきた。

「ダメだ。見つからない。やっぱり会社に忘れてきたかも」

　困ったように腰に手を当てため息をつく洸輝のそばに、美由さんが素早く駆け寄る。

　さっきまでは、冷たい表情で私を見ていた彼女が、今はもう洸輝に同調するように眉を下げている。

　なんてしらじらしい。こういう裏表って、洸輝にはわからないのかしら……。

「じゃあ、私が取りに行きます」

　さっとバッグを手にした美由さんに、洸輝はすぐさま言った。

「いや、オレも行くよ」

　えっ？　洸輝、また行っちゃうの？

　不安が募っていた私は、洸輝の目を見つめる。

「あれ、今日中にオレがサインして送らないと間に合わないから」

「待ってよ。美由さんが行ってくれるんでしょ？　だったら、洸輝はここにいればいいじゃない」

　思わず洸輝の腕を掴んで引き止めてしまった。これ以上、ふたりきりになんてさせられない。

「そういうわけにはいかないんだって。これは、仕事なんだよ」

　うっとうしそうに、洸輝は私の手を払いのけた。

「なんで……。なんで行くの？」

　うっすらと涙を浮かべて見上げる私から目をそらして、洸輝は冷たく言い放つ。

「亜美。いいかげんにしろ」

　部屋を出ていった彼を追いかけようとした美由さんが、立ち止まって私のほうを振り向いた。眉間にシワを寄せ、憎らしげに私を見据えて、彼女が言う。

「社長の十ヵ月は、なんだったと思う？　向こうで社長が頑張ったから、今の新しいプロジェクトに繋がっているの。言葉も文化も違う土地での、予算調整や在庫の確認、仕入れの交渉……それに新規開拓の営業で、ロンドンだけでなくイギリス中を飛び回って……どれをとっても、日本でやるよりも数十倍も大変なのよ？」

「……だから……？」

「だから、邪魔しないであげて。今、会社にとっても、本当に大事なときなんだから」

　美由さんは、それだけ言って足早に出ていった。

　そんな難しい話、私にはわからない。でも洸輝と一緒にいたいなら、わかるようにならないといけないんだよね。わかりたいのに、私にはそんな能力はない。

「私、やっぱり社長夫人には向いてないのかも……洸輝を支えられてない」

　ひとりぼっちになった部屋で、私はただ、泣くだけだった。もどかしくて、情けなくて仕方なかった。

　夜の街のネオンが、ベランダからよく見える。最近はすっかり慣れてしまった景色だけど、この景色を新鮮に思えた頃の、素直な自分に戻りたい。




「亜美、ちょっと考えすぎよ」

　泣きながら電話をかけた私を心配して、ちーちゃんが呼び出してくれた。

「だけど……」

　カフェに入ったはいいけど、目の前の紅茶を飲む気にもなれない。

「ごめんね。私も必要以上に亜美を脅しすぎたかも。社長と秘書の仲が怪しいなんて」

「違うよ。ちーちゃんが教えてくれたのは、本当のことだもん」

　ふと窓を見ると、泣きはらした顔の私が映る。

「ちーちゃん、私ね……光太のことを思い出しちゃったの」

「光太くんのこと？」

「うん。浮気現場を見たときのこと。もう平気だと思ってたのに……」

　思い出すだけで、また目に涙が滲む。

「亜美……」

「トラウマになっちゃったみたい。またあんなことがあったらと思うと、怖くて……、疑心暗鬼になるの……」

「それは当たり前だよ」

「だからね、私、つい洸輝を束縛しようとしちゃうんだ。いつも、そばにいてって思っちゃう……」

　込み上げてくる涙を堪えようと、唇を噛む。

　こんなんじゃ、いつか愛想尽かされるんだろうな。だからそんなことをしちゃいけないと思うのに、どうしてもやめられない。

「亜美……」

　心配そうなちーちゃんに、無理やり弱々しい笑顔をつくり、紅茶を飲もうとしたときだった。

「う！」

「亜美？　どうしたの？」

　何これ……？　紅茶の匂いを感じた瞬間、胃のむかつきを覚える。

　今まで経験したことのないような不快さで、とてもこの場で普通にはしていられなかった。

「ごめん、ちーちゃん。ちょっと、トイレ……」

　思わず、手で口を押さえる。やだ、吐きそう。慌ててトイレに駆け込んだ。

「気持ち悪い……」

　吐きたいのに、吐けない。まだむかつきは消えないけれど、しゃがみ込んでいたら少しは気分がマシになってきた。

　いったいなんなんだろう、この感じ。私、どこか身体が悪いの？

「亜美、大丈夫？　どうしたの？」

　心配して、ちーちゃんが駆けつけてくれた。

「ごめん……急に気分が悪くなって」

　洗面台で口をゆすぎながら、鏡越しにちーちゃんに答えた。

「本当に大丈夫？　顔色悪いよ？」

「うん。ちょっと胃がムカムカして……もうおさまったから、心配しないで」

　きっと美由さんのせいよ。絶対ストレスがたまっているんだわ。

　引きつった笑顔で答える私に、ちーちゃんは急に真面目な顔つきになって言った。

「ねえ、亜美……。生理は？　ちゃんと来てる？」

「生理？」

　そういえば……。指を折って数えてみる。

「十日くらい遅れてるかも」

　生理が遅れることなんて、私、めったにないのに。よっぽど心がズタボロなのよ。本当にどうしたらいいんだろう……。そんなことを思っていると、ちーちゃんは真剣な表情で私に問いかけた。

「亜美、もしかして、妊娠……してるんじゃないの？」










妊娠




「え……？　妊娠……？」

　思いがけない言葉に、一瞬、頭の中が真っ白になる。

「うん……。それ、つわりじゃない？」

　まさか……。

「そんなわけ……」

　っていうか、そんなことがあっちゃいけないでしょ？　まだ結婚してないんだよ、私たち。

「どうして？　心当たりがないの？」

　言われて、思わず固まってしまう。心当たりなんて、大アリだ。だけど答えられずにいると、ちーちゃんが続ける。

「ねえ亜美、病院行ったほうがいいと思うよ？」

「うん。一応、行く。……ちーちゃん、このことは誰にも話さないでね？」

「わ、わかった……」

　ちーちゃんが、本気で心配しているのがわかる。そして私は、心臓が早鐘のように鳴っているのを感じていた。

　妊娠？　私のお腹に赤ちゃんがいるっていうの？　洸輝との赤ちゃんが？

「亜美、とりあえず原因がわからないんだし、今日はもう帰ったほうがいいわ」

　ちーちゃんはそっと、私の肩に手を触れる。

「……もし本当に妊娠しているなら、なおさら、身体を大切にしなきゃ」

「うん。いろいろ気遣ってくれてありがとう……心配かけてごめんね、ちーちゃん」

　弱々しく頷く私を労るように、ちーちゃんは小さく笑みを浮かべた。

　そして私たちはカフェを出て、途中まで一緒に帰った。

「じゃあね、亜美。……あんまり、思い詰めたりしないようにね」

　別れ際、心配そうに見つめるちーちゃんを少しでも安心させたくて、私は笑顔で手を振った。

　ひとりになった私は、そっとお腹に手を当ててみる。

「全然わかんないや……」

　不思議。本当にいるのかな？　私たちの赤ちゃん。

　もしそうなら、嬉しいような、怖いような……複雑な気持ち。

　――淡いクリーム色の壁。柔らかいソファに、光が穏やかに差し込む明るい室内。遠くから、赤ちゃんの泣き声が聞こえる。

　初めて来る産婦人科は、当たり前だけど妊婦さんばかり。

　まさか自分がこんなときにここに来ることになるなんて、想像もしていなかった。緊張で震える手を握り締めて、自分の順番を待つ。

「内田さん、内田亜美さん」

「は、はい……」

　とうとう、呼ばれちゃった。ゆっくりと立ち上がり、促されるまま診察室に入ると、優しそうな中年の女医さんがいた。

「尿検査の結果、妊娠されている可能性が高いと思います。超音波で見てみましょうね。診察台に上がってください」

「はい……」

　台の上で足を広げると、身体の中に器具が入ってきた。結構、この体勢は苦痛……。

「内田さん、横のモニターを見て」

「横？」

　顔を向けると、白黒の小さなモニターに、何かが映っていた。

「今、内田さんの子宮の中を映してますから。あっ、ほら、これ」

「こ、これは……？」

「見えますか？　この小さな黒いものが、あなたの赤ちゃんですよ」

　赤ちゃん……。息を呑む私に、先生が告げた。

「妊娠されてますね。今、五週目です」

　信じられない。私、本当に妊娠しているの？

　診察を終えると、呆然としたままの私に、先生がエコー写真を渡してくれた。

　白黒で、小さな、豆みたいな……私の赤ちゃんが、写っていた。

「内田さんは、結婚されていないのね。赤ちゃんはどうされますか？」

「え？」

　どうって……。その質問の意味を理解するのと、私の心が決まるのは同時だった。一瞬の間ののち、私はまっすぐに先生の顔を見てはっきりと答えた。

「産みます」

「わかりました。おめでとうございます」

　そう言って、先生はにっこり笑ってくれた。

「実はね、まだ心拍の確認ができていないの。だから来週、もう一度来てちょうだい」

「はい。わかりました」

　私も自然と笑顔になる。ここへ来る前は実感が湧かなかったけれど、実際に赤ちゃんを見たら、じわじわと嬉しさが込み上げてきた。

　ただ――洸輝の反応だけが気がかり。仕事が忙しいからって、結婚も延期にされたくらいだもの。赤ちゃんができたこと、もし迷惑がられたらどうしよう。それを思うと、不安も押し寄せてきた。

　洸輝に、なんて言おう……。




「おかえり、亜美。出かけてたのか？」

「あ……、ただいま。洸輝も帰ってたんだ」

　絶対まだ会社だと思っていたのに。ちらっと中を見ると、美由さんの姿がない。

「今日は、もう仕事は終わり。美由はいないよ」

　私の様子に気づいたのか、こちらが聞く前に洸輝が答えた。

　昨日のことがあってか、私に気を遣ってくれているみたい。

「そう……」

　まだ心の準備ができていないのに、洸輝とふたりきりなんて、ちょっと気まずい。肝心なときはいないんだから、なんて勝手なことを思ってしまう。

「そ、そうだ！　プロジェクトのほうはどうなの？」

　とにかく、普通に普通に……。自分に言い聞かせながら、私はソファに座る。

「ああ、もうすぐ結果が出そうでさ。今はまだなんとも言えないんだ。ただ、やれるだけのことはやったし、ロンドンでの経験も活かせた。そこは、自信を持てるところだから……きっと大丈夫だと、オレは思ってるよ」

　仕事の話をする洸輝は、とにかく楽しそう。

「じゃあ、結婚もまだまだ先……だね」

「あ、いや。そういうわけじゃないんだけど……」

　わざと意地悪く言うと、洸輝は背すじを伸ばして私のほうを見た。何か言いたいのに、言葉が出ないみたい。

　あ、焦ってる。なんだかんだで、洸輝も気にしてくれているんだ。

「でも今は、他のことは考えたくないでしょ？」

　試しに聞いてみると、彼は少しバツが悪そうな顔をした。

「結婚は置いといて。とにかく、他の問題は、ご免かな？」

　問題……。やっぱり妊娠って、問題よね？　私たちはまだ結婚していない。先に赤ちゃんができてしまった……それって、社長としてどう思われるだろう？

「亜美？　どうした？　黙り込んで」

「あ、ううん。なんでもない」

　ダメだ。やっぱり言えない。さっきは浮かれていたこともあって、洸輝に話そうと思っていたけれど、少しでもイヤな顔をされたら、今度こそ私は立ち直れない。

「本当にごめんな。結婚のことは、ちゃんと考えているから」

「え？　いいの、いいの。結婚の話は、本当にどうでもいいから」

「えっ？」

　それより、妊娠のこと……どうやって話そう。どうしよう。どこまで、いつまで隠していられるのかな。私が黙り込んでしまうと、洸輝が心配そうに言う。

「亜美、ちょっと様子が変じゃないか。何かあったのか？　また寂しくなった？」

　そう言うと、洸輝は私を抱き締めてきた。

「ダ、ダメ！」

　私は思わず、反射的に洸輝を突き飛ばす。

　あんまり甘い雰囲気になっちゃダメ。お腹に赤ちゃんがいるんだから、エッチはできない。気分が盛り上がってしまう前に、拒まないと……。

「どうしたんだよ、いったい。お前、やっぱり様子が変だぞ？」

「なんでもないって！　それより洸輝は、仕事のことだけを考えててよ」

　我ながら不自然な言動。訝しげな顔をしつつも、洸輝はそれ以上追及はしなかった。




　あれから数日――。

　なんとか夜のお誘いは断っているけど、さすがにまずいかも。今までこんなことはなかったから、だんだんギクシャクしてきている。

「亜美、今日の夜、時間あったら、少し顔を出してくれないか？」

　突然、洸輝がそう声をかけてきた。何かをお願いされるなんて久しぶりだ。

「何かあるの？」

「うん。実は……新しいプロジェクトが成功して、その祝賀会があるんだ」

　そう言うと、遠慮がちな笑顔を私に向ける。

「本当!?　すごい！　おめでとう！」

　さすが洸輝！　一瞬、悩みも何もかも忘れて、純粋に嬉しくなった。

「それと、改めて亜美をみんなに紹介したくて……」

「紹介？　なんか少し恥ずかしいけど……でも、嬉しい。ありがと。絶対に行くね」

　よかった。これで、洸輝も少しゆっくりできるようになるってことよね。それなら、今夜の祝賀会のあとにでも妊娠のことを話そう。明日、また病院に行く予定だし、洸輝とふたりで行けたらいいな。

　結婚と順番が逆になっちゃったけど……きっと、喜んでくれるよね？




　夜になり、約束の時間に会場に着くと、会長に出迎えられた。

　高級ホテルでのパーティーにはこれまでに何度か出ているから、だいぶ慣れてきたけど、会社主催のパーティーは、洸輝の社長就任以来。

　会長から『話しかけるな』と言われたことを思い出して、私は苦笑する。

　その会長が今は、〝息子の婚約者〟として、周囲の人に私を紹介してくれるなんてね。とっても嬉しいけど、妊娠のことを知られたら、また怒られちゃうかな……。覚悟をしておかなきゃ。

　挨拶が終わってフリータイムになり、私は少し離れた場所から、洸輝を見守る。

　洸輝は会社関係の人と歓談しているけれど、私はまだ、彼の正式な妻ではない。だから、今はまだ、オフィシャルな場所で洸輝の隣に並ぶことはできないのだ。

「いやあ、さすが社長ですな。こんなに早く、このプロジェクトを成功させるとは」

「いえ、みんなが頑張ってくれたおかげです」

　洸輝も上機嫌で応えている。そしてその隣には、美由さんがぴったり寄り添っていた。悔しいけど、並んでいると本当に美男美女だ。

「それに美人秘書、羨ましいですなぁ」

　これには、さすがの洸輝も苦笑い。そして気遣うように、私のほうにちらっと視線を向けた。……まあ、今は許そう。

　それにしても、さっきから、なんだかお腹が痛い気がする。

「どうしたんだろ……」

　控え室に戻った私は、ソファに座ってお腹をさすった。

「どうしちゃったのよ、赤ちゃん……」

　痛みは一向に治まらず、どんどんひどくなってくる。今は、まだパーティーの途中なのに。もう、我慢の限界かも……。脂汗が出始めたときだった。

「亜美さん!?　どうしたの？」

　ドアを開けて入ってきた美由さんが、私に気づいて声をあげる。イヤな人だけど、今は来てくれてよかった。とにかく、誰かに助けてもらわないとまずい気がする。

「ちょっと……お腹が痛くて……」

　お腹を押さえ、身体を折り曲げている私のそばに、彼女が駆け寄ってきた。

　心配そうにその場に膝立ちをして、私を見上げている。

「大丈夫？　顔色悪いわよ。待ってて、社長を呼んでくるから」

「ダメ!!」

　立ち上がりかけた美由さんの腕を、私は思わず掴んでいた。

「えっ？　どうして？」

「足手まといに、なりたくないの……。今夜は大事なパーティーだから。ごめん、美由さん……タクシー、呼んでもらっていい？」

　そう言いながら私は、太もものあたりに生温い感触を感じて、視線を落とす。

　ツー……と足を伝って流れてきたものを見て、私は絶句した。

　私の足に、一本の赤い筋が描かれている。それは、もうくるぶしまで来ていた。

「血……？」

　なんで？　私、出血しているの……？

　自分が見ているものがうまく理解できず、私は呆然とする。

「ちょっと……亜美さん!?」

　思いきり動揺した様子の美由さんが、私に言った。

「あなた、まさか……妊娠してるんじゃないの？」

　鋭い美由さんは、すぐにピンときたみたいだ。だんだん朦朧としてくる意識の中で、私は必死に言葉を振り絞って、彼女に懇願した。

「お願い……！　洸輝には、言わないで……タクシー呼んで……」

「バカなこと言わないで！　急がなきゃ……車を出してもらえるように、頼んでくるからね！」

　走って部屋を出ていく美由さんの後ろ姿を見ながら、私は意識を失った。

　美由さん……あなたって、案外いい人なのね。そんなに必死になってくれるなんて、ちょっと意外……。

　――ねえ、洸輝……。私ね、美由さんみたいに強くて賢い女じゃないみたい。やっぱり好きな人と結婚して、赤ちゃんを産んで、幸せに暮らす。平凡かもしれないけど、今も、それが一番の夢。

　ごめんね。だから私、あなたに迷惑かけてばかり。心配させたりイライラさせたり。でも、洸輝の足を引っ張るだけの存在には、なりたくないんだよ……。










悲しい別れ




「う……ん。……あれ？　ここは……？」

　ゆっくり目を開けると、真っ白な天井が見えた。

「い、痛い」

　身体を動かそうとした瞬間、お腹に鈍い痛みが走り、顔が歪む。

「亜美、気がついたか！　気分、悪くないか？」

「あ……洸輝……」

　その声に横を向くと、心配そうに、私の手を握る洸輝がいた。イスにも座らずに、ベッドの脇にしゃがみ込んでいる。――そしてその後ろには、美由さんが立っていた。彼女は私と目が合うと、すぐに視線をそらしてしまった。

　窓の外が明るいから、夜は明けてしまったみたいだけど、ふたりともパーティーのときの格好のままだ。

　……じゃあ、ずっと私につき添ってくれていたの？

「ここ、病院……？」

　まだはっきりしない頭で、私はあたりを見回した。

「そうだよ。お前、控え室で気を失ったんだ……」

　そう言う洸輝の目には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「洸輝……なんで、そんなに悲しい顔……してるの……？」

　ゆっくりとしか喋れない私は、声を絞り出すようにして、そう言った。

「お前、妊娠してたんだな？　……先生から聞いたよ」

「あっ……」

　記憶が蘇ってくる。そうよ、私、パーティーの途中でお腹が痛くなって……。

「赤ちゃん！　赤ちゃんは!?」

　出血したことを思い出して、私は青ざめる。

「亜美、落ち着け。……赤ちゃんは……」

　言葉に詰まる洸輝の頬に、ひと筋の涙が流れた。次の瞬間、手で口を押さえ、私から顔をそらして肩を震わせている。――彼は、声を押し殺して泣いていた。

　初めて見る洸輝のそんな姿に、私は状況を理解せざるを得なかった。

「……赤ちゃん……ダメだったの？」

　震える声で問いかける私の言葉に、弾かれたように美由さんが泣きだした。

「なあ、亜美。どうして話してくれなかったんだ……？」

　涙声の洸輝が、真っ赤になった目で私を見た。

「だって、忙しそうだったから……。洸輝、言ってたじゃない。問題はご免だって。だから、言えなかったの……」

　言いながら、どっと涙が溢れてくる。それを、洸輝は優しく拭った。そして、もう一度両手で私の右手をぎゅっと包み込んでから、ゆっくりと口を開いた。

「ひとつ、言っておくよ。オレにとって、亜美に関わることは、どんなことでも『問題』じゃない。すべて、本当に大切なことだ。オレは、一生をかけて亜美を守り抜くって決めてる。だから、なんでもオレに話してほしい。悩みも不安も、これからは……一緒に解決していこう。いいな？」

「うん……」

　しばらく静かに泣き続けた私に、洸輝はそっと寄り添ってくれていた。そんな私たちを見守るように、美由さんも何も言わずに病室にたたずんでいた。

　私の気持ちが少し落ち着いた頃、美由さんは私の手を黙って握ってから、部屋を出ていった。

　そして洸輝も、家族へ連絡するために、病室をあとにした。

　ひとり残された病室で、窓から見える景色をぼうっと眺めていた。外は澄みきった青空が広がっていて、あたたかい陽が差し込む。でも、そんな景色を見ても、私は涙を流すことしかできない。

　赤ちゃんは、私と洸輝の赤ちゃんは、あの広い空へ帰ってしまった。

　私が、しっかりしてなかったから、愛想尽かしちゃったのかな？　洸輝に話す前に、こんなことになっちゃうなんて――。




　数日後に退院した私は、しばらくは家で静養することになった。

　もう、身体はなんともない。だけど、気持ちが普段の生活に、まったく追いつかないのだ。私の母親と洸輝のお母さんが、交替で家事などをしに来てくれたけど、その対応すらもつらくて、今は、日中はひとりで過ごしている。

　――そんなある日。

「亜美さん、体調どう？」

　だしぬけに玄関のドアを開けて入ってきたのは、美由さんだった。

「美由さん!?　なんでここに？」

「特別業務。社長命令よ。亜美さんの様子を見てこいって」

　美由さんは、家の鍵を顔の前でチラつかせて言った。どうやら洸輝から鍵を預かってきたらしい。

「そう……」

　あの日以来、洸輝は私のことを、すごく気にかけている。

「せっかくのパーティー、迷惑かけちゃってごめんね」

「何言ってるの。あのときは、そんなこと言ってる場合じゃなかったでしょ？」

　そう。あの日、美由さんは大慌てで、洸輝を呼びに行ったらしい。だけど戻ってきたときには、私は意識を失っていて、大騒ぎになったとか。その後も事情を知った人からは、お悔やみの手紙や電報がひっきりなしで……洸輝にも大変な思いをさせてしまった。

「これ、好きなんでしょ？」

　美由さんがコンビニの袋から取り出して見せたのは、私の大好きなレアチーズケーキだった。

「な、なんで知ってるの？」

「社長から聞いてきたの。甘い物なら、食べられるかなって思って」

「ありがと……」

　いつもバリバリ仕事をしているイメージしかなかった彼女が、こんな気遣いをしてくれたのが意外だった。

「会社に戻らなくていいの？」

「いいわよ。社長命令なんだし。私も休憩」

　そう言うと、美由さんは袋からティラミスを取り出す。

「実は私もね、学生の頃に妊娠したことがあるんだ」

「えっ!?」

　思わず、持っていたケーキのカップを落としそうになる。

　そんな爆弾発言を、しれっと、しかも呑気にケーキなんて食べながらするなんて。私は目を丸くした。

「すごく好きな人だったから……学生結婚でもいいと思ってたの」

　ティラミスを頬張りながら、淡々と話してしまえる彼女は、やっぱり私とは全然違う。それとももう、過去のつらさを乗り越えられたのかな？

「美由さんに、そんな過去があったなんて……意外」

　私もチーズケーキを少しずつ口に入れながら、おずおずと美由さんを見た。

「でしょ？　だけど相手は、私の妊娠を知った途端、逃げた上に音信不通」

　眉間にシワを寄せ、私に顔を近づけた。

「ひどい……」

　私が洸輝や美由さんにしてもらったことを考えたら、そんな扱い信じられない。知らない人とはいえ、その男に腹立たしさを覚え、私は自然と顔を歪めた。

「それでも、意地で産もうと思ってたんだけど……結局、流産しちゃったんだ。それから逃げたヤツを見返してやろうと思って、必死に勉強して、バリバリ仕事するようになって……今に至ってるの」

　そうだったんだ……。それってつらすぎる……。

　でも、美由さんの強さは、そんな経験から身についたものなのかもしれない。

「だから、少しはわかると思うの。亜美さんの気持ちが」

「ありがとう……」

　あんなにイヤだと思っていた人なのに、こんなに普通に会話ができるようになるなんて……戸惑いを感じながらも、嬉しく思う。

「私、どこまでも、洸輝の足手まといだよね……」

「……そんなことは、ないんじゃない？　どうして社長が、十ヵ月でロンドンのプロジェクトを成功させたんだと思う？」

「え？　それは、仕事ができるからでしょ？」

　当たり前のように言うと、美由さんは首を横に振った。

「それもあるけど、早く帰国して、あなたと結婚したかったからよ」

　その美由さんの言葉に、私は驚きで声が出なかった。次の瞬間、胸に熱いものが込み上げる。

　洸輝、私と結婚するために、仕事を早く片付けようとしていたの？　すべては私のために？

　ロンドンで、私を忘れていたんじゃないかとやきもきしたり、美由さんとの仲を勘ぐっていた自分が恥ずかしい。離れている間も、洸輝はずっと想ってくれていて、私との将来を思い描いてくれていた……。感激で、言葉にならない。

「そうなのよ。私ね、社長とロンドンにいた十ヵ月、ずっとあなたとのノロケ話を聞かされてたんだから」

「私との？」

　洸輝がノロケ話なんて……まったく想像がつかない。

「亜美に見せたいだの、食べさせたいだの、連れていきたいだの……そればっかり」

　そう言いながら、美由さんが笑う。私は恥ずかしくて、顔を赤らめた。

「それでね、あなたにちょっと意地悪したくなっちゃって」

「意地悪？」

「そうよ。仕事もしないで、ただ愛されて暮らしているだけのあなたが、無性にムカついたの」

　……私、そんなふうに思われていたんだ。

　今までの美由さんのふるまいが、腑ふに落ちた気がした。

「だけど、それは単なるヤキモチ。それにね、すごいと思ったこともあった」

「すごいって、私が？」

　不思議に思っていると、美由さんはちょっとバツの悪そうな笑顔を浮かべた。

「ごめんね。実は、社長とここで仕事をしているときに、うっかりあなたの〝勉強道具〟を見つけちゃったの。書類を探していたら、間違えて手に取っちゃって……」

　思い出し笑いを押し殺しながら、彼女は続ける。

「びっしり英単語が書かれたノートにメモ書き。それに、料理に関しては、実際に作って食べた感想まで書いてあったわね。確か、社長の好物の料理や食材は、ハートマークで囲んで」

「あれ、見たの!?」

　恥ずかしくて、私は近くにあったクッションで顔を覆った。

「社長もね。でも、本当に嬉しそうだったわよ。で、ふたりで見なかったことにしたんだけどね。同じ女から見ても、可愛かった。あなたなりに頑張ってたんじゃない。社長を支えようと、亜美さんなりに努力したこと。素敵だし、すごいと思ったわ」

　信じられない。美由さんにそんなふうに思われていたなんて。

「だから……ごめんなさいね。意地悪しちゃって」

　その言葉に、私はクッションを床に置いた。

　美由さんは、さっぱりしたような、爽さわやかな笑みを浮かべている。

「謝らないで。私だって、相当態度が悪かったもの。……ごめんなさい」

　なんだか力が抜けた気がして、私も微笑みながらそう返した。穏やかな空気の中、美由さんが再び口を開く。

「私ね、ロンドンに恋人がいるの」

　唐突にそんなことを言われ、私はまた目を丸くした。

「えっ!?　そうなの!?」

　驚くと同時に、心から安堵している自分に気づく。するとそんな私の考えを見透かすように、美由さんが言った。

「だから安心して。あなたの社長を奪おうなんて考えてないから」

「……だけど、ふたりとも、結構怪しい行動が多かったよ？」

　こうなれば、遠慮なく聞いてみよう。口を尖らせると、美由さんは苦笑する。

「あ～、それはね、社長にレディファーストが身についたのと、私の恋人への責任感からね」

「どういうこと？」

　私が言いたいことがすぐにわかったようで、彼女は頷いてみせた。

　そうよ、私が見ている限り、洸輝は美由さんをかなり大事にしていた気がするもの。納得できる答えが欲しい。

「私の彼ね、ベンチャー企業を立ち上げて、今はロンドンで修行中なんだ」

　何それ……？　だんだん、私にとって別世界の話が始まったみたい……。

　頭が拒否反応を起こしそうになるのを、私は必死に抑える。

「プロジェクトの協力企業の中に、彼の会社が入っていてね。それで私の彼が社長と知り合ったのがきっかけで、私も仲良くさせてもらうようになったの」

　あ然とする私にかまわず、美由さんは話を続ける。

「いずれは彼と結婚して、会社を一緒に支えたいと思ってて。でも、それには一緒に仕事をしているだけじゃ、ちょっと限界だったのよね……。どうにかして経営のスキルやノウハウを学びたくて、彼を通して社長に相談したら、秘書として採用してくれたの。大企業の社長の仕事をすぐそばで見られたのは、本当にいい経験になったわ」

「そういう事情だったの……？」

「だけど、彼ってばヤキモチ焼きな上に、渡辺社長より年上でそれなりの経験もあるもんだから……仲良くなったのをいいことに、社長に無茶な注文をしたのよ」

　また思い出し笑いをするように、美由さんが表情を緩める。

「無茶な注文って？」

「『美由に、絶対に無理させるな。体調を崩すようなことがあったら、お前が責任を持って看病しろ』なんて」

「あっ!?」

　だからいつかの夜、電話で『美由が倒れたらオレが看病する』みたいなことを言っていたんだ。ひとつ、ひとつ、心のモヤモヤが晴れていく……。

「ほとんど冗談だったんだけど、社長は真に受けちゃったみたいね。それに……いつも家で仕事をしていたのも、彼があなたのそばにいたかったからなのよ？」

「私のそばに？」

「そう。日中ひとりでいる亜美さんが心配だったらしいけど、私にとっては迷惑な話よ？　恋人と離れて暮らす私が、どうしてふたりの愛の巣に行かなきゃならないの？ってね」

　そう言いながら彼女は笑う。私が美由さんに対して抱いていた感情が、どんどん和らいでいく。

「ついでに言うなら、結婚の延期は社長の見栄」

「見栄？」

「今回のプロジェクトの成功で、本社の移転が決定したから」

「えっ、移転するの!?」

　美由さんは軽く頷いて、誇らしげに言った。

「一流企業が並ぶ、川沿いのオフィス街に」

　そういえば、出会ったばかりの頃、いつかはそこに本社を移転したいって言っていたっけ……。

「それから結婚すれば、亜美さんに鼻の高い思いをさせられる……そんなふうに考えたみたい」

　もう……バカ洸輝。私、そんなこと気にしないのに。洸輝が社長じゃなくてもいい、そう思っているのに。でも、そういうちょっと子供じみたところも、間違いなく私の大好きな洸輝の一面だ。

「あなたの元彼の結婚も、少し余裕を与えちゃったみたいだけど」

「光太のことまで知ってるの？」

「言ったでしょ？　社長はあなたの話ばかりするのよ」

　美由さんはため息をついて、思い出したようにティラミスを口に入れた。

　知らなかった洸輝の思いを知ることができて、よかった。そういう意味でも、今日ここへ彼女が来てくれたことに、感謝でいっぱいだ。

「社長は、亜美さんの流産にかなり責任を感じているみたいなの。少しずつでいい。元気になってね」

　最後にそう言い残して、美由さんは会社に戻っていった。




　そしてその直後、私の母親から電話がかかってきた。

　なんと、美由さんがうちに来ている間に、洸輝は私の実家に行っていたらしい。

　私を流産させてしまったことと、そもそも、結婚前に妊娠させてしまったこと。軽はずみで責任感のないことをしたと、頭を下げられたと言っていた。

　そして、私は母親から、こう言われた。

「亜美も大人なんだから、責任があるとすれば、あなたも同じ」

　先生からは、今回の私の流産は、防ぎようのない〝化学的流産〟だったと聞いた。赤ちゃん側に遺伝子的な原因があって、私が無理をしたからとか、そういう理由で起こったものではないらしい。だから誰も責任を感じる必要はないって。将来的にまた妊娠は可能だし、気に病んではいけないとも。

　だけどもしかして、私以上に洸輝は苦しんだのかな？

　――そんな思いは半月後、確信へと変わった。




　赤ちゃんのエコー写真は、性質上、時が経つと劣化して表面が薄くなり、ほとんど消えてしまうらしい。だから、妊婦さんの中には、コピーをとって保管する人もいると聞いた。

　洸輝が、私たちの赤ちゃんのエコー写真をスキャンして、保存できるデータの形にしていたって、美由さんがこっそり話してくれた。そしてプリントアウトしたものを、肌身離さず持っているって……。

　そうだよね。今、唯一ある、私たちの最初の赤ちゃんの写真だもんね。

　そして、そのことを私に話すつもりはないって、洸輝はそう言っていたらしい。私に、流産した過去をなるべく思い出させたくないからって。

　ねえ、洸輝。私、もうしばらく泣いてもいいよね？　悲しい涙じゃないから、いいでしょ？　洸輝の愛情を感じて、泣くだけだから……。










永遠の幸せ




「ここが、新本社!?」

「そう。すごいだろ？」

　得意げな洸輝は、ビルを見上げながら余裕の笑みを浮かべる。モダンでスタイリッシュな、濃いグレーの高層ビル。キラキラと輝く建物は五十階建てで、太陽の光が眩しいくらいに反射していた。

「明日から、全員がここへ出勤なんだ」

「素敵～。いいなぁ。ちーちゃんが羨ましい」

　きっとちーちゃんは、ますますはりきるわよ。何せ、メイン秘書に昇格したばかりだから。一流企業が集まるオフィス街……ここの住所を言うだけでも、かなりのステータスだ。

「亜美。これからはこの会社を、亜美にも支えてもらうからな」

　優しく微笑みながら、洸輝は私の手を握る。

「うん……。私にできることなら、なんでもする」

「そんなに気負う必要はないよ。……とにかく、オレのそばにいてくれれば、それだけでいいんだ」

　洸輝はそう言うと、私を本社ビルの中へ連れていった。




「いいの？　入っても」

「内緒な？」

　洸輝はいたずらっぽく笑ってから、誰もいない真新しいフロアで、私を力一杯抱き締める。

「本当は、こうしたかっただけ」

「もう……」

　なんて言いながらも、洸輝の温もりに、私は心から幸せを感じた。

「亜美。今度こそ、結婚しよう。……いいだろ？」

「……うん」

　私が返事をすると、洸輝は安心したように大きく息を吐いた。

「よかった。いつだったか、結婚の話を、どうでもいいって言われてから、ちょっと不安だったんだよな」

「えっ!?　そんなこと言ったっけ？」

「言った、言った。あれ、かなり傷ついたんだぞ」

　そう言われてみれば、そんなことがあったかも。妊娠のことで頭がいっぱいだったときだ。そこまで考えると、胸に苦い思いが広がる。

「ごめんね……」

「亜美、もう悲しい思いも、つらい思いもさせないから」

「ううん。大丈夫。洸輝がいてくれるなら、悲しみも苦しみも、乗り越えられるから」

　だから、いいの。悲しいことやつらいことが、この先またあっても。それを洸輝と一緒に経験できるなら、本望だ。




　私の誕生日に、結婚式は行われた。一大企業の社長の結婚式だけあって、すごいスケールで、自分の式だというのに、そこでも私は圧倒されていた。ちーちゃんは、思いのほか号泣していたし、美由さんは……。

「まだ、当分、社長のそばにおりますので。奥様！」

　なんて、わざとらしく言っていた。だけど、もう彼女に対する嫉しっ妬とはない。同じ悲しみを味わった者同士だからか……。それとも、洸輝に興味を持っているわけじゃないとわかったからなのか。それは、わからないけどね。

　そして挙式後、私たちは引っ越しをした。今までも、充分すぎるほど贅沢だったのに、移転した本社に近い場所にできた新築の高層マンションの最上階を買ったのだった。洸輝が言うには、セキュリティーもしっかりしているし、マンションのまわりは、生活に必要なショッピング施設が充実しているからとのこと。駅近なのも嬉しかった。

　無事に入籍も済ませ、晴れて私は、〝内田亜美〟から〝渡辺亜美〟へ変わった。




「相変わらず、夜景がよく見えるよね……」

「すごいだろ？　亜美が喜ぶかなと思って、最上階にしたんだ」

　窓のそばに立っている私の身体を、後ろから洸輝が包み込む。

「うん。ありがとう。すごく綺麗……」

　洸輝とふたりなら、どんな場所でもよかったんだけどね。

「こっち向けよ、亜美。夜景じゃなくて、オレを見ろ」

　ちょっと強引に私を振り向かせ、洸輝が私の唇を塞いだ。

「洸輝……」

　そう名前を呼ぶだけで、精一杯。息が止まるほどのキスのあと、私たちはどちらからともなく寝室へ移動し、洸輝はゆっくりと、私をベッドへ押し倒した。

　実は流産して以来、初めて洸輝に抱かれる。彼は彼なりに、責任を感じてくれていたみたい……。洸輝のせいじゃないのに。

　少し遠慮がちな洸輝に、私は自分の思いをぶつけた。

「ねえ、いつもみたいに、して？　私、洸輝をもっと感じたい」

「亜美……」

　洸輝は、私を抱く腕にぐっと力を込めて言った。

「愛してる。心から、亜美を愛してるよ」

「私もだよ。私も洸輝を愛してる……。だからずっと、一緒にいてね」

　聞こえるのは、私たちの息遣いだけ。この夜を、私はどれほど待ち望んだろう。もう離れ離れになる必要はない。これからは、いつも私の隣に洸輝がいるんだ。

　愛して、愛されて……。あなたが背負うものを、私も半分背負うから。だからずっと私を愛して。それだけで幸せを感じられる。

　洸輝が愛してくれれば、私はずっと強くいられる。キスだけじゃ足りなくて、抱かれていても足りなくて。それくらい、私はあなたが好き。

　今日からは、旦那様になったあなたと、新しい私たちの恋愛が始まる。年を重ねても、生まれ変わっても、ずっとあなたと恋愛をしていきたい。

　私は、それでもきっと、あなたを愛しているから……。







特別書き下ろし番外編










新妻の悩み～洸輝の元カノ登場!?～




【原田千鶴を社長秘書に命ずる】

　お知らせメールの文面に、私は目を輝かせる。

　ちーちゃんの大出世に、興奮を隠しきれなくて、無意識に声をあげていた。

「ちーちゃんってば、すごい！　ついに社長秘書なんて、さすがだわ」

「渡辺さんって、寛大なんですね。イヤじゃないんすか？　親友が、自分の旦那さんの秘書なんて」

　私にイスを寄せ、声をかけてきたのは、この春入社した森もり本もとくん。

　学生時代はスポーツマンだったらしく、ガッチリした体格と、日に焼けた肌の健康的なイケメン。その上、語学堪能で将来を期待されている大型新人だ。

「イヤなわけないでしょ？　誰よりも信頼しているちーちゃんだもの」

　役員秘書の仕事も、この人事への布ふ石せきだったのかと思うと、私も感慨深い。

「へぇ。原田さんて、そんなに信頼されてる人なんだ。オレも一緒に仕事してみたかったな」

「そうねぇ。確かに森本くんなら、ちーちゃんのお眼鏡めがねに適かなうかもね」

　私がそう言うと、森本くんは残念そうにため息をついた。ホント、仕事熱心なのには感心する。

　私はもう一度メールを読み返し、ちーちゃんの出世に酔いしれた。

　そうよね、美由さんは恋人の会社を手伝うために退職したんだもんね。

　あんなに私をやきもきさせた人でも、いなくなったら寂しく感じる。なんだかんだで、最後は仲良くなれた気がするし。後任は誰になるのか気になっていたけど、ちーちゃんなら本当に嬉しい。

「渡辺さーん！　ちょっと、この書類を社長室に持っていってくれるか？」

　部長の呼びかけに、私は我に返る。

「はーい。今行きます」

　結婚して半年。

　主婦業以外のことも頑張りたくて、先月から仕事に復帰している。流産したときに、美由さんと話したことが刺激になったからだ。洸輝の会社に少しでも貢献したくて、またここにお世話になっている。

　ただ、社員としてではなく、パートでの復帰。

　洸輝に口をきいてもらったのだけど、この化粧品部門の営業部は、商品の取り扱いや販売企画を、みんなで話し合って決めたりもする。一致団結して支え合う雰囲気の部署なので、とても仕事がやりやすい。

　それに、以前ほど会社全体がギスギスしていないのは、きっと全社的に業績が上向いているからだと思う。みんな、充実しているのだ。

　こんな会社を作れているんだから、洸輝はやっぱり敏腕社長。

「これですね？」

　デスクへ着くと、部長が書類の山を差し出した。

「ああ。ちょっと重いが大丈夫か？　……そうそう、社長室でゆっくりしてきてもいいからな」

　部長はニヤニヤと口元を緩めて、私を見ている。

「すぐに戻りますよっ！」

　まったく、どこまで本気なんだか。……とはいえ、まわりの理解には感謝してもしきれない。それがなければ、私がここで働くことはできないから。

「さてと……社長室に行くか」

　本社を川沿いのオフィスビル街に移し、社長室はさらに見晴らしのいい場所になっている。焦げ茶色の木製のドアをノックすると、ちーちゃんが出てきた。

「あっ、亜美。お疲れさま。うわ、すごい量の書類ね……」

　髪をアップにまとめ、黒いスーツに身を包んだちーちゃんは、よりいっそう知的で洗練された雰囲気になっている。

「ちーちゃん！　おめでとう！　社長秘書なんてすごすぎるよ～！」

　思わず飛びつきそうになり、ちーちゃんに制止された。

「ちょっと！　書類がメチャクチャになっちゃうわよ！　……ふふ、ありがとう。美由さんからの引き継ぎも終わったし、さっそく今日から業務開始よ」

　珍しく、ちょっと緊張気味の彼女に、私は言う。

「ちーちゃんなら、絶対に大丈夫よ。それにしても、いくら役員秘書のメイン担当になってたとはいえ、半年で社長秘書なんてびっくり！　普通は二、三年は経験が必要って聞いたよ。さすがちーちゃん、尊敬する」

　ふたりで過ごした支店時代を、懐かしく思い出す。

「ますます身が引き締まる思いよ。……それ、社長にでしょ？」

「うん。これ、お願い」

「自分から社長に渡したら？　今いらっしゃるし、亜美に会えたら喜ばれるわよ？」

　そう言って執務室のドアを開けようとする彼女を、私は慌てて引き止めた。

「別に、ここでなくても家で会えるから。なんだか、公私混同っぽくて……さすがに気が引けるよ」

　すると、ちーちゃんは顔をクシャクシャにして笑った。

「アハハ、今さら何言ってるの！　大丈夫、大丈夫。みんな、噂してるのよ。社長の亜美に対する溺愛ぶり、見てて癒されるって」

「え～？　なんか恥ずかしいな……。それにしても、つき合ってる頃は散々嫌味を言われたのに、結婚すると変わるものなのねー……」

　むくれる私に、ちーちゃんは苦笑しながら肩をすくめる。

「さすがに諦めたのよ。あれは、ほとんど僻ひがみだったし。ほら、早く渡しておいで」

　背中を押され、ドアを開けると、デスクに座っている洸輝と目が合った。

「お疲れ、亜美。楽しそうだったな。なんの話をしてたんだ？」

　優しく微笑みながら、洸輝はゆっくりと私に近づいてきて、書類の山を受け取ると、それをデスクに置く。

「ちーちゃんにね、おめでとうって言ってたの。社長秘書なんて、すごすぎるもん」

「ああ、その話だったのか。確かに、原田は優秀だよ。最初に支店で出会ったときから思ってた」

　そうだった。ちーちゃんは、初めて洸輝の下で仕事をしていた頃から、真面目に頑張っていたっけ。

「確か、私のことは根性がないとか思ってたんだよね？　はっきり覚えてるよ」

「ハハ……。確かに、そう言った。ごめん、ごめん」

　洸輝はそう言うと、私を抱き寄せた。

　昔と変わらない甘い香りに、ドキドキしてしまう。この香水、大好きだ。

　洸輝がロンドン出張から帰ってきたときに、香水が柑橘系の香りのものに変わっていて、不安な気持ちになったのを思い出す。あれは、プロジェクト成功に向けて意識を切り替えるためだったとあとで聞いて、ホッとしたっけ。

　そんなことを考えていると、洸輝が顔を近づけてきた。

　えっ、こんなところで!?

　とっさに身体を押しのけようとしても、離してくれない。

「洸輝……、勤務中だから」

「少しくらい、いいだろ？　最近ゆっくりできなかったから、亜美で充電」

「もう……」

　社長なのに、こんな場所でキスするなんて。

　ダメでしょ？と言いたいけど、私はつい、目を閉じていた。

　ほんの少しの時間だけ、私たちは呼吸を乱して互いの唇を求め合った。

「じゃあね、ちーちゃん。お邪魔しました」

　本当は、ふたりだけの甘い時間をもっと味わっていたかったけど、勤務中だということを忘れてはいけない。執務室を出ると、ちーちゃんが引き出しから何かを取り出し、立ち上がって私のそばへ来た。

「いーえ。それより亜美、髪、乱れてるよ。直しなよ」

　ちーちゃんは、苦笑いをしながら私に鏡を差し出す。

　そこに写っている自分の姿を見て、カッと顔が熱くなるのを感じる。

「あ、ありがと……」

　洸輝ってば、キスをするとき、髪をクシャクシャにするんだもん……。

　こんなの、他の社員に見られたら大変だわ。

「ホント、仲がよくて羨ましいわね」

「そ、そんなんじゃないよ」

　ちーちゃんの半分からかい気味の言い方に、私は恥ずかしさを誤魔化すだけで精一杯だった。

　結婚して半年経っても、みんなが呆れるくらいのラブラブ度。これが、ずっと続くといいな……。




　私の仕事はいつも、十七時には終わる。パートだから残業もなく、十八時には自宅に戻れるのだ。

　それから、洗濯物を片付けて夕飯の支度をして、洸輝が帰ってくるのは二十四時過ぎ。さらに接待なんかがあって、朝まで顔を合わせない日も少なくない。

　だけど、今夜は早く帰れると、スマホにメールが来ていた。

「ただいま、亜美」

　その言葉通り、洸輝は二十三時には帰ってきたのだった。

「おかえりなさい！」

　廊下を駆けて玄関へ行き、靴を脱ぎ終えた彼に飛びつくと、私は優しく抱き締められる。

「ただいま。やっぱり、いいな。こうやって亜美に出迎えられるのは」

「ホント？　だったら、私やっぱり毎日出迎えるよ」

　顔を上げると、洸輝が人差し指を私の唇に当てた。

「それはダメって、前に約束したろ？　オレの帰りは不規則だし、待ってたら亜美が体調を崩す」

「洸輝……」

　ここまで洸輝が私の身体に気を遣うのは、あの流産があったから。それがわかるから、私も洸輝の言うことを素直に聞くようにしている。

　本当は、疲れて帰ってくる洸輝を少しでも癒してあげたいんだけど……。

「わかったら、夕飯の準備をしてくれるか？　亜美の手料理、早く食べたい」

「うん！」

　スーツを脱ぎ、部屋着に着替えた洸輝が、〝社長〟の顔を脱ぎ捨てる。

　この時間が一番好き。

「お風呂も沸かし直してるから。洸輝が入ってる間に、ご飯の支度は済ませちゃうね」

「ああ、ありがとう」

　こういう瞬間、ホント新婚って感じがする。

　左手薬指に光る指輪を見つめていると、結婚前の苦しさが嘘みたい。

　作っておいた煮物やお味噌汁を温め直しながら、過去の出来事に思いを馳はせる。

　あんなに私たちの結婚に反対していた会長――お義と父うさんとも、今やすっかり雪解けムードだし、お義か母あさんは優しい人だし、家族関係は最高。

　これでもう一度、赤ちゃんを授かれたらいいんだけどな……。

「何考えてるんだ？」

　いつの間にかお風呂からあがっていた洸輝が、私を後ろから抱きすくめる。

「あ、うん。……いろいろと、結婚前のことを……」

　ドキドキする。私、この体勢に弱いのよね。

「結婚前？　それなら、つらいことは思い出してほしくないな……。亜美のことだから、それも思い出してたんだろ？」

「え、えーと……」

　やっぱり、わかっちゃうよね。頭の回転が速い洸輝だもの。

「亜美には、オレとの結婚生活で、幸せだけを感じてほしいんだ」

　そう言って、洸輝は私を突然抱き上げた。

「私は、幸せだよ。本当に、贅沢なくらいに……」

　戸惑う私を無視して、洸輝は寝室へ向かう。そして私をベッドへ優しく下ろすと、唇にそっとキスをした。

「本当に幸せか？　……だったら、もっともっと幸せにしたい。亜美を、オレの手で」

　洸輝は慣れた手つきで服を脱がせつつ、口の中に侵入してくる。

　舌を絡ませながら手で胸を弄もてあそばれて、私は自然と甘い声を漏らした。

　反応を確かめるように、洸輝は唇を少しずつ移動させる。

「やっぱり、飯より先に亜美が欲しい。今夜は、ゆっくり亜美が抱けるな……きっと、優しくできないと思う」

　少しいたずらっぽい言い方に胸を高鳴らせながら、私はただ微笑んだ。ベッドのスプリング音とともに、私の声も大きくなる。

　赤ちゃんは、もう少し先でもいいかな。こんなふたりきりの夜を、まだまだ満喫していたいから……。

　私たちはその夜、久しぶりに甘くも激しい夢の中へ落ちていったのだった。




「……ん……？」

　うつろな意識の中で、聞こえてくる電子音。

　重いまぶたを開けると、枕元で光るスマホが見える。

「洸輝、鳴ってるよ？」

「んー？　電話？」

　眠りかけていた洸輝は、けだるそうにスマホに手を伸ばした。

「誰だ？　こんな夜中に」

　不機嫌気味に彼が通話ボタンをタップすると、その瞬間はっきりと聞こえるくらいの大きさで、女の人の声がした。

『洸輝くん？　久しぶり～！　私だよ、香か奈な！』

「香奈!?」

　飛び起きた洸輝は、スマホを握り締めたまま、こちらに目を向ける。

　明らかにバツが悪そうなその態度は、私にふたりがただの知り合いじゃないことを確信させるには充分だった。

　そのままベッドから下りようとする洸輝を、私は腕を掴んで引き止める。

　誰なの？　〝香奈〟って？

「あ、ああ。香奈。久しぶりじゃないか。どうしたんだよ、こんな夜中に」

　そうよ。こんな時間に、ちょっと非常識じゃないの？

　私も起き上がり、険しい顔で洸輝を睨むと、彼は気まずそうに目を泳がせた。

『だって、さっきロンドンから帰ってきたばっかりなんだもん。真っ先に、洸輝くんに連絡したくて』

　ロンドン？　洸輝がロンドンにいたときの知り合いってことかな？　それにしても、本当に大きい声。会話の内容が全部聞こえちゃう。

「お前、ロンドンにいたのか？　オレも去年、ロンドンに行ってて……」

　そこまで言って、私の視線を感じたらしい彼は口をつぐむ。

『うん！　それで、帰国したばかりなの。おじさまから、洸輝くんの番号を聞いてたから、電話しちゃった～』

　何者かもわからない〝香奈〟が、お義父さんから洸輝の番号を聞いたと知り、ますますイライラが募る。

　お義父さん！　なんてことしてくれたのよ！　まさか、未だに私のこと許してないとか言わないわよね？

　洸輝の腕を掴む手に力が入る。そんな私に気づいたのか、洸輝は慌てて香奈さんに言った。

「香奈、悪いけど……奥さんも起きちゃうし、切るぞ？」

　起きちゃうんじゃなくて、起きてるんですけど。

『そうよね～、洸輝くんってば、結婚したんだよね？　庶民の子と。よくおじさまが許したわよね』

　庶民の子!?　間違ってはいないけど、そんな言い方をするなんて……。まさかこの人、またもやどこかの社長令嬢とかってやつ？

　すると、香奈さんの言葉に動揺したのか、ほとんど青ざめた洸輝が、焦ったように続けた。

「な、何言ってるんだよ。誰でも関係ないだろ？　とにかく切るからな！」

『わかったわよ。じゃあ、明日ね。洸輝くんの会社に行くから』

「えっ!?　会社って、おい！　香奈、待てよ！」

　すっかり取り乱した洸輝は、電話が切れたあとも、しばらく放心状態だった。

「……洸輝。説明してくれる？」

　ようやくスマホを置いた洸輝が、恐る恐る私を見る。

「……香奈は、オレの幼なじみなんだ。といっても、もう何年も会ってない」

「幼なじみ？　そんな人がいたんだ」

「ああ。大手鉄鋼会社の社長令嬢でさ」

　やっぱりか……。なんとなくわかってはいたけど、改めて洸輝の口から聞くと凹む。

「それだけなの？　雰囲気からして、ただの幼なじみって感じじゃないよね？」

「そうだな……。わかった。正直に言うよ。実は、香奈はオレの元カノで……」

「ええ～!!」

　洸輝の昔の恋人の話なんて、初めて聞いた。それが、今の図々しい〝香奈〟だっていうの!?

「いや、っていっても学生の頃の話だし……最近は連絡もとってなかったから……」

「ふうん。だけど、帰国してすぐに、それもこんな夜中に電話してくるなんて……香奈さんって、どう考えても洸輝のこと、まだ好きそうじゃない……」

　頬を膨らませる私に、洸輝は一度がっくりとうなだれてから、すぐにきまり悪そうに顔を上げた。

「亜美～。困らせるなよ。違うって。たぶん、仕事の用で会いに来るんだよ。あいつ、オヤジさんの会社の取締役やってるから」

　取締役!?　ますます思い知らされる世界の違いに、私は開いた口が塞がらない。

「だから、変な邪推をするなって。オレが愛してるのは亜美だけだよ」

　まるで誤魔化すように、洸輝は私の唇を塞いだ。

　今はそんなことを聞きたいんじゃない。香奈さんが、洸輝を好きなんじゃないかって言っただけなのに……。今の台詞で気づいちゃったよ。やましいことがあるって。

　私を愛してるって、自分に言い聞かせているだけなんじゃないの……？

　肩を抱かれ、再びベッドに入ってからも、不安な気持ちは消えないままだった。




「渡辺さん、今日はやけにキーボードを打つ手が速いすね」

　森本くんが、ちょっと呆れ気味に言ってきた。

「これ、昔からなの。タイピングの速さで、私のテンションがわかると思うよ」

「あっ、じゃあ、今はテンションが上がってるんだ！　何か、いいことでもあったんすね？」

　満面の笑顔の森本くんを思いきり睨むと、彼は小さくなって自分のパソコンに向き直った。

　――全然、いいことなんてない。

　突然の元カノの電話は、あれから洸輝にエッチで誤魔化されたようなものだし。

　結局、香奈さんは今日、会社に来るつもりなのかな……。

　ああ、もう！　気になって、仕事に集中できない。

　結婚前の、洸輝の政略結婚騒動を思い出してしまう。あのときは事情を聞こうと、休憩時間に無理やり、社長室まで行ったっけ。今回もそうしようか？　でもそれじゃ、あまりにも公私混同が過ぎるっていうか……。

　迷いに迷っていると内線が鳴り、我に返る。

　誰だろ？　私の席の電話なんて、めったに鳴らないのに。

「はい、渡辺です」

『亜美？　オレ』

「あっ!?　お、お疲れさまです」

　受話器から聞こえてきたのは、洸輝の声だった。だけど、会社で『洸輝～！』なんて言うわけにはいかない。

　動揺していると、電話越しに彼が笑いを堪えているのがわかった。よほど、私の対応が不自然だったらしい。

『昼休憩さ、こっちに来れるか？』

「こっち？」

『ああ、社長室に』

「それは、大丈夫ですけど……」

『よかった。じゃあ、待ってるから』

「えっ？　だけど、どうしてですか？」

　……って、聞いているのに、電話を切られてしまった。

　お昼に呼びつけるなんて……まさかふたりきりのランチの誘いとか？　さすがに、会社の内線を使って、それはないか。

　疑問に思いながらも、私は仕事に戻った。




　約束通り、昼休憩になってすぐに社長室へ向かった。ドアをノックするとすぐにちーちゃんが出迎えてくれて、部屋へ招き入れてくれる。

「ちーちゃん、洸輝に呼ばれたんだけど……」

「知ってるわよ。執務室に入って」

「う、うん」

　ちーちゃんがかたい表情で、私に心配そうな視線を向ける。

　……やっぱり、ランチの誘いじゃなさそうだ。

　緊張気味に中に入ると、ソファに座っている見知らぬ女の人が目に入った。

　私の気配を感じて振り向いた彼女は、栗色のボブに、クリッと大きな目をした、垢あか抜ぬけた感じの人だ。

　なんて可愛い人だろう……。同じようにスーツを着ていても、知的な雰囲気のちーちゃんとは違い、この人はとにかく〝愛らしい〟という印象。

　ぼーっと立っていると、洸輝が近づいてきて、私の肩を軽く抱いた。

「香奈、さっき話したオレの奥さん。亜美だよ」

　えっ!?　ということは、この人が香奈さん!?　やっぱり会社に来てたの？　わざわざ、洸輝に会いに？

「ふぅん。意外ね。洸輝くんって、もっと華やかな人が好きなんだと思ってた」

　ソファから立ち上がった彼女は、私を上から下まで舐なめるように見ている。

　確かに私は、ごくありふれたベージュのニットに黒のスカートで、華やかさはないかもしれない。髪もただのポニーテールだし……だからって、そんな言い方をしなくてもいいじゃない。

　すると、苦笑いの洸輝がフォローを入れてくれた。

「亜美は、飾らないところがいいんだよ」

「はいはい、ごちそうさま。それより奥さんも来たんだし、早くランチに行こうよ。ノロケ話なんか聞かされても、お腹いっぱいにならないもん」

　香奈さんはそう言うと、先頭を切って部屋を出る。

「ランチ？」

　わけのわからない私が洸輝に目を向けると、彼は小さく頷いた。

「香奈が、どうしても亜美に会いたいって言うからさ。原田も来てくれるから、みんなで一緒に行こう」

「ええ～？」

　顔をしかめる私の頭をなだめるように撫でながら、洸輝はちょっと声をひそめて言った。

「悪い、今日だけ我慢してくれないか？」

　ちーちゃんに助けを求めようと目を向けると、彼女は同情するような目で私を見てから、ゆっくりと首を縦に振った。

　仕方ない。行かなきゃいけないってことね……。

「わかった。行く」

　肩を落とす私の髪に、洸輝は軽くキスをした。

「ありがとう、亜美」

　何が嬉しくて、洸輝の元カノなんかとランチしなきゃいけないんだろ……。だいたい、頼まれたからって、本当に私を呼びつけなくてもいいのに。洸輝、やけに香奈さんに甘くない？

　私は不平不満いっぱいで、洸輝のあとをついていったのだった。




「ここ！　ここにしましょ」

　香奈さんがはりきって指差した場所は、高級フランス料理の店だった。

「昼間から……？」

　思わず呟くと、洸輝に頭をポンポンと叩かれる。

「わがままで悪いけど、つき合ってやって」

　眉を下げて苦笑いをする洸輝に、不本意だけど頷くしかない。

　でも……いい大人なのに、ちょっとわがままが過ぎるんじゃない？

「ここ、洸輝くんと来たことあったよね～。つき合い始めたばかりの頃のデートで」

　店に入る間際、香奈さんが振り向きざまに発した言葉に、私たちは固まった。

　洸輝はうんとバツ悪そうに、口元を歪めている。

　そして、事情を知らなかったらしいちーちゃんは、小さく口を開けていた。

　何よ、香奈さん。ふたりの思い出の場所に、私たちを連れてきたわけ？

　ああ、イライラする……。

「香奈、そういう余計なことはいいから、早く入ろう」

　引きつった笑顔の洸輝が、優しく香奈さんの背中を押す。

　私としては、一ミリも彼女に触れてほしくないのに。

　このイライラは、洸輝には伝わっていないわけ？

「えー、どうして？　私、亜美さんに知っておいてほしいんだけど」

「亜美に？」

　私に？　突然、自分の名前を出されて面食らっていると、香奈さんが続ける。

「そう。私たちが、どれほど真剣につき合ってたか。結婚だって考えてたもんね？」

「いや、だから……なんで、今さらそんな話するんだよ」

　洸輝は困り果てて、私をチラチラと見ている。

「私ね、後悔してるの。洸輝との婚約を破棄したこと」

　婚約までしてたの!?

　呆然としつつ、店員さんに案内されるままにテーブルに着くと、香奈さんは当たり前のように洸輝の隣に座った。

　ちょっと待ってよ！　そこは普通、私のポジションじゃない!?

　まさにドン引き状態で、私は仕方なくちーちゃんの隣に座った。

「あの、婚約って本当に……？」

　私からは聞けないと見越したのか、ちーちゃんが真っ先に質問をする。相変わらず、頼りになるなあ。

「そうよ。ちゃんと、洸輝くんからプロポーズされたし、指輪ももらった。そうよね？　洸輝くん」

　香奈さんが見上げると、洸輝は困った顔で頷く。

「それなら、社長と香奈さんは、どうして結婚されなかったんですか？」

「それはね、私が海外で仕事をすることにしたから。……最初は、妻として洸輝くんを支えるつもりだったの。でも……」

「でも？」

「当時から、父の会社で仕事をしてたんだけど、あるプロジェクトが成功して、賞をもらっちゃってね。それがきっかけで、仕事を手放すのが惜しくなっちゃって」

　何よ、それ。結局は、自分の都合で婚約破棄したってことじゃない。なのに今度は突然洸輝に会いに来るなんて、身勝手にもほどがある。だいたい、今日はなんのために来たわけ？

「……それで、オレたちなりに話し合って婚約解消したんだよな？　香奈も納得してくれたはずだと思ってたけど」

「だけど、別れてから気づいたの。私が頑張れたのは、洸輝くんがいてくれたからだって。だから、すごく悔しい。洸輝くんが他の女性と結婚したなんて……」

　聞けば聞くほど、勝手なことばっかり。こっちは、不愉快でしかないんですけど。そんなイライラを抱えていても、洸輝の困り顔が目に入ると、私は何も言えない。それが、情けなかったりする……。

「お待たせいたしました」

　重苦しい空気が流れる中、料理が運ばれてきた。

　ニンジンやポテトのソテーが添えられた、オマールエビのロースト。すごく美味しそうだけど、今の私には堪能する余裕はなさそうだ。

　それでも、せっかくの高級ランチなんだし、せめて食事を楽しまなくちゃ……。そう思って、フォークを手に取りかけたときだった。

「香奈は、エビがダメだったよな」

　洸輝がそう言って、スッと香奈さんのお皿を取り上げたのだ。

「洸輝くん！　覚えててくれたの？」

「当たり前だろ」

　目を輝かせる香奈さんが、ちらっと私に目配せをする。その勝ち誇った表情！　腹が立つったらない。

　洸輝ってば、何やってるの!?　元カノとの仲のよさ、私に見せつけたいわけ？

　終始イライラしながら食べた高級フレンチは、ほとんど味なんてわからなかった。




　昼休憩が終わり、仕事を再開。発注済の商品の請求処理をしていると、森本くんが声をかけてきた。

「渡辺さん、まさか社長とケンカしたんすか？」

「……なんでそんなこと聞くの？」

「だって、いつになくタイピングのスピードが速いし、眉間のシワが深いから。渡辺さんが機嫌を損ねるのって、社長絡みくらいしか理由がないでしょ？」

　ジロッと横目で睨みつけると、森本くんは肩をすくめた。

　誰が見ても、私って世界が洸輝一色なのね。それはつき合う前から変わらないけど、結婚してからますますひどくなってる気がする。

　だからなの？　突然乱入してきた元カノと、目の前でイチャイチャされたりするのは。洸輝の中で、私は新鮮さを失いかけているとか……？

「ねえ、森本くん」

「な、なんすか？」

　ビクビクしながら、森本くんは私を見る。

「今夜、暇？」

　ドスのきいた私の声に、森本くんは身体ごと少し後ろに引いた状態で、おずおずと答えた。

「あ、はい……。暇です」

　その返事に、私はニヤッと笑った。

「じゃあ、一緒に飲みに行こう」

「ええ!?　だ、誰と？」

「誰とって、私とふたりでよ！　何か文句ある？」

　口をへの字にして睨む私を見て、彼は肩を落とす。

「い、いえ、別に……」

　これで、ヤケ酒のお供を強制確保。恨めしそうにしている森本くんを無視して、私はパソコンに向き直った。

　金曜に予定がないんじゃ、彼女がいないに違いない。それなら、私が誘ったって問題ないはず。

　昼休憩であんなに嫌な思いをしたんだから、パーッと憂うさ晴らししてやるんだ。

　終業までの間、私はひたすら仕事に打ち込んだのだった。




　金曜の繁華街は、とにかく賑やかで楽しそうだ。

　そんな中、ビジネスマンたちの笑い声に、森本くんのため息が交ざる。

「ちょっと森本くん。ため息なんかつかないでよ。私たちのまわりだけ、オーラがよどんでるんだけど？」

「そりゃあ、ため息も出ますよ。なんで社長夫人とふたりきりで飲みになんか……」

「その『社長夫人』っての、やめて！　私は、森本くんにとってはただのパートさんなんだから」

　まったく、普通にしていればイケメンなのに、何を猫背で歩いてるのよ。

「ただのパートさんなんて、オレにはそう思えませんって。だいたい、今夜のこと、社長にちゃんと言ってきたんすか？」

「……言ってない」

「ええ～!?」

　まわりの人が振り向くくらいの大声をあげられて、恥ずかしさのあまり、私は慌てて彼を近くの居酒屋に引っ張り込んだ。

「社長に言ってないんすか!?」

　洸輝にあとで知られることを恐れているのか、森本くんの顔から血の気が引く。

「そんな絶望的な顔しなくてもいいじゃない。大丈夫よ、洸輝は金曜は接待やらで忙しいから。私が出歩いててもわからないって」

　そう。結婚してから、いつもそんな感じ。でも、黙って出歩くなんて、したことはなかった。

　だけど、今夜はきっと香奈さんが一緒なんじゃないかって……そう思ったら、私も少し反発してみたくなったのだ。

「いらっしゃいませー」

　店員さんに案内されるままに、私たちはカウンターへ着く。

「わかりました。もう諦めましたよ。渡辺さん、何飲みますか？」

　森本くんはもう一度ため息をつくと、私にメニュー表を手渡した。その彼の態度で、私はちょっと我に返る。自分の勝手さに気づいて、今さら森本くんに申し訳なくなってきた。

「……ごめんね。森本くん」

「えっ!?　どうしたんすか？　急に」

　メニュー表を抱えたまま、私は肩を落とす。

「だって、私の憂さ晴らしに、森本くんを使っちゃってる……」

「アハハ、いいっすよ。そんなにしおらしく謝られると、調子狂うんで。……それより、やっぱ社長とケンカしたんすね？」

「うん。正確に言うと、ちょっとイヤなことがあったの。昼休憩に……」

「へぇ。そうなんスか」

　そう言ったきり、森本くんは何も聞いてこない。というか、きっと遠慮して聞かずにいてくれるんだと思う。その気遣いに、ますますつき合わせていることに良心が痛んできた。

「渡辺さん、せっかく来たんだから楽しみましょう。ヤケ酒飲んじゃえばいいじゃないですか。オレ、いくらでも愚ぐ痴ち聞きますから」

「ありがとう、森本くん……優しいんだね」

　森本くんの言葉に、心が軽くなる。それなら、ここは遠慮なく飲んじゃおう。

「じゃあ、私は生！　そのあとは水割り！」

「えっ、ちゃんぽんはまずいんじゃないすか……？」

「何よ？　文句ある？」

「い、いえ……」

　イヤなことはパーッと忘れちゃおう。ハラハラする森本くんにかまわず、私は飲み続けた。




「渡辺さん、大丈夫ですか？　顔真っ赤だし、ろれつ回ってないっすよ？」

「うるはい！　わかってるわよぉ。ったく、森本くんといい洸輝といい、なんでそんなにお酒に強いわけぇ？」

　不安げに私の顔を覗き込む森本くんがあまりにも平然としているので、なんだか悔しくて、私は声を荒らげてしまう。

「社長も強いんすか？」

「そうよ。まだつき合ってもない頃に、ふたりで飲みに行ったことがあってねぇ……私のミスで、大変なことになって」

　そうだよ。一緒に謝罪に行った帰りに飲んだんだよね。あのときは、あのまま洸輝の家に泊まって、次の日はふたりで出かけて……。

「なつかひい……」

「うわ！　渡辺さん、泣かないでくださいよ～。なんか、思い出しちゃったんすか？」

「あの頃に戻りたいよぉ……何も知らなかったあの頃にぃ……」

　滲む視界の中で、森本くんが慌てている。その光景を最後に、私の記憶は途切れてしまった。




　ようやく意識がはっきりしてきたのは、マンションに着いてからだった。

「悪かったな、森本くん。わざわざ送ってもらって……」

　支えられて部屋まで行くと、最悪なことに、洸輝に出迎えられてしまった。

「い、いえっ！　むしろ、オレこそ奥様を連れ出してしまって、申し訳ありません！」

　必死に謝罪をする森本くんの前に立ち、私はズキズキと頭が痛むのを感じながら、慌てて弁解した。

「違うの、悪いのは私なの！　私が彼を連れ出したのよ。それに、飲みすぎて酔った私を森本くんが介抱してくれて……。それで遅くなったのよ」

「介抱？」

　洸輝が少しだけ眉を上げて不審そうな顔をするのを、森本くんは見逃さなかった。

「あ、あの！　介抱っていっても、近くの公園でです。奥様の酔いが醒めるまで、空気に当たってようと思って……」

「ああ、なるほどね。本当に申し訳なかったな。君の家、反対方向だったよな？」

「あっ、はい」

　洸輝ってば、新入社員の住んでいるところまで把握しているんだ。こんなときに、妙に感心してしまう。

「じゃあ、タクシー呼ぶよ。代金はこっちで払わせて」

「いえっ！　そんな、いけません！　そこまでお世話になれませんから！」

　どんどん恐縮していく森本くんは、もはや軽くパニック気味だ。

「いや、世話になったのはこっちだから。妻が迷惑かけたね。ちょっと連絡してくるから待ってて」

　一旦、洸輝が部屋に戻ったのを確認して、森本くんが耳打ちしてくる。

「ちょっと、渡辺さん！　社長、いたじゃないすか！」

「ごめんごめん、そんなに怒らないでよ。まさか、帰ってるとは思わなくて……」

　もしかして、今夜は早めにあがって、まっすぐ帰宅したのかな？　だとしたら、かなりヤバイ……。

「ねえ、森本くん。私、何か言ってた？　途中から記憶になくて……」

「泣いたところまでは覚えてます？　あとは、元カノがどうとかって……。社長のことですよね？」

「……やっぱ、言ってた？」

　この上、香奈さんとのことを、一社員である森本くんに話したなんて知ったら、洸輝はきっと怒る。ひょっとして私、離婚されるかも……!?

　青ざめた瞬間、洸輝が戻ってきた。

「たぶん、エレベーターが下に着く頃には、タクシーが来ると思う。ここで失礼して申し訳ないけど」

「とんでもないです。ありがとうございました！　それでは、失礼します」

　深々と頭を下げて、森本くんはそそくさと去っていく。その姿を見送る私の背後から聞こえてきたのは、不機嫌をあらわにした洸輝の声だった。

「亜美、さっさと中に入れ。言い訳、聞かせてくれるんだろ？」

　手を引かれ、無理やり部屋へ入らされる。

　リビングのソファにどかっと座った洸輝が、ネクタイを緩めながら言った。

「ふたりでいたのか？」

　私はまるで、親に叱られる子供みたいに突っ立っている。

「う、うん……」

「なんで？」

「なんでって……」

　言いたいことがあるなら、さっさと聞いてくれればいいのに。ひとつひとつ試すような質問に、イラッとしてしまう。

「森本くんは、今の部署で一番気の合う人だから……。今夜は、私の愚痴を聞いてもらってたの」

「愚痴か。オレがあまりそばにいてやれないのも悪いけど、感心しないな……。亜美はもう既婚者で、オレの妻だ。軽々しく他の男とふたりになるもんじゃないだろ？」

　カチンときた私は、一瞬のうちに思いの丈を吐き出していた。

「軽々しく？　軽々しいのはどっちよ！　元カノとの仲のよさを私に見せつけた洸輝は、軽々しくないの？　元々はそっちが悪いんじゃない！」

「仲のよさ？　なんだよ、それ」

　肩を震わせている私と違って、洸輝は腹が立つほど平然としている。

「『香奈はエビが苦手だろ？』なんて言って、食べてあげてたのは誰よ？　お熱いこと。ごちそうさまでした！」

　嫌味たっぷりに言って立ち去ってやろうと思ったのに、その腕を掴まれた。

「あのな、香奈はエビアレルギーなんだよ。命に関わるんだ。だから、代わりに食っただけで、仲がいいとかじゃない」

「エビアレルギー？　だったら、あのメニューを頼まなければいいじゃない。香奈さん自身が選んだのよ？　絶対、確信犯だって」

　洸輝が食べてくれるのを計算してやっていたんだわ。ホント、イヤな人。

「だとしても、香奈なりに事情があるんだよ。どうしたんだ？　亜美は、人の悪口を言うような人間じゃなかったろ？　なんでそんな言い方するんだよ」

「私のことは責めて、香奈さんのことはかばうの？　意味わかんないよ！」

「だから、そうじゃないって言ってるだろ！」

　面倒くさそうに言い放つと、洸輝は外したネクタイを乱暴に床に叩きつけた。その勢いに、私は一瞬ひるむ。

「オレが言いたいのは、亜美はオレの妻なんだってことだよ！　もう少し自覚しろ！」

　洸輝が床に投げ捨てたネクタイは、私が誕生日プレゼントに贈ったものだ。まるで、私の気持ちそのものまで、投げ捨てられた気分になる。

「……じゃあもし、香奈さんが洸輝の奥さんだったら、どうだったんだろうね？　きっと、他の男の人と出歩いたりはしないんじゃない？」

「どういう意味だよ、亜美」

「結婚、間違ったかもねってこと。……これも、いらないなら捨てる」

　ほとんど感情任せにネクタイを取り上げると、ゴミ箱にぶち込んだ。

　自分でももう、抑えがきかなくなっている。

「おい！　何するんだよ」

　私の行動に、洸輝が少し動揺しているのがわかる。

「投げ捨てるくらいだからいらないんでしょ？　……私が、プレゼントしたネクタイなのに……」

　言い捨てて、私はリビングを飛び出した。

　――その夜は、結婚してから初めて、お互いに背を向けて眠った。




　昨夜は、本当に散々だったなぁ。

　朝になっても、身体にだるさが残っている。せっかくの休みだというのに、前夜に洸輝とケンカをしてしまうなんて。挙あげ句く、その洸輝は今日も仕事で、私が起きたときには、もう家にいなかった。

　ただ、テーブルに【今晩、ゆっくり話そう】とだけ書かれた置き手紙があった。

「ったく、何を話せばいいのよ……。洸輝なんて、あのネクタイが私のプレゼントだったってこと、すっかり忘れてたみたいだし……」

　私が贈ったものなんてあんまりないのに、それすら忘れるなんて。夫婦になると、そんなものなのかな……。

　それにしても、二日酔いか、それとも興奮しすぎたせいなのか、頭が痛い。

　ミネラルウォーターを飲みながらソファに座ると、昨日ゴミ箱にぶち込んだネクタイがなくなっていることに気づいた。

「あれ？」

　念のため、クローゼットを覗くと、あのネクタイが綺麗にかけられている。

「洸輝がかけたってことか……」

　自分で捨てておきながら、拾ってくれていたことにホッとする。

　それにしても、今日は何をしよう。普段の休日ならワクワクしながら考えることなのに、今日は何をする気にもなれない。

　ひとりって、こんなに味気なかったっけ？

　洸輝とケンカをしたっていうだけで、いつもと同じ景色も、色いろ褪あせて見える。

「しかも、昨日は言いすぎちゃったし……」

『結婚、間違ったかもね』なんて、絶対に言っちゃいけない言葉だったよね。だけど、洸輝も悪いんだよ。どうして、今まで香奈さんのことを黙っていたの？

　私には、香奈さんの存在が寝耳に水で、だからこんなに怒っているのに。

「家事でもするか……」

　思い立ち、ベランダに目をやると、洗濯物が干されていた。どうやら洸輝がやっておいてくれたらしい。きっと、私に気を遣ったんだろうな……。

「忙しいんだから、そんなことしなくていいのに……」

　じわりと涙が浮かんできたとき、インターホンが鳴った。

「誰だろ？」

　モニターで確認をすると、そこには香奈さんの姿があった。

　なんであの人がここに？　すごくイヤなんだけど……。

　仕方なく応答すると、切せっ羽ぱ詰まった声が聞こえてきた。

『洸輝くん、出て！』

　なんて図々しい言い方。開口一番がそれ？　挨拶くらいしなさいよ。

「……彼は仕事です。用があるなら、伝言しますけど」

　冷たく言い放つと、彼女は意外なくらいにあっさりと引き下がった。

『それなら、いいわ。ありがとう』

　いったい、なんの用だったんだろう。

　モニターに映る香奈さんは、俯き加減で立ち去っていった。




「ただいま」

　土日でもいつも遅くなる洸輝が、今夜は早く帰ってきた。

　きっと、私と話をするためだ。私も素直にならないといけない。

「おかえりなさい」

　おずおずと出迎えると、洸輝はぎこちない笑顔を浮かべた。

「ただいま。何も変わったことはなかったか？」

　洸輝の問いかけに、一瞬の間ののち、私は口を開く。

「……あのね、今朝、香奈さんが訪ねてきたんだけど……」

　洸輝に言わないでおこうか、なんて意地悪な考えも浮かんだんだけど……やっぱりフェアじゃないから、言うことにした。

　香奈さんの様子は普通じゃなかった。単に会いに来た感じでもなかったから、洸輝に伝えておかないと、と思った。でもこれを言えば、洸輝は香奈さんを心配するんじゃないか。それを想像すると、黙っておきたい気持ちも嘘じゃなかった。

「香奈が？　なんだろうな。会社にも来てないし、連絡もないし……」

　案の定、彼女のことが気がかりなようで、ブツブツ言いながら着替えに向かう洸輝に、私はつい突っかかってしまう。

「そんなに気になるなら、直接聞いてみたら？　連絡先、わかるんだし」

「そうだな。そうしてみるよ。……でも、今は亜美と話をするのが先じゃないか」

　あっさりそう返されて、自分から言い出したくせに、イヤな気持ちになる。

　コソコソされてもイヤだけど、堂々と言われるのも面白くない。

「……洸輝、優しすぎるんだよ」

「えっ？」

　呆気にとられたように、洸輝は私を見る。

「美由さんのときもそうだったじゃない。そうやって洸輝が誰にでも優しくすると、時々、私が傷つくの……！　いいかげんわかってよ！」

　勝手なことを言っているのは自分でもわかっているけど、結婚してからもこんな不安に悩まされ続けるのは、もうイヤだった。

　激げき昂こうしている私に対して、洸輝は落ち着いて口を開く。

「……香奈のこと、黙ってたのは悪かったと思う。だけど、オレがあいつの心配をしちゃいけないのか？」

「いけないってわけじゃ、ないけど……」

　わかってくれないの？　それが私を不安にさせるんだってことを。

　社長令嬢の香奈さんと、何も持っていない私。

　思い出させられるのは、いつかの洸輝の政略結婚騒動。あんな思い、もう二度としたくない。記憶に蘇ってくるだけで、泣きそうになるのに――。

「洸輝は、香奈さんと結婚したかった……？」

　ぽつりと呟くと、すぐに洸輝のため息が聞こえた。

「なんでそうなるんだ？　オレは、もう亜美と結婚してるんだぞ？　香奈を心配してるのは、それとは別の話だろ？」

「だけど、一度は愛した人でしょ？　結婚の約束までした人のことを、簡単に忘れられるの？　やましい気持ちがあるから、話せなかった。そうなんでしょ？」

「まるで時間の無駄だな」

　もう一度、思いきりため息をついた洸輝が、吐き捨てるように言った。

「何を話しても、まともな会話にならない。亜美、少し頭を冷やせよ」

　洸輝は乱暴に、書斎のドアを開ける。

「今夜は、一緒に寝る気になれない」

　そう言ったきり、その夜、洸輝は部屋から出てこなかった。




「渡辺さん、もしかして……あれからケンカになりました？」

　休み明けに出社すると、森本くんが心配そうに、私の顔を覗き込んだ。

「なんでそんなこと聞くの？」

「だって、目の下にクマが。寝てないんじゃないですか？」

　そう。森本くんの言う通り、全然眠れていない。洸輝のいないベッドは、私には広すぎて……とても寝つけなかった。

「誤解、されたんすかね……？」

「違うよ。森本くんのことじゃないから、気にしないで」

　森本くんは、心配そうな顔をしつつも、それ以上食い下がることはしなかった。

「渡辺さーん。ちょっと」

　部長の手招きに、イヤな予感がする。

「はい、なんでしょう……」

「この書類、社長室に持っていって」

　やっぱり……。

　みんな、洸輝に興味はあっても、直接接するのは気が引けるらしく、社長室には行きたがらない。だから部長が、当たり前のように私に頼んでくるのだけど、今は憂鬱な業務命令だ。

「……わかりました」

　とはいえ、断るわけにもいかない。仕方なく受け取ると、社長室を目指した。




「失礼します」

　普段より重く感じるドアを開けると、私の顔を見たちーちゃんが苦笑いを浮かべていた。

「……やっぱり亜美たち、ケンカしたんだ？」

「えっ？　なんでそんなこと聞くの？」

「だって、社長は朝からご機嫌斜めだし、亜美の顔はどんよりしてるし」

　鋭いちーちゃんだからとくにわかってしまうんだろうけど、わかりやすい私たちもなんて情けないんだろう。

「香奈さんが原因ね？」

　ほら、何もかもお見通しだ。小さく頷くと、ちーちゃんは急に声をひそめた。

「ねえ、亜美。私も個人的には、あの人は好きになれないけど、社長にとってはかなり特別みたいよ」

「そりゃあ……元婚約者なんだし？」

　ちーちゃんの言葉に動揺しつつも、それを勘づかれたくなくてわざと当たり前のように言ってみる。これ以上、ちーちゃんに心配かけたくなかったし、私のプライドが邪魔して、素直に気持ちを出せなかった。

「今でも、って意味よ？　さっきもね、たぶん香奈さんのご両親に電話してたのよ」

「電話？」

　そういえば、訪ねてきた理由を聞くとか言っていたけど、それと関係あるの？

「本当は、こんなこと話しちゃいけないんだけど、これは親友として伝えるわ。香奈さんの会社とうちは、取引は一切ないの。これからもそんな計画はないわ。だから、香奈さんが社長を訪ねてきたのは、かなりプライベートの意味合いが強いはずなのよ」

「プライベート？」

「そう。さっきの電話では、香奈さんの居場所を探してる感じだった」

「居場所……？」

　どういうこと？　香奈さん、行方不明だとでもいうわけ？

「亜美。香奈さんとのことは、冷静にきちんと聞くべきよ。社長、なんだか今は香奈さんのことで頭がいっぱいみたいだから」

「うん……ありがとう、ちーちゃん」

　そう言って、私は本来の目的を果たすべく、執務室のドアをノックした。

　中に入ると、洸輝はデスクで考え事をしていたようで、私の登場でハッと我に返っている様子。きっと、香奈さんのことを考えていたんだろう。

「これ、渡しに来たの」

「あ、ああ……ありがとう」

　心ここにあらずといった様子で、パラパラと目を通す洸輝の態度に、私はイラッとしてしまった。

「落ち着いてるときに見てほしいんだけど。これ、急ぎじゃないから」

　すると、私の言葉が皮肉に聞こえたらしく、洸輝はあからさまに不愉快そうな顔をしている。

「落ち着いてるよ。どんな内容か確認したかっただけだ」

「嘘。上の空だったじゃない」

「あのなあ、いちいち突っかかってくるなよ。本当にイライラするんだ」

　そう言ってから、洸輝はハッとしたように、手で口を覆った。でも、もうその言葉は、私の胸にぐっさりと突き刺さっている。

「何？　その言い方……」

「ごめん。言いすぎた」

「言いすぎたって、それが本音でしょ？　もういい……」

　勤務中に泣くわけにはいかない。

　私は精一杯の強がりで身を翻すと、社長室をあとにした。

「亜美……」

　心配そうなちーちゃんに、フォローもできずに……。




　その日の夜も、洸輝は早く家へ帰ってきた。

　部屋に入るなり、着替えもせずに洸輝はまっすぐに私のところへ来る。

「亜美、昼間は本当に――」

　と、話の途中でインターホンが鳴った。

　誰よ、もう！　空気読みなさいよね。

　対応しようとすると、洸輝が私を制し、代わりに出てくれようとする。

「夜は物騒だから」

「あ、ありがと……」

　ケンカしていても、不意の優しさに胸がときめいてしまうから悔しい。

　すると、来客を確認した洸輝が固まった。

「どうかした？」

　見ると、そこには香奈さんが立っている。だけど……ただ訪ねてきた感じじゃない。

　髪を振り乱し、必死の形相の彼女は、インターホンに向かって叫んだ。

『洸輝くん！　お願い！　開けて！』

　急いでオートロックを解除すると、数分後、香奈さんがまっしぐらに玄関に飛び込んできて、出迎えた洸輝に飛びついた。

「洸輝くん……助けて……」

「どうしたんだよ、香奈……いったい何があったんだ？」

　香奈さんは綺麗なサテン地のパーティードレス姿で、それなのにストッキングは破れ、靴も履いていない。膝には少し血が滲んでいた。そのギャップに、私も洸輝も戸惑いを隠せない。

「私、好きでもない人と……結婚させられちゃう……」

「え？　どういうことだ？」

「父がね、会社のためにって勝手にお見合いを……。今夜は、ただのパーティーだって言ってたのに……」

　泣きながら、洸輝の胸に顔を埋める香奈さんは、小刻みに肩を震わせている。どうやら、政略結婚を強要されたらしい。

　それにしても、洸輝のまわりは本当にこういう問題が多い。庶民出身の私は、ついていくのが大変……。

「勝手にって……断るわけにはいかないのか？」

「ずっと断ってたよ！　だから、実家からも逃げてて……」

　行方不明の原因はそれだったんだ。納得する私たちをよそに、彼女は続ける。

「だけど、今夜は無理やり会わされた挙句、ホテルの部屋をとってあるとまで言われて……。ひどいでしょ!?　私、イヤよ！　好きでもない人と結婚するなんて絶対イヤ！　洸輝くん、助けて」

　確かに、同じ女として、それはイヤだろうなとは思う。しかも、ホテルの部屋までなんて……デリカシーのカケラもない！

　でも、だからって洸輝に何ができるの？　これは、香奈さんたち家族の問題でしょ？

「助けてやりたいけど、まずはおじさんに香奈の気持ちを伝えないと……」

「だから、私の話はまるっきり聞いてくれないのよ……。私、洸輝くんと別れてから、好きな人なんてできなかったのよ？　今はまだ、洸輝くん以外の人と結婚なんてしたくない。抱かれたくもない！」

　涙を流しながら、洸輝の身体に腕を回し、ぎゅっと力を込める香奈さんの背中に、洸輝の手が伸びる。

　まさか……洸輝、香奈さんの想いに、応えるんじゃないよね……？

　だけど残酷にも、洸輝は私の目の前で、香奈さんを優しく抱き締めたのだった。

　ねえ洸輝、私がここにいるってわかってる……？

「香奈、一緒に行ってやるから、おじさんにちゃんと話そう。ずっと家にも帰らないって、心配されてたんだから」

　えっ!?　一緒に行くって、今から？　どうして洸輝がそこまでする必要があるの？

「本当!?　洸輝くんが一緒なら、私頑張れる。ちゃんと、父に言うから……」

「ちょっ……ちょっと待ってよ。どうして洸輝が行かないといけないの!?　だいたい、ふたりの婚約解消は、香奈さんが切り出したことでしょ？　どうして今さら、香奈さんの問題に、私たち夫婦が振り回されないといけないのよ？」

　私は思わず止めに入る。すると、香奈さんの身体から手を離した洸輝が、私をまっすぐに見つめた。

「婚約解消を切り出されて、引き止めなかったのはオレだから、オレにだって責任はあるんだ。それに……オレも、少なからず後悔はしてたから……」

　何、それ？　それって、まだ香奈さんに未練があるってことなの？

「だから、ごめん。ちょっと行ってくる」

「イヤよ！　洸輝が行くなんて変じゃない。行かないで！」

「ごめん、亜美。待ってて」

　必死に追いすがる私の手を振りほどき、洸輝は香奈さんの手を引いて、出ていってしまった――。

「なんで……？　イヤだって言ってるのに。どうして聞いてくれないの？　どうして、香奈さんを選ぶの……？」

　その場に崩れ落ちた私は、疲れきるまで声をあげて泣いていた。

　どうして？　どうして、今さら元カノの心配をしているの？

　洸輝の気持ちが、夫婦になった今でも、私、よくわからないよ……。

「……美さん。亜美さん」

　優しい女の人の声がする。どこかで聞いたことのある、あたたかい声。

「亜美さん、こんなところで眠っていたら、風邪をひくわよ」

「お……お義母さん!?」

　そうだ、これは洸輝のお母さんの声。慌てて起き上がると、私を柔らかく見つめる笑顔があった。

「どうしてここへ？　……っていうか、私ここで寝てた!?」

　混乱する頭であたりを見回す。私はあのまま泣き疲れて、玄関で眠ってしまっていたらしい。恥ずかしい……。

　いつの間にか朝になっていて、リビングから差し込む朝日が見えた。

「洸輝から頼まれたの。亜美さんの様子を見てきてほしいって。あの子があんなふうに泣きついてきたのなんて、子供のとき以来よ」

　クスクスと笑う彼女は、いつ見ても上品だ。洸輝の笑った顔は、お義母さんによく似ている気がする。他のところは、お義父さん似だけど。

「洸輝さん、帰ってこなかったんですね……」

　私のことを心配してくれているなら、帰ってきてくれればいいのに。そんなに香奈さんが大事なの？

　絶望的な顔をしていると、お義母さんがそっと私の手を取った。促されるままにリビングへ移動し、ソファに座ると、お義母さんが隣に座って、私の手を両手で包み込んでくれる。

　あたたかくて柔らかい彼女の手に、私の心も落ち着いてくる。

「香奈ちゃんのことは、うちにも先方から連絡があって、主人も一緒に行ってるはずだから……彼女のこと、洸輝から聞いてるのよね？」

「はい……すべて、聞いてると思います」

「びっくりしたでしょう？　本当にごめんなさいね、ずっと黙っていて……」

「そんな！　お義母さんが謝ることじゃないです」

　慌ててそう言うと、お義母さんはゆっくりと首を横に振った。

「ちゃんと話すべきだったのよ、こんなことになる前に。私、あの子にね、香奈ちゃんとのことは口止めされてたの。亜美さんに、変な気を回されたくなかったのね」

「変な気？」

「そうよ。香奈ちゃんは、確かに洸輝が愛した女の子で、私もお嫁さんに来てくれると信じてた。ふたりは本当に幸せそうで……あの頃の洸輝には、香奈ちゃん以外何も見えてないみたいだったわ」

「そう……ですか……」

　お義母さんが認めるほどに、ふたりは真剣に愛し合っていたんだ。そんな人を、誠実な洸輝が簡単に忘れられるはずがない。だから、きっと今でも洸輝は――。

　考え始めると、私の心がまた重くなっていく。

「亜美さん。今、私の話を聞いて、あれこれ考えたでしょ？」

「えっ？　あ、はい……」

「洸輝はね、それが怖かったのよ。確かに、ふたりは結婚するつもりだった。式のこともほぼ決まって、子供の話なんかもしてたみたい。……だけど、それはあくまでも、過去の話。亜美さんと出会う前の話なの」

「私と出会う前……？」

　お義母さんは、ゆっくりと頷いてから続けた。

「あの子、香奈ちゃんとの婚約を解消してから、異常なくらいに仕事に没頭してたわ。きっと、寂しさを紛らわせたかったのと……男として、結婚より仕事をとった香奈ちゃんへの、当てつけみたいなところもあったんじゃないかな……」

「そう……なんですか？」

「ええ。だけどその結果、仕事人間になってしまった洸輝が私は心配だったの。だからね、あの子が亜美さんと出会って、恋に落ちて……主人に逆らってまで、あなたへの想いを貫いてくれたときは嬉しかったわ。ようやく、香奈ちゃん以上に愛せる人に出会えたんだって」

　私が？　洸輝にとって、香奈さん以上に愛せる人……？　お義母さんの言葉を信じきることができず、私は口を開く。

「だけど、やっぱり未練があるんじゃないでしょうか？　そこまで好きだった人に再会して、洸輝さんの心は揺れてるんじゃないのかな……」

「確かに、昨夜の行動は感心できないわね。でも、きっと香奈ちゃんの様子を見て、あの子なりに罪の意識が働いたのよ。自分はあなたと幸せになっているのに、香奈ちゃんはまだ迷ってる。ほうっておけなかったんでしょうね。……だけどそれは、男女の愛情からじゃない。それは、わかってあげて？」

　返事ができない私に、お義母さんは苦笑いを浮かべた。

「信じられないのは当然よね。じゃあ、ひとつ話をするわ。昨夜、私が洸輝から電話をもらったときね……」

　言いながら、お義母さんは笑いを堪えている。

「あの子ってば、私に言っても仕方ないのに」

　思い出すだけで面白いのか、きょとんとする私をよそに彼女は笑いを噛み殺すばかりで、話が続かない。前から感じていたことだけど、お義母さんは絶対に天然だ。

「洸輝さん、何か言ってたんですか？」

「それがね……」

　お義母さんは、一度深呼吸をしてから話を続けた。

「『オレが愛してるのは亜美だけだから』って」

　そう言うと、途端にお義母さんは声を出して笑いだした。

「私に言ったって仕方ないでしょ？　なんて答えてあげたらいいのかしらって、本気で悩んだのよ」

　ひとしきり笑ったら気が済んだようで、お義母さんは私に優しく言った。

「だから、信じてあげて。きっとあの子が、今度は亜美さんに直接、言うと思うわ」

「はい……」

　ホントに、洸輝の優しさは、どこからが愛情なのかわからないんだから……。

　だけど、お義母さんに彼が言ってくれていた言葉が嬉しくて、心が少しあたたかくなった。

「よし！　じゃあ、気分転換に買い物にでも行きましょうか？」

「か、買い物ですか!?」

　お義母さんの提案に、私は思わず大きな声をあげてしまった。

　こんなときに、呑気に買い物とか行ってていいの？

「私ね、亜美さんに着物を買ってあげたかったのよ」

「着物!?」

　それって、今買わないといけないものなのかな……？

　あ然とする私に、お義母さんはにっこりと微笑んだ。

「私の贔屓ひいきにしているお店に、亜美さんを紹介するわ」

「は、はあ……だけど、洸輝さんもバタバタしてますし、出かけてもいいのか……」

「大丈夫よ。主人が一緒だし、ちゃんと話し合いをつけて帰ってくるでしょ」

「そうですか……？」

　仕方ない。これ以上は拒めない。だいたい、ここへだって善意で来てもらっているんだから。

　私は会社に欠勤の連絡を入れて、出かける準備をした。

「さ、行きましょう。ところで亜美さん、指、どうかしたの？　さっきから、気にしてない？」

「あの、実は……。ちょっと指がむくんじゃって、指輪がきついんです」

「あらあら……心労で、身体が本調子じゃないのね。かぶれてもいけないから、今だけ外しておいたら？」

「そうですね……そうします」

　私は、結婚指輪を外してテーブルに置くと、先を急ぐお義母さんについていったのだった。




　お義母さんに連れられて向かった先は、百貨店の中にある有名な呉服店だった。当たり前のようにタクシーで乗りつけた彼女は、慣れた感じで店内に入っていく。

「いらっしゃいませ、渡辺様」

　店員さんがやってくると、お義母さんはさっそく私を紹介した。

「こんにちは。こちら、渡辺家のお嫁さん。亜美さんよ」

　気後れしつつ会え釈しゃくすると、五十代くらいの品のある女性が、私に笑顔を向ける。

「ああ、洸輝様の奥様なんですね。よろしくお願いいたします。それにしても、なんて可愛らしい方。洸輝様もメロメロでしょう？」

「ええ、そうなんですよ。母親の私に向かって、彼女への愛を語ってくるくらいなんですから」

　そう言って、またクスクスと笑っている。相当、ツボに入ったらしい。

「今日はね、彼女もいずれは社長夫人として、外国の方も含めた接待をしないといけなくなるだろうから、そのための着物を見に来たのよ」

「接待用、ですか？」

　途端に私の背すじが伸びる。社長夫人という役割を求められるときの私のテンションは、完全に仕事のときと同じだからだ。

「ええ。まだ、結婚して半年だからピンとこないでしょうけど、これから増えていくと思うから」

　お義母さんは、そう言いながら生地を吟味し始めた。

「これはちょっと地味ねぇ。こっちは派手すぎる気がするし……」

　着物にはまるで無知な私も、隣で一緒に見てみる。こういうことを知るのも、社長夫人としての務めのひとつなのかもしれない。

　あれこれ悩んだお義母さんは、いくつかに候補を絞り、私に合わせながらようやく一点に決めた。

「もちろん、私の着物も亜美さんに譲るけど。初めてのときは、ぜひこれを着てちょうだいね」

「は、はい、ありがとうございます！」

　サイズを合わせ、帯やら付属品も決めていく。

「支払いはカードにするわ」

　と、会計時に提示された金額を見て私は固まった。

「お、お義母さん、この値段は……」

「ああ、気にしないでちょうだい。着物って、いいものは、わかる人にはわかるんだから。きちんとした物を選ばなくちゃダメよ」

　いや……ン百万円するんですけど!?

　圧倒されながらも、私は結局それを買ってもらってしまった。

「さあ、いい買い物ができたわ。今、何時くらいかしらね？　お茶でもしましょ」

「そうですね……」

　のんびり買い物なんかした上に、お茶なんてしていていいのかな。返事をしながらも不安になる。時間を確認しようとスマホを取り出して、目が点になった。

　この小一時間の間に、着信が七件。発信元は、もちろん――。

「洸輝さんから……電話がかかってきてました」

　震える手でお義母さんにスマホを差し出しても、彼女は顔色ひとつ変えない。

「あらあ、もう帰ってきたのかもしれないわね。電話、かけ直してみましょうか」

「は、はい……」

　お義母さんてば、呑気すぎるんじゃない？　やっぱり、こんなときに出かけてたこと、怒られるんじゃないの……？

　ビクビクしていると、お義母さんの声にさらに血の気が引いた。

「あら？　私にもかかってきてたわ」

「お、お義母さんのところにもですか!?」

「ええ。ただ、私のほうは洸輝からじゃなくて、主人からだけど」

　お義父さん!?　それは、ますますヤバイんじゃ……。やっと打ち解けてきたところなのに、こんな不真面目な嫁だと思われたら、またお義父さんに嫌われてしまう。

「じゃあ、私から電話するわ。きっと、ふたり一緒にいるだろうから」

　お義母さんはにっこり微笑むと、平然とした表情で電話をかけ始めた。

　お義父さんって、お義母さんには優しかったりするのかな……？

「もしもし、あなた？　……ええ。亜美さんも一緒よ。そちらは洸輝も一緒？　そう。私たちは着物を買いに来て……あっ、洸輝？　え？　何？　……わかったわ。待ってます」

　電話を切ったお義母さんは、ふぅとため息をついた。

「あの、お義母さん……。洸輝さんとも話したんですか？」

「ええ。なんか怒ってたわ。そこから動くなって」

　やっぱり～！　どうしよう……。

　青ざめる私と違って、お義母さんはニコニコ笑っている。

「じゃあ、お茶をして待ってましょう」

「えっ!?　でも、ここから動くなって……」

「だって、立って待ってても疲れるでしょ？　ほら、行きましょ」

「は、はあ……」

　もう、どうにでもなれだわ。

　重い足取りでついていった先は、百貨店の中の高級カフェ。ここでも常連のお義母さんは、かなり丁寧な挨拶で迎えられた。

「さあ、亜美さん。好きなものを頼んでね」

「じゃあ、アイスティーを……」

　ああ……本当に、洸輝に会いたくないな。お義母さんのおかげでだいぶ気分転換にはなったけど、洸輝とのわだかまりは昨夜より大きくなりそうだわ。

　そう思うと、ついため息が漏れてしまう。

　出てきたアイスティーは、通常の倍以上のお値段だけあってとても美味しかった。いい香りがして、紅茶の味は濃いのに渋くない。

「美味しい……」

　私の言葉に、お義母さんは満足そうな笑顔を浮かべた。

「よかった。私、ここが大好きで、いつかあなたを連れてきたいって思ってたのよ」

「お義母さん……」

　今日のお義母さんの行動にはびっくりさせられっぱなしだけど、全部私のことを心から大切に思って、してくれていることなんだ。

　それを改めて実感して、感動に打ち震えていたときだった。

「おい、ふたりで呑気にお茶かよ」

　突然の洸輝の声に、私は手に持っていたグラスを落としそうになった。

「こ、洸輝、なんでここが……。あっ、お義父さん！」

　隣には、お義父さんが立っている。

「あら、あなた。お早いですわね」

　そのお義父さんも、困った顔でお義母さんを見ていた。

「母さんのマイペースにも困ったものだな……。亜美さん、いろいろ心配かけて悪かったね。ゆっくり、洸輝から話を聞いたらいい」

「い、いえ！　こちらこそ、すみませんでした……」

　鬼の会長にこんなふうに謝られたんじゃ、私も何も言えなくなってしまう。

　お義母さんは、私に小さく手を振ると、お義父さんと帰っていった。

　それにしても、お義父さんって、こういうときに気を遣ってくれる人なんだ……。

　そんなことを思いながら洸輝の顔を見上げると、彼はムッとした表情で、私の隣に腰を下ろした。……とにかく、まずは謝ろう。

「あ、あの……。勝手に出歩いて、ごめんなさい」

「それはかまわないよ。そもそも、昨夜出ていったのはオレなんだから。ただ……これはなんだよ？」

　そう言って洸輝が手のひらに載せて差し出したのは、私の結婚指輪だ。そういえば、指がむくんでいるからと、外したままだった。

「あ、これはね――」

「なんで、ここまでする必要があるんだ？」

「えっ？」

　説明する間もなく言葉を遮られて、私は洸輝の顔を見る。

「もちろん、昨夜はオレが悪かったと思ってる。だけど、あのまま香奈をほうっておくわけにはいかなかっただろ？　亜美も、それくらいわからないか？」

　洸輝は、わざとらしく眉をひそめた。

　もしかして、私が嫌味で指輪を外したとでも思っているわけ？

「とにかく、こんな子供じみた拗すね方はやめろよ。ほら、帰ろう」

　手を掴まれた瞬間、反射的にそれを振りほどいていた。

　どうして決めつけるの？　どうして、私の話を聞いてくれないの？

「……それが、私の気持ちだから。一緒になんて帰れない」

　勢いで私の口から出た言葉は、私の本心とは真逆のものだった。

「何言ってるんだよ、亜美」

　そうよ、何言ってるのよ、私。自分でもそう思う。

　だけど、売り言葉に買い言葉。引っ込みがつかなくなっている。

「昨夜は結局、香奈さんと一緒だったんでしょ？　私なんて、あのあとずっと、玄関で寝てたんだから！」

「は？　玄関？」

　まあ、それは泣き疲れていつの間にか眠っていたからで、ここまでくると、ただの言いがかりだ。そう思いながらも、次々に出てくる憎まれ口を止めることができない。

「大事なのよね、香奈さんが。政略結婚は阻止できたの？　それならどうぞ、これからも彼女と仲良くね！」

　――もうダメだ。これで、洸輝は怒り心頭に違いない。

　私は立ち上がると、何か言われる前に走り去った。




「いつ来ても、風が気持ちいいな……」

　少し頭を冷やそうと思って訪れた、あの川沿いの通りで、私は対岸のオフィスビル群を眺める。

　ここから、私たちの愛が、ぐっと深まっていったんだよね。一緒に暮らそうと言ってくれて、本社を移転させる計画も、ここで話してくれたんだっけ。

　青空を見上げると、当時の気持ちが鮮明に思い出される。

　洸輝とつき合うことになって、結婚を意識し始めて。あのとき、決めたんだよね。私は、洸輝の支えになると。

　何千人といる社員のトップに立つ洸輝のプレッシャーは、尋常じゃない。せめて、私がそれを軽減してあげられる存在にならなきゃって、決意したのに……。

「それなのに、些さ細さいなことで拗ねて、心配させて。最近なんて、わがままで早く帰らせて……」

　支えになるどころか、足を引っ張っている。

　……帰らなきゃ。やっぱり、私が間違っていた。

　私が洸輝に話を聞いてもらいたいと思うように、洸輝にも言い分があるはず。まずは、それを聞かなきゃ。――そう思ったとき、背後から声がした。

「やっぱり、ここにいた」

「洸輝!?」

　振り向くと、そこに洸輝が立っていた。汗びっしょりで、肩で息をしながら……。

「なんで、ここがわかったの？」

「なんとなく。亜美を追いかけようと思ったら、自然とここを目指してた」

　息が切れるほど、急いでくれたの……？

「洸輝、大丈夫？　昨夜、あまり寝てないんじゃないの？」

「ああ、そうだな……話し合いは、簡単には決着がつかなかったから。でも、香奈の意に沿わない結婚は、なんとか白紙に戻せたよ」

「そっか、よかったね……さすが、洸輝」

　少しだけ微笑むことができた。私につられるように、洸輝も笑顔を浮かべてくれる。落ち着いたところで、私は引っかかっていたことを切り出してみた。

「言ってたもんね、洸輝。香奈さんとの婚約解消を後悔してたって。やっぱり、今でも好きな気持ちがあるんでしょ？　お義母さんからも聞いたよ。婚約解消してから、異常なくらいに仕事に没頭してたって」

　私の言葉に、洸輝は少し顔を歪めた。

「それは誤解だ、亜美。オレの言い方が悪かったんだろうけど」

「誤解って……？」

「オレが後悔したのは、婚約解消を言い出した香奈を、引き止めるだけの愛情が、オレにはなかったっていうこと」

　彼の言う意味がいまいちわからない。首を傾げると、洸輝は苦笑いした。

「どうもうまく言えないな……これならわかるか？　もし、それが亜美だったら、オレはどんなことをしても引き止めるだろうってこと。忘れたわけじゃないだろ？　無理やり政略結婚させられそうになったとき、オレがオヤジに逆らったことを」

「う、うん。覚えてるよ……」

　たくさんの人たちの前で告白してくれたときのこと、今でも鮮明に思い出せる。

「オレは、香奈を引き止められない程度の気持ちしかなかったことに、婚約を解消して初めて気づいたんだ。要は、婚約していたこと自体を後悔してたってこと」

　そう言うと洸輝は、優しく私の左手を取った。

「だけど、香奈さんとは……子供の話もしてたんでしょ？」

　おずおずと聞くと、洸輝は目を丸くした。

「母さん、そんなことまで言ったのか？　ったく、おしゃべりだな……」

　ため息をついた洸輝は、観念した様子で話を続ける。

「もちろん、子供が欲しいなって話はしたよ。結婚して、半年経ったら子供を作ろうとかな。それは、オヤジたちにも話してた。跡取りが必要になるから、一応、子作りの計画は報告しとかないといけなかったんだよ」

　跡取り……？　思いがけない言葉に、私は頭を殴られたような衝撃を受けた。

　知らなかった。私には、そんな話をしてくれたことなかったし。

　でも、そっか。話してくれるわけないよね……。

「私は、流産しちゃったもんね。期待されてないか……」

　思わずぽつりと呟いてしまう。つい口をついて出てしまった恨み節に、洸輝は慌てて私の身体を抱き寄せた。

「ごめん、亜美。そういうつもりで言ったんじゃない。……今まで亜美に話さなかったのは、オヤジたちとそう決めたからなんだ」

「お義父さんたちと……？」

　私を抱き締める腕に力を入れて、洸輝は頷いた。

「本当に、あのときのことは猛省してる。亜美を傷つけてしまったこと」

「なんで？　洸輝のせいじゃないのに……」

「いや、オレのせいだよ。オレがもっとちゃんとしていれば、そもそも妊娠なんてさせずに済んだんだ」

「違うよ、洸輝。すべては、甘かった私がいけないの。私は、洸輝に余計な心配をかけたくないのに……」

　今でも彼が自分を責めていることに、私は胸が痛んだ。

「どうして亜美を心配することが、余計なことなんだ？」

「だって、洸輝は大企業の社長だよ？　会社のことを第一に考えなくちゃ……」

「亜美がいるから、オレは仕事を頑張れるんだ」

　そう言うと彼は私の髪にキスをしてから、そっと身体を離す。

「子供のことは、またゆっくり考えよう。オヤジたちも、亜美の心と身体を、本当に心配してるんだ」

「そうだったの……？　ありがとう。でも私は、本当にもう大丈夫だから」

　私の台詞に、洸輝は柔らかい笑みで応える。

「子供の話より、まずはこっちだったな。亜美、オレと別れたいのか？」

「えっ!?」

　洸輝が取り出したのは、私が外していた結婚指輪だった。

　そうだった！　私、誤解させたままだったんだ。

「オレ、かなりショックだったんだけど」

「あの、えっとね……」

「本当に離婚しようと思った？」

　タジタジな私に、洸輝は意地悪く続ける。

　ダメだ！　ちゃんと言わなくちゃ！　私は血相を変えて弁解する。

「違うの、そんなわけないじゃない！　これは、指がむくんでたから外しただけなの！　お義母さんに、外しておいたほうがいいって言われて……」

　泣きそうな目で見つめると、洸輝は呆れたようにため息をつく。

「母さんには、あとでクレームを入れよう。亜美に余計なことばっかりする」

「違うよ！　お義母さんは、私のために言ってくれたんだよ？　着物だって、接待用にって……」

　慌てて反論すると、洸輝はもう一度、今度はちょっと困ったように笑いながらため息をついた。

「わかった。じゃあ、この話はおしまい。亜美、オレとの約束。結婚指輪は、オレの許可なくして外してはいけません」

　そう言うと、彼は私の左手を目線の高さまで持ち上げて、薬指にしっかりと指輪をはめた。

　私はというと、なぜかそれにドキドキしてしまい、食い入るように自分の指を見つめてしまっている。

「亜美、返事は？」

「は、はい……」

　なんだか照れくさくて、小声で返事をする。そんな私に、洸輝は安心したように笑みを零した。




　マンションへ帰ると、洸輝は私を抱き上げて、真っ先に寝室へ向かった。

「抱きたい……」

　驚いている私に覆い被さるようにして、耳元で囁く。改まって言葉にされて、顔から火が出そうになりながら、私はコクリと頷いた。

　優しく服を脱がされ、慈しむように、身体中にキスされる。

　この瞬間の幸せな気持ちは、とても言葉では表せない。

「洸輝……私、赤ちゃん欲しい」

「えっ？　バカ、昼間のことなら気にするなって」

　私の身体に触れる手を止めて、彼が心配そうに私を見下ろす。

「ううん。あの話を聞いたからじゃないよ。私ね、香奈さんのことがあって、改めてわかったの」

「何が？」

「私は、洸輝を心の底から愛してるって」

「亜美……」

「子供っぽいヤキモチを焼いちゃったけど、私はやっぱり洸輝を愛してる。いつだって、私を捕まえに来てくれて……本当に嬉しいの」

　黙って私の台詞を聞いていた洸輝が、少しの間をおいてプッと吹き出した。

「なんかオレ、動物みたいだな」

「そうだね、確かに。ライオンって感じ」

　私がケラケラ笑うと、不意を突くように唇を塞がれた。

「愛してるよ、亜美。オレが愛してるのは、亜美だけだから」

　お義母さんにも、そんなふうに言っていたんだよね。

　洸輝はいつも、私への愛をちゃんと表してくれているのに。それを時々見失いかける私は、まだまだ未熟だ。

「……オレ、亜美そっくりの女の子が欲しいな」

　ふと、洸輝がそう言った。

「なんで？　跡取りなら、男の子でしょ？」

　不思議に思って聞き返すと、洸輝はちょっと膨れた顔で答えた。

「男の子じゃなくていいよ。オレは、自分の息子といえど、まだ亜美を他の男に取られたくない」

　洸輝が時折見せる、子供っぽい一面。思わず吹き出してしまう。

「なんで笑うんだよ。オレは真剣なんだけどな」

「ごめんね。想像したらおかしかったの。……だけど、そんな毎日も憧れるなぁ。いつか、家族が増えたらいいね……」

「そうなるよ、絶対に」

「うん……」

　再び優しく唇を塞がれて閉じたまぶたに浮かんだのは、私たちの輝かしい未来。

　そうだよね。洸輝と私なら、絶対に幸せな未来を築いていける。そんな未来を、私は永遠に思い描き続けるよ。洸輝がそばにいてくれる限り――。




　翌日、会社に着くと、森本くんが社長室に行ったという噂でフロアは持ち切りになっていて、私はひとり青くなった。

「ねえ、なんで森本くんが社長室に？　呼び出されたの？」

　尋ねると、向かいの席の女性社員が肩をすくめた。

「わからないのよ。呼ばれたのか、自分から行ったのか。でも、亜美ちゃんも知らないんじゃ謎ね……」

　まさか、一緒に飲みに行ったことを、まだ根に持たれているんじゃないよね？

　気が気じゃない私は、チラチラとドアに目を向ける。

　そして三十分後、帰ってきた森本くんに、私は真っ先に声をかけた。

「森本くん！　いったい、何があったの？」

　駆け寄った私に、森本くんは苦笑いをした。

「ちょっとね。渡辺さん、社長が旦那様だなんて、やっぱり羨ましいっすよ」

「え？　どういうこと？」

「まあ、社長から聞いてください」

　なんのことやら、さっぱりわからない。だけど、妙に晴れ晴れとした彼の顔を見て、私は少しホッとした。




　そしてその夜、洸輝から森本くんの話を聞かされたのだった。

　彼は、洸輝に誤解を与えたままだと思っていて、それを釈明しに行ったみたい。

　まず、タクシーの手配のお礼を。そして次には、私が何か悩んでいるらしいこと。それを聞いてあげてほしいということを、洸輝に頼んだとか。

「優しい新人だな。彼にはお礼を言っておいたし、ちゃんと伝えたよ。オレは亜美を愛してるから、亜美の苦しみには必ず気づくって」

　そう言われて、森本くんが『社長が旦那様で羨ましい』と言った理由がわかった。

　それにしても、洸輝って本当に私への愛をみんなに語っているんだと思ったら、なんだかおかしくて、どうしても笑ってしまった。

　香奈さんは、あれからロンドンへ戻ったらしい。政略結婚も白紙になり、もう一度仕事に集中するため、早々に日本を離れたと洸輝から聞いた。彼女のことはやっぱり好きになれないけど、いつか素敵な人に出会えたらいいなと思う。

　だって、一度は洸輝が愛した人なんだから――。




　――半年後。

「パーティー!?　わざわざ、私たちの結婚記念日のパーティーをするの？」

「ああ。何せ、結婚一周年だからな」

　久々に、ふたりきりで過ごせる休み。私たちはゆっくり眠っていて、ようやく目が覚めたときには十時になっていた。そろそろ起きようかと思っていたところに、洸輝から大事な話があると言われてドキドキしていたら……。

　とんでもない話に、私は目を白黒させる。

「家族で祝うならまだしも、なんで他の人まで呼んでパーティーなんて……」

　完全に腰が引けている私に、洸輝はニヤッとして雑誌を差し出した。

　それは、経済誌の号外で、普段の堅苦しい内容とは違い、エンターテインメント色の強い記事も載っている。

「そ、それは!?　私が出ている雑誌!?」

「『可愛すぎる社長夫人』か。亜美もさすがだな」

　わざとらしくこっちをチラ見する洸輝に、顔が赤くなっていくのを感じる。

「やめてよぉ……。おかげで外を歩くのが大変なんだから。可愛すぎるって、誇大アピールだわ……」

　旦那様が有名になると、必然的に妻である私も有名になる。こんな雑誌にまで出る羽目になるんだから。洸輝の評判が上がるのはありがたいけど……。

「ちーちゃんにも、からかわれて大変だったのよ……」

「いいじゃないか。原田にも、香奈の件では心配かけたし……亜美の幸せそうな顔を見るのが嬉しいみたいだぞ？」

「そうなの？　ちーちゃん。ホント優しいんだから。泣きそう……」

　なかなか会えないけど、やっぱり彼女は、私にはかけがえのない親友だわ。

「パーティーには原田も呼んでるし、みんなが楽しめるものにしよう」

「う、うん。だけど、この雑誌のせいで、私、相当気合いを入れた格好をしなくちゃ、詐欺だって言われそう……」

　がっくりと肩を落とす私を腕の中に引き寄せながら、洸輝は優しく言った。

「オレにとっては、亜美は充分〝可愛すぎる奥さん〟だよ。自信持てって」

「……うん。ありがと……」

　当たり前のように唇が重なって、洸輝の手が服の下へ伸びていく。

「ダメ！　それ以上はやめて」

　とっさに制止した私に、洸輝は不審な顔を向けた。

「最近、ずっと拒んでないか？　なんでだよ」

　洸輝が不機嫌になるのも無理はない。この二週間、ずっと拒否しているのだから。

「だって……」

　でも、言わなきゃ。

　ようやくはっきり言える。洸輝に、ずっと言いたかったことを。

「だって、なんだよ？　ちゃんと、オレが納得できる説明をしろよ？」

「……赤ちゃん、できたから」

「えっ？」

　洸輝は一瞬、意味が理解できないというような表情をした。

「だからね、赤ちゃんができたの……。洸輝の赤ちゃん」

「赤ちゃん……？」

「うん。今度は、ちゃんと心臓も元気に動いてるし。今のところ、危険はないって」

　喜んでくれるかな？　期待しながら反応を待ったけど、洸輝は俯いたまま何も言わない。

　だんだん不安になってきた私は、彼の顔を覗き込んだ。

「……もしかして、嬉しくない？」

　と、その瞬間、洸輝は私を力一杯抱き締めた。

　そのとき、ちらっと洸輝の目元が見えて、私は彼の腕の中であ然とする。

「洸輝、泣いてるの……!?　なんで!?」

「嬉しいからに決まってるだろ……？　今度は絶対に、亜美に悲しい思いはさせない」

「洸輝……やだ、泣かないでよ。私まで涙が出てくる」

　じわりと視界が滲んできたところで、洸輝は私を離した。

　そして、そっと私のお腹に手を当てる。

「パーティー、やっぱり中止しよう」

「えっ？　妊娠は病気じゃないし、普通に生活していいって先生も言ってたのに？」

「だけど、亜美の身体に負担がかかっちゃいけない」

　洸輝の顔は真剣そのものだ。

「でも、もう声をかけてる人がいるんでしょ？　だったら、やらなきゃ」

　自分たちの結婚記念日パーティーなんて正直恥ずかしいけど、これも〝社長夫人〟としての、立派な仕事かもしれないもの。

「だけど……」

「つらかったら、ちゃんと休むから」

「……わかった。亜美がそこまで言うなら」

　渋りに渋って、洸輝はようやく納得してくれた。

「父さんと母さんも、きっと喜ぶよ。もしかしたら、パーティーはやめろって言われるかもしれないけどな」

　しつこくそんなことを言われて、私は苦笑いした。

「だけど、パーティーのおかげで、やっとあの着物が着られるから」

　せっかくお義母さんが買ってくれたんだもの。それに、ン百万円の着物なんだから、着ないともったいない。私が機嫌よく言うと、洸輝はすごい剣幕で反対した。

「ダメだ！　着物はお腹を締めるだろ？　却下！」

「ええ～！」

「着物なんて、別の機会に着ればいいんだ」

　そっぽを向かれ、私ががっくりとうなだれていると、ほんの少し間をおいて、振り向いた洸輝が私の額にキスをした。

　見上げると、彼は穏やかな笑みを浮かべている。

「亜美。覚悟しておいてほしいな。これからのオレは、ますます心配性になるから」

「え？　心配性？」

「そうだよ。本当は仕事も辞めてほしいくらいだ。とにかく、身体を大事にな」

「うん……」

「ありがとう、亜美。オレの子供を妊娠してくれて。オレは全力で、亜美とオレたちの、二人目の子を守るよ」

　優しくお腹を撫でられて、私の頬には静かに涙が伝う。

　そんな私を、洸輝は何も言わずにそっとその腕で包み込む。

　忘れないでいてくれる、最初の赤ちゃんのこと。その想いが、私は心底嬉しい。

　つらい出来事もあったけれど、洸輝が一緒に背負ってくれるから、この先も大丈夫だって思えるよ。

　だから、私も強くなるね。もっともっと、強くなる。

　愛するあなたと、愛するあなたの子供を守り抜くために。

　大丈夫。あなたがそばにいてくれれば、私は無敵だから。

「愛してるよ、亜美」

「洸輝、私も愛してる」

　重ねた唇に、私は誓った。

　永遠の愛を……。
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